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運動・スポーツ好きを学校で育てる
－ 授業実践及びスポーツ活動を通して －

	 筑波大学附属高等学校保健体育科
	 征矢　範子・鮫島　元成・貴志　泉
	 藤生栄一郎・中塚　義実
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　11：00～11：50の1年1,2組は、10月下旬にはじまったクラスで、今日で15時間目となります。すでにまとめの段階で、グ
ラウンド半面でのリーグ戦をやっています。

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：役割(ポジション）の理解

　　　　　〃　　　　第3日：リーグ戦最終日（2試合）

はじめに

　今回また「女子サッカー」を取り上げたのは、「授業時数が減ってきた中で、何を、どのように指導すればよいのか」を皆
さんと議論したかったからです。
　たとえば２）の授業は総時数33時間、３）は22時間です。いまは平均して15時間程度です。学習内容の精選とマネジメン
トの工夫が、年々求められるようになっています。
　導入段階の授業と、15時間経過したところの授業をみていただくのは、このようなねらいからです。参考までに、22時間
の授業と15時間の授業の展開例を示します。

フットサルとは何かⅡ：VTR②世界選手権決勝→フットサル実技

前進するための技術：ドリブル・フェイント・スクリーン

パスの技術：インサイド・アウトサイドでのキック・トラップ

オリエンテーション：VTR①世界サッカー紀行→体育館で簡易サッカー

浮き球の処理&ハーフコートゲーム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神と副審の仕事　　　　　〃　　　　第2日：チーム練習後、リーグ戦（1試合）

はこぶ・かわす・守る：ドリブル・フェイント・スクリーン

フットサルとは何かⅠ：ゲームの精神とルール学習→フットサル実技

フットサルリーグ第1日：6チームの総当たりリーグ戦（2試合）

パスの戦術：サポートの基礎、３対１ボールキープ

つなぐ：枠ありサッカー

カップ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

予備日Ⅱ：みるスポーツとしてのサッカー(VTR学習）　

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：前後左右のバランス

サッカーリーグ第1日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

サッカーリーグ第2日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

フットサルとは何かⅠ：ビデオ学習と実技

リーグ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

予備日：VTR④ルールの精神／オフサイドの理解Ⅲ

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：自由な判断と全員攻撃全員守備

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

　13：00～13：50の1年5，6組は、1月からサッカー単元が始まるクラスで、1月からのサッカー単元の最初の時間をここに
もってきたものです。単元ごとに授業担当者が変わる「種目ローテーション方式」を採用しているため、授業者の自己紹介
から始まります。新しい単元、新しい担当教師のもと、最初の授業はいったいどうなるのか。お楽しみください。

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：ポジションとシステム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神とと副審の仕事

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法①

オフサイドの理解Ⅳ：利用法と攻略法②／「サイド」の概念

予備日：VTR③世界サッカー史をさぐる

これまでの復習とハーフコートゲーム

あそぶ：ボール遊び／ストリートサッカー

　筑波大学附属高校では、毎年行われる研究大会で各教科の授業を公開し、参加者を交えた議論の場を設けていま
す。保健体育科では5名の教員が持ち回りで公開授業を行うので、ほぼ5年に一度、機会が回ってきます。

1997年10～12月 2008年10～12月

1年次必修サッカー単元（女子）　学習の展開例（教科分科会資料より）

　1987年に赴任して以来、授業者はこれまで5回の公開授業を、研究大会で行ってきました。
　１）1988年12月10日　3年女子サッカー（必修）　…　「自由と責任」を学ぶ
　２）1993年12月4日　1年男子サッカー（必修）　…　全33時間で「する」「みる」スポーツ教育
　３）1997年12月6日　1年女子サッカー（必修）　…　全22時間で「する」「みる」スポーツ教育
　４）2002年12月7日　2年体育理論（必修）　…　FIFAワールドカップを題材とした総合学習
　５）2003年12月6日　3年男女セパタクロー（選択）　…　男女共習の選択実技
　１）の授業は『体育科教育』の1990年2月号に報告しました（補足資料２．参照）。また、1990年9月に中華人民共和国天
津市で開かれた「日中学校体育研究大会」において発表する機会を得ました。天安門事件後の「統制」された雰囲気の
なか、「自由と責任」をテーマにしたサッカーの授業は中国の若手研究者を中心に賛同を得、滞在中、多くの方々と、筆
談を交えてコミュニケーションを図ることができました。
　２）３）は、いずれもJリーグ発足後の授業です。「する」だけでなく「みる」ことも学習内容に含めながら展開した授業で、
いまの授業の原型となるものです。３）は、『学校体育』1997年12月号に「高校におけるみるスポーツ教育の可能性と課
題」にまとめたもの（補足資料３．参照）の実践編であり、本校研究紀要（第40巻、1999年3月発行）にまとめました。
　４）は、2002年にFIFAワールドカップが開催され、また総合的な学習が始まることを踏まえて、体育理論の授業（通年で
行っています）の中で、FIFAワールドカップを題材として約10時間の授業を展開したものです。これも研究紀要（第44巻、
2003年3月）にまとめました。
　５）は変則的な公開授業でしたが、3年生の選択実技を取り上げ、セパタクローとアルティメット（担当：宮崎明世教諭）の
授業を、それぞれ時間を短縮して公開しました。セパタクローの授業では日本代表選手らによる技術指導もあり、この授
業を受けた生徒の中には、大学へ行ってセパタクローにはまっていった者もいます。

フットサル大会

予備日Ⅰ：世界サッカー史をさぐる（VTR学習）

サッカーリーグ第3日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

リーグ戦第3日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

2

1 学習者・期間・授業時数

12組 40名（1組20名、2組20名） 2008年10月22日～12月12日（計17時間。うち1時間は研究授業）　水6＆金

34組 40名（3組20名、4組20名） 2008年10月20日～12月10日（計14時間）　月2＆水5

56組 39名（5組20名、6組19名） 2009年1月13日～3月3日（計16時間。うち1時間は研究授業）　火3＆木1

2 施設・設備・用具・ボール
・グラウンド半面（時には全面）。雨天時は体育館または教室（教室での授業は2回行う）

・サッカーボール35個、フットサルボール30個／セーフティコーン、マーカ－等使用可

・フットサル(ハンドボール)ゴール4組、少年用ゴール2組、正規ゴール2組。いずれも移動式

3 教材「サッカー」の特性
１）するスポーツとして ２）みるスポーツとして

①ゴールをめぐる攻防を中心とする ①オフサイドを除いてルールが簡単

②ボールを手で扱うことができない ②勝敗がわかりやすい

③チームゲームである ③目を向けるべき範囲が広い

④身体的接触が認められている ④グローバルなスポーツである

4 学習目標（スローガン）
１）「するスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

２）「みるスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

5 日程と概要（1年1・2組の場合）
時数 月 日 曜日

1 10 22 水

2 24 金

3 29 水

4 31 金

5 11 5 水

6 7 金

7 12 水

8 14 金

9 19 水

10 21 金

11 26 水

12 28 金

13 12 3 水

14 5 金

15 6 土

16 10 水

17 12 金

キーワード

フットサルとは
（DVD&実技）

復習＆フットサル導入

つなぐ＆枠ありサッ
カー

オフサイド②

教室でビデオを用いた「みるスポーツとし
てのサッカー」の学習

4チーム総当たりリーグ戦最終日

オフサイド①

浮き球の処理

単　元　計　画　（概　要）

バランス
（ウィングを使う）

みるスポーツ
(DVD講義)

自由と責任

リーグ戦③

リーグ戦②

リーグ戦① 4チーム総当たりリーグ戦第1日

クッション&ウェッジコントロール／ヘディ
ング／半面サッカー(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

前後左右のバランス／両サイドのウィン
グを使ったゲーム

オフサイドの理解と副審の仕事

オフサイドの攻略法と活用法

ポジションとシステム／責任を果たした
上での自由な判断

ゲーム

パスの技術・戦術／サポートと体の向き
／枠ありでストリートサッカー

4対4のストリートサッカー（枠あり）

簡易フットサル

フットサル大会

1対1→3対1／フットサルもどき

VTR学習→フットサル

学習内容

クラス対抗でフットサル大会

はこぶ・かわす・守る

フットサル

あそぶ 4対4のストリートサッカー

4対4のストリートサッカー
ブラジル体操／ドリブル、フェイント、スク
リーン／ストリートサッカー

ボールと遊ぶ／ストリートサッカー

教室でビデオを用いた「サッカーの歴史
と現状」の学習

世界サッカー史をさぐ
る(DVD講義）

フットサル

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(オフサイドあり）

半面サッカー(役割分担ゲーム＆全
員攻撃全員守備ゲーム）

半面サッカー(ウィング安全地帯ゲー
ム）

4チーム総当たりリーグ戦第2日

半面サッカー(オフサイドあり）

全面サッカー(?)予備予備

3

（2） （3）

22時間 15時間
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16

17

18

19

20

21

22

　11：00～11：50の1年1,2組は、10月下旬にはじまったクラスで、今日で15時間目となります。すでにまとめの段階で、グ
ラウンド半面でのリーグ戦をやっています。

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：役割(ポジション）の理解

　　　　　〃　　　　第3日：リーグ戦最終日（2試合）

はじめに

　今回また「女子サッカー」を取り上げたのは、「授業時数が減ってきた中で、何を、どのように指導すればよいのか」を皆
さんと議論したかったからです。
　たとえば２）の授業は総時数33時間、３）は22時間です。いまは平均して15時間程度です。学習内容の精選とマネジメン
トの工夫が、年々求められるようになっています。
　導入段階の授業と、15時間経過したところの授業をみていただくのは、このようなねらいからです。参考までに、22時間
の授業と15時間の授業の展開例を示します。

フットサルとは何かⅡ：VTR②世界選手権決勝→フットサル実技

前進するための技術：ドリブル・フェイント・スクリーン

パスの技術：インサイド・アウトサイドでのキック・トラップ

オリエンテーション：VTR①世界サッカー紀行→体育館で簡易サッカー

浮き球の処理&ハーフコートゲーム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神と副審の仕事　　　　　〃　　　　第2日：チーム練習後、リーグ戦（1試合）

はこぶ・かわす・守る：ドリブル・フェイント・スクリーン

フットサルとは何かⅠ：ゲームの精神とルール学習→フットサル実技

フットサルリーグ第1日：6チームの総当たりリーグ戦（2試合）

パスの戦術：サポートの基礎、３対１ボールキープ

つなぐ：枠ありサッカー

カップ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

予備日Ⅱ：みるスポーツとしてのサッカー(VTR学習）　

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：前後左右のバランス

サッカーリーグ第1日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

サッカーリーグ第2日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

フットサルとは何かⅠ：ビデオ学習と実技

リーグ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

予備日：VTR④ルールの精神／オフサイドの理解Ⅲ

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：自由な判断と全員攻撃全員守備

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

　13：00～13：50の1年5，6組は、1月からサッカー単元が始まるクラスで、1月からのサッカー単元の最初の時間をここに
もってきたものです。単元ごとに授業担当者が変わる「種目ローテーション方式」を採用しているため、授業者の自己紹介
から始まります。新しい単元、新しい担当教師のもと、最初の授業はいったいどうなるのか。お楽しみください。

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：ポジションとシステム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神とと副審の仕事

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法①

オフサイドの理解Ⅳ：利用法と攻略法②／「サイド」の概念

予備日：VTR③世界サッカー史をさぐる

これまでの復習とハーフコートゲーム

あそぶ：ボール遊び／ストリートサッカー

　筑波大学附属高校では、毎年行われる研究大会で各教科の授業を公開し、参加者を交えた議論の場を設けていま
す。保健体育科では5名の教員が持ち回りで公開授業を行うので、ほぼ5年に一度、機会が回ってきます。

1997年10～12月 2008年10～12月

1年次必修サッカー単元（女子）　学習の展開例（教科分科会資料より）

　1987年に赴任して以来、授業者はこれまで5回の公開授業を、研究大会で行ってきました。
　１）1988年12月10日　3年女子サッカー（必修）　…　「自由と責任」を学ぶ
　２）1993年12月4日　1年男子サッカー（必修）　…　全33時間で「する」「みる」スポーツ教育
　３）1997年12月6日　1年女子サッカー（必修）　…　全22時間で「する」「みる」スポーツ教育
　４）2002年12月7日　2年体育理論（必修）　…　FIFAワールドカップを題材とした総合学習
　５）2003年12月6日　3年男女セパタクロー（選択）　…　男女共習の選択実技
　１）の授業は『体育科教育』の1990年2月号に報告しました（補足資料２．参照）。また、1990年9月に中華人民共和国天
津市で開かれた「日中学校体育研究大会」において発表する機会を得ました。天安門事件後の「統制」された雰囲気の
なか、「自由と責任」をテーマにしたサッカーの授業は中国の若手研究者を中心に賛同を得、滞在中、多くの方々と、筆
談を交えてコミュニケーションを図ることができました。
　２）３）は、いずれもJリーグ発足後の授業です。「する」だけでなく「みる」ことも学習内容に含めながら展開した授業で、
いまの授業の原型となるものです。３）は、『学校体育』1997年12月号に「高校におけるみるスポーツ教育の可能性と課
題」にまとめたもの（補足資料３．参照）の実践編であり、本校研究紀要（第40巻、1999年3月発行）にまとめました。
　４）は、2002年にFIFAワールドカップが開催され、また総合的な学習が始まることを踏まえて、体育理論の授業（通年で
行っています）の中で、FIFAワールドカップを題材として約10時間の授業を展開したものです。これも研究紀要（第44巻、
2003年3月）にまとめました。
　５）は変則的な公開授業でしたが、3年生の選択実技を取り上げ、セパタクローとアルティメット（担当：宮崎明世教諭）の
授業を、それぞれ時間を短縮して公開しました。セパタクローの授業では日本代表選手らによる技術指導もあり、この授
業を受けた生徒の中には、大学へ行ってセパタクローにはまっていった者もいます。

フットサル大会

予備日Ⅰ：世界サッカー史をさぐる（VTR学習）

サッカーリーグ第3日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

リーグ戦第3日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）
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1 学習者・期間・授業時数

12組 40名（1組20名、2組20名） 2008年10月22日～12月12日（計17時間。うち1時間は研究授業）　水6＆金

34組 40名（3組20名、4組20名） 2008年10月20日～12月10日（計14時間）　月2＆水5

56組 39名（5組20名、6組19名） 2009年1月13日～3月3日（計16時間。うち1時間は研究授業）　火3＆木1

2 施設・設備・用具・ボール
・グラウンド半面（時には全面）。雨天時は体育館または教室（教室での授業は2回行う）

・サッカーボール35個、フットサルボール30個／セーフティコーン、マーカ－等使用可

・フットサル(ハンドボール)ゴール4組、少年用ゴール2組、正規ゴール2組。いずれも移動式

3 教材「サッカー」の特性
１）するスポーツとして ２）みるスポーツとして

①ゴールをめぐる攻防を中心とする ①オフサイドを除いてルールが簡単

②ボールを手で扱うことができない ②勝敗がわかりやすい

③チームゲームである ③目を向けるべき範囲が広い

④身体的接触が認められている ④グローバルなスポーツである

4 学習目標（スローガン）
１）「するスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

２）「みるスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

5 日程と概要（1年1・2組の場合）
時数 月 日 曜日

1 10 22 水

2 24 金

3 29 水

4 31 金

5 11 5 水

6 7 金

7 12 水

8 14 金

9 19 水

10 21 金

11 26 水

12 28 金

13 12 3 水

14 5 金

15 6 土

16 10 水

17 12 金

キーワード

フットサルとは
（DVD&実技）

復習＆フットサル導入

つなぐ＆枠ありサッ
カー

オフサイド②

教室でビデオを用いた「みるスポーツとし
てのサッカー」の学習

4チーム総当たりリーグ戦最終日

オフサイド①

浮き球の処理

単　元　計　画　（概　要）

バランス
（ウィングを使う）

みるスポーツ
(DVD講義)

自由と責任

リーグ戦③

リーグ戦②

リーグ戦① 4チーム総当たりリーグ戦第1日

クッション&ウェッジコントロール／ヘディ
ング／半面サッカー(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

前後左右のバランス／両サイドのウィン
グを使ったゲーム

オフサイドの理解と副審の仕事

オフサイドの攻略法と活用法

ポジションとシステム／責任を果たした
上での自由な判断

ゲーム

パスの技術・戦術／サポートと体の向き
／枠ありでストリートサッカー

4対4のストリートサッカー（枠あり）

簡易フットサル

フットサル大会

1対1→3対1／フットサルもどき

VTR学習→フットサル

学習内容

クラス対抗でフットサル大会

はこぶ・かわす・守る

フットサル

あそぶ 4対4のストリートサッカー

4対4のストリートサッカー
ブラジル体操／ドリブル、フェイント、スク
リーン／ストリートサッカー

ボールと遊ぶ／ストリートサッカー

教室でビデオを用いた「サッカーの歴史
と現状」の学習

世界サッカー史をさぐ
る(DVD講義）

フットサル

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(オフサイドあり）

半面サッカー(役割分担ゲーム＆全
員攻撃全員守備ゲーム）

半面サッカー(ウィング安全地帯ゲー
ム）

4チーム総当たりリーグ戦第2日

半面サッカー(オフサイドあり）

全面サッカー(?)予備予備
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　11：00～11：50の1年1,2組は、10月下旬にはじまったクラスで、今日で15時間目となります。すでにまとめの段階で、グ
ラウンド半面でのリーグ戦をやっています。

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：役割(ポジション）の理解

　　　　　〃　　　　第3日：リーグ戦最終日（2試合）

はじめに

　今回また「女子サッカー」を取り上げたのは、「授業時数が減ってきた中で、何を、どのように指導すればよいのか」を皆
さんと議論したかったからです。
　たとえば２）の授業は総時数33時間、３）は22時間です。いまは平均して15時間程度です。学習内容の精選とマネジメン
トの工夫が、年々求められるようになっています。
　導入段階の授業と、15時間経過したところの授業をみていただくのは、このようなねらいからです。参考までに、22時間
の授業と15時間の授業の展開例を示します。

フットサルとは何かⅡ：VTR②世界選手権決勝→フットサル実技

前進するための技術：ドリブル・フェイント・スクリーン

パスの技術：インサイド・アウトサイドでのキック・トラップ

オリエンテーション：VTR①世界サッカー紀行→体育館で簡易サッカー

浮き球の処理&ハーフコートゲーム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神と副審の仕事　　　　　〃　　　　第2日：チーム練習後、リーグ戦（1試合）

はこぶ・かわす・守る：ドリブル・フェイント・スクリーン

フットサルとは何かⅠ：ゲームの精神とルール学習→フットサル実技

フットサルリーグ第1日：6チームの総当たりリーグ戦（2試合）

パスの戦術：サポートの基礎、３対１ボールキープ

つなぐ：枠ありサッカー

カップ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

予備日Ⅱ：みるスポーツとしてのサッカー(VTR学習）　

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：前後左右のバランス

サッカーリーグ第1日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

サッカーリーグ第2日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

フットサルとは何かⅠ：ビデオ学習と実技

リーグ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

予備日：VTR④ルールの精神／オフサイドの理解Ⅲ

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：自由な判断と全員攻撃全員守備

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

　13：00～13：50の1年5，6組は、1月からサッカー単元が始まるクラスで、1月からのサッカー単元の最初の時間をここに
もってきたものです。単元ごとに授業担当者が変わる「種目ローテーション方式」を採用しているため、授業者の自己紹介
から始まります。新しい単元、新しい担当教師のもと、最初の授業はいったいどうなるのか。お楽しみください。

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：ポジションとシステム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神とと副審の仕事

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法①

オフサイドの理解Ⅳ：利用法と攻略法②／「サイド」の概念

予備日：VTR③世界サッカー史をさぐる

これまでの復習とハーフコートゲーム

あそぶ：ボール遊び／ストリートサッカー

　筑波大学附属高校では、毎年行われる研究大会で各教科の授業を公開し、参加者を交えた議論の場を設けていま
す。保健体育科では5名の教員が持ち回りで公開授業を行うので、ほぼ5年に一度、機会が回ってきます。

1997年10～12月 2008年10～12月

1年次必修サッカー単元（女子）　学習の展開例（教科分科会資料より）

　1987年に赴任して以来、授業者はこれまで5回の公開授業を、研究大会で行ってきました。
　１）1988年12月10日　3年女子サッカー（必修）　…　「自由と責任」を学ぶ
　２）1993年12月4日　1年男子サッカー（必修）　…　全33時間で「する」「みる」スポーツ教育
　３）1997年12月6日　1年女子サッカー（必修）　…　全22時間で「する」「みる」スポーツ教育
　４）2002年12月7日　2年体育理論（必修）　…　FIFAワールドカップを題材とした総合学習
　５）2003年12月6日　3年男女セパタクロー（選択）　…　男女共習の選択実技
　１）の授業は『体育科教育』の1990年2月号に報告しました（補足資料２．参照）。また、1990年9月に中華人民共和国天
津市で開かれた「日中学校体育研究大会」において発表する機会を得ました。天安門事件後の「統制」された雰囲気の
なか、「自由と責任」をテーマにしたサッカーの授業は中国の若手研究者を中心に賛同を得、滞在中、多くの方々と、筆
談を交えてコミュニケーションを図ることができました。
　２）３）は、いずれもJリーグ発足後の授業です。「する」だけでなく「みる」ことも学習内容に含めながら展開した授業で、
いまの授業の原型となるものです。３）は、『学校体育』1997年12月号に「高校におけるみるスポーツ教育の可能性と課
題」にまとめたもの（補足資料３．参照）の実践編であり、本校研究紀要（第40巻、1999年3月発行）にまとめました。
　４）は、2002年にFIFAワールドカップが開催され、また総合的な学習が始まることを踏まえて、体育理論の授業（通年で
行っています）の中で、FIFAワールドカップを題材として約10時間の授業を展開したものです。これも研究紀要（第44巻、
2003年3月）にまとめました。
　５）は変則的な公開授業でしたが、3年生の選択実技を取り上げ、セパタクローとアルティメット（担当：宮崎明世教諭）の
授業を、それぞれ時間を短縮して公開しました。セパタクローの授業では日本代表選手らによる技術指導もあり、この授
業を受けた生徒の中には、大学へ行ってセパタクローにはまっていった者もいます。

フットサル大会

予備日Ⅰ：世界サッカー史をさぐる（VTR学習）

サッカーリーグ第3日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

リーグ戦第3日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）
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1 学習者・期間・授業時数

12組 40名（1組20名、2組20名） 2008年10月22日～12月12日（計17時間。うち1時間は研究授業）　水6＆金

34組 40名（3組20名、4組20名） 2008年10月20日～12月10日（計14時間）　月2＆水5

56組 39名（5組20名、6組19名） 2009年1月13日～3月3日（計16時間。うち1時間は研究授業）　火3＆木1

2 施設・設備・用具・ボール
・グラウンド半面（時には全面）。雨天時は体育館または教室（教室での授業は2回行う）

・サッカーボール35個、フットサルボール30個／セーフティコーン、マーカ－等使用可

・フットサル(ハンドボール)ゴール4組、少年用ゴール2組、正規ゴール2組。いずれも移動式

3 教材「サッカー」の特性
１）するスポーツとして ２）みるスポーツとして

①ゴールをめぐる攻防を中心とする ①オフサイドを除いてルールが簡単

②ボールを手で扱うことができない ②勝敗がわかりやすい

③チームゲームである ③目を向けるべき範囲が広い

④身体的接触が認められている ④グローバルなスポーツである

4 学習目標（スローガン）
１）「するスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

２）「みるスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

5 日程と概要（1年1・2組の場合）
時数 月 日 曜日

1 10 22 水

2 24 金

3 29 水

4 31 金

5 11 5 水

6 7 金

7 12 水

8 14 金

9 19 水

10 21 金

11 26 水

12 28 金

13 12 3 水

14 5 金

15 6 土

16 10 水

17 12 金

キーワード

フットサルとは
（DVD&実技）

復習＆フットサル導入

つなぐ＆枠ありサッ
カー

オフサイド②

教室でビデオを用いた「みるスポーツとし
てのサッカー」の学習

4チーム総当たりリーグ戦最終日

オフサイド①

浮き球の処理

単　元　計　画　（概　要）

バランス
（ウィングを使う）

みるスポーツ
(DVD講義)

自由と責任

リーグ戦③

リーグ戦②

リーグ戦① 4チーム総当たりリーグ戦第1日

クッション&ウェッジコントロール／ヘディ
ング／半面サッカー(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

前後左右のバランス／両サイドのウィン
グを使ったゲーム

オフサイドの理解と副審の仕事

オフサイドの攻略法と活用法

ポジションとシステム／責任を果たした
上での自由な判断

ゲーム

パスの技術・戦術／サポートと体の向き
／枠ありでストリートサッカー

4対4のストリートサッカー（枠あり）

簡易フットサル

フットサル大会

1対1→3対1／フットサルもどき

VTR学習→フットサル

学習内容

クラス対抗でフットサル大会

はこぶ・かわす・守る

フットサル

あそぶ 4対4のストリートサッカー

4対4のストリートサッカー
ブラジル体操／ドリブル、フェイント、スク
リーン／ストリートサッカー

ボールと遊ぶ／ストリートサッカー

教室でビデオを用いた「サッカーの歴史
と現状」の学習

世界サッカー史をさぐ
る(DVD講義）

フットサル

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(オフサイドあり）

半面サッカー(役割分担ゲーム＆全
員攻撃全員守備ゲーム）

半面サッカー(ウィング安全地帯ゲー
ム）

4チーム総当たりリーグ戦第2日

半面サッカー(オフサイドあり）

全面サッカー(?)予備予備
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22時間 15時間
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16

17

18

19

20

21

22

　11：00～11：50の1年1,2組は、10月下旬にはじまったクラスで、今日で15時間目となります。すでにまとめの段階で、グ
ラウンド半面でのリーグ戦をやっています。

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：役割(ポジション）の理解

　　　　　〃　　　　第3日：リーグ戦最終日（2試合）

はじめに

　今回また「女子サッカー」を取り上げたのは、「授業時数が減ってきた中で、何を、どのように指導すればよいのか」を皆
さんと議論したかったからです。
　たとえば２）の授業は総時数33時間、３）は22時間です。いまは平均して15時間程度です。学習内容の精選とマネジメン
トの工夫が、年々求められるようになっています。
　導入段階の授業と、15時間経過したところの授業をみていただくのは、このようなねらいからです。参考までに、22時間
の授業と15時間の授業の展開例を示します。

フットサルとは何かⅡ：VTR②世界選手権決勝→フットサル実技

前進するための技術：ドリブル・フェイント・スクリーン

パスの技術：インサイド・アウトサイドでのキック・トラップ

オリエンテーション：VTR①世界サッカー紀行→体育館で簡易サッカー

浮き球の処理&ハーフコートゲーム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神と副審の仕事　　　　　〃　　　　第2日：チーム練習後、リーグ戦（1試合）

はこぶ・かわす・守る：ドリブル・フェイント・スクリーン

フットサルとは何かⅠ：ゲームの精神とルール学習→フットサル実技

フットサルリーグ第1日：6チームの総当たりリーグ戦（2試合）

パスの戦術：サポートの基礎、３対１ボールキープ

つなぐ：枠ありサッカー

カップ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

予備日Ⅱ：みるスポーツとしてのサッカー(VTR学習）　

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：前後左右のバランス

サッカーリーグ第1日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

サッカーリーグ第2日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

フットサルとは何かⅠ：ビデオ学習と実技

リーグ戦第1日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

予備日：VTR④ルールの精神／オフサイドの理解Ⅲ

サッカーにおける自由と責任Ⅱ：自由な判断と全員攻撃全員守備

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）

　13：00～13：50の1年5，6組は、1月からサッカー単元が始まるクラスで、1月からのサッカー単元の最初の時間をここに
もってきたものです。単元ごとに授業担当者が変わる「種目ローテーション方式」を採用しているため、授業者の自己紹介
から始まります。新しい単元、新しい担当教師のもと、最初の授業はいったいどうなるのか。お楽しみください。

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法

サッカーにおける自由と責任Ⅰ：ポジションとシステム

オフサイドの理解Ⅰ：オフサイドルールの精神とと副審の仕事

オフサイドの理解Ⅱ：オフサイドルールの利用法と攻略法①

オフサイドの理解Ⅳ：利用法と攻略法②／「サイド」の概念

予備日：VTR③世界サッカー史をさぐる

これまでの復習とハーフコートゲーム

あそぶ：ボール遊び／ストリートサッカー

　筑波大学附属高校では、毎年行われる研究大会で各教科の授業を公開し、参加者を交えた議論の場を設けていま
す。保健体育科では5名の教員が持ち回りで公開授業を行うので、ほぼ5年に一度、機会が回ってきます。

1997年10～12月 2008年10～12月

1年次必修サッカー単元（女子）　学習の展開例（教科分科会資料より）

　1987年に赴任して以来、授業者はこれまで5回の公開授業を、研究大会で行ってきました。
　１）1988年12月10日　3年女子サッカー（必修）　…　「自由と責任」を学ぶ
　２）1993年12月4日　1年男子サッカー（必修）　…　全33時間で「する」「みる」スポーツ教育
　３）1997年12月6日　1年女子サッカー（必修）　…　全22時間で「する」「みる」スポーツ教育
　４）2002年12月7日　2年体育理論（必修）　…　FIFAワールドカップを題材とした総合学習
　５）2003年12月6日　3年男女セパタクロー（選択）　…　男女共習の選択実技
　１）の授業は『体育科教育』の1990年2月号に報告しました（補足資料２．参照）。また、1990年9月に中華人民共和国天
津市で開かれた「日中学校体育研究大会」において発表する機会を得ました。天安門事件後の「統制」された雰囲気の
なか、「自由と責任」をテーマにしたサッカーの授業は中国の若手研究者を中心に賛同を得、滞在中、多くの方々と、筆
談を交えてコミュニケーションを図ることができました。
　２）３）は、いずれもJリーグ発足後の授業です。「する」だけでなく「みる」ことも学習内容に含めながら展開した授業で、
いまの授業の原型となるものです。３）は、『学校体育』1997年12月号に「高校におけるみるスポーツ教育の可能性と課
題」にまとめたもの（補足資料３．参照）の実践編であり、本校研究紀要（第40巻、1999年3月発行）にまとめました。
　４）は、2002年にFIFAワールドカップが開催され、また総合的な学習が始まることを踏まえて、体育理論の授業（通年で
行っています）の中で、FIFAワールドカップを題材として約10時間の授業を展開したものです。これも研究紀要（第44巻、
2003年3月）にまとめました。
　５）は変則的な公開授業でしたが、3年生の選択実技を取り上げ、セパタクローとアルティメット（担当：宮崎明世教諭）の
授業を、それぞれ時間を短縮して公開しました。セパタクローの授業では日本代表選手らによる技術指導もあり、この授
業を受けた生徒の中には、大学へ行ってセパタクローにはまっていった者もいます。

フットサル大会

予備日Ⅰ：世界サッカー史をさぐる（VTR学習）

サッカーリーグ第3日：ハーフコートゲーム(4チーム総当たり）

リーグ戦第2日：ハーフコートゲーム（4チームのノックアウト方式）

リーグ戦第3日：ハーフコートゲーム（4チームの総当たりリーグ戦）
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1 学習者・期間・授業時数

12組 40名（1組20名、2組20名） 2008年10月22日～12月12日（計17時間。うち1時間は研究授業）　水6＆金

34組 40名（3組20名、4組20名） 2008年10月20日～12月10日（計14時間）　月2＆水5

56組 39名（5組20名、6組19名） 2009年1月13日～3月3日（計16時間。うち1時間は研究授業）　火3＆木1

2 施設・設備・用具・ボール
・グラウンド半面（時には全面）。雨天時は体育館または教室（教室での授業は2回行う）

・サッカーボール35個、フットサルボール30個／セーフティコーン、マーカ－等使用可

・フットサル(ハンドボール)ゴール4組、少年用ゴール2組、正規ゴール2組。いずれも移動式

3 教材「サッカー」の特性
１）するスポーツとして ２）みるスポーツとして

①ゴールをめぐる攻防を中心とする ①オフサイドを除いてルールが簡単

②ボールを手で扱うことができない ②勝敗がわかりやすい

③チームゲームである ③目を向けるべき範囲が広い

④身体的接触が認められている ④グローバルなスポーツである

4 学習目標（スローガン）
１）「するスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

２）「みるスポーツ」としてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

5 日程と概要（1年1・2組の場合）
時数 月 日 曜日

1 10 22 水

2 24 金

3 29 水

4 31 金

5 11 5 水

6 7 金

7 12 水

8 14 金

9 19 水

10 21 金

11 26 水

12 28 金

13 12 3 水

14 5 金

15 6 土

16 10 水

17 12 金

キーワード

フットサルとは
（DVD&実技）

復習＆フットサル導入

つなぐ＆枠ありサッ
カー

オフサイド②

教室でビデオを用いた「みるスポーツとし
てのサッカー」の学習

4チーム総当たりリーグ戦最終日

オフサイド①

浮き球の処理

単　元　計　画　（概　要）

バランス
（ウィングを使う）

みるスポーツ
(DVD講義)

自由と責任

リーグ戦③

リーグ戦②

リーグ戦① 4チーム総当たりリーグ戦第1日

クッション&ウェッジコントロール／ヘディ
ング／半面サッカー(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

前後左右のバランス／両サイドのウィン
グを使ったゲーム

オフサイドの理解と副審の仕事

オフサイドの攻略法と活用法

ポジションとシステム／責任を果たした
上での自由な判断

ゲーム

パスの技術・戦術／サポートと体の向き
／枠ありでストリートサッカー

4対4のストリートサッカー（枠あり）

簡易フットサル

フットサル大会

1対1→3対1／フットサルもどき

VTR学習→フットサル

学習内容

クラス対抗でフットサル大会

はこぶ・かわす・守る

フットサル

あそぶ 4対4のストリートサッカー

4対4のストリートサッカー
ブラジル体操／ドリブル、フェイント、スク
リーン／ストリートサッカー

ボールと遊ぶ／ストリートサッカー

教室でビデオを用いた「サッカーの歴史
と現状」の学習

世界サッカー史をさぐ
る(DVD講義）

フットサル

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞで1点）

半面サッカー(オフサイドあり）

半面サッカート(オフサイドあり）

半面サッカー(役割分担ゲーム＆全
員攻撃全員守備ゲーム）

半面サッカー(ウィング安全地帯ゲー
ム）

4チーム総当たりリーグ戦第2日

半面サッカー(オフサイドあり）

全面サッカー(?)予備予備
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単　元　計　画　（詳　細）

　100m×66mのグラウンドの半面または全面が使用できる。中学1年生の持久走単元と重なる場合は、手前側半面を使
用する。
　ピッチ表面は土である。「グリーンダスト」を入れているので水はけはよいが、晴天が続くと砂埃はひどい（今年はまだ大
丈夫）。
　ゴールは正規のものが2組、少年用が2組、ハンドボール兼フットサル用が3組あるが、女子の授業ではフットサルゴー
ルと少年用ゴールしか使用しない。いずれも移動式で、チーム全員で声をかけながらバランスよく運搬することが必要で
ある。運搬後は「セメントタイヤ」を転倒防止用に設置する。女子にとっては重労働であるが、必ず生徒に行わせる。

　このほか、セーフティコーン、マーカーなど、授業で必要なものは十分ある。ラインも適宜引くことができる。

Ⅰ．学習環境

２．単元の配置と授業時数

　スポーツ大会でフットサルを選択した生徒が、各クラスに6～7名いるが、それ以外にも、サッカー部主催の校内フットサ
ル大会「TFC杯」にチームを編成して出場した者がいる。このようなイベントがあるため、3年間でサッカーやフットサルに
触れる機会は、女子であっても比較的多いといえるだろう。

　入学して半年以上が経過し、生徒もだいぶ高校生活に慣れ、蓼科生活（ホームルーム合宿）や文化祭を経て、クラス
メートとは十分にコミュニケーションが取れるようになってきた。しかし他クラスの生徒とのつながりは、部活動で一緒にな
らない限り、いまだ薄い。

１．筑波大学附属高校の1年生女子

　1年次は、前期のバスケットボールに続いての球技である。授業時数は、1,2組が公開授業を含めて17時間。同時期に
行われる3,4組は14時間と差がある。3,4組は中身を詰めながら進めている。1月から行われる5,6組は、公開授業を含め
て16時間。平均すると15時間程度の単元構成となる。

　本単元は、高校体育において最初で最後の必修サッカー単元である。希望者は3年次に選択サッカーがあるが、これは
男女共習で、自分たちでいかに活動を組み立てていくか、つまり「ささえる」ことをテーマにした授業である（補足資料４．
参照）。また、「スポーツ大会」（校内球技大会）の女子の種目にフットサルがあるので、選択した生徒は9月の授業でも取
り組むことができるが、行事単元なのでチーム作りが中心となる。
　したがって、サッカーそのものの学習はこの必修単元しかなく、ここで基礎・基本をしっかり押さえて置く必要がある。

１．施設・設備・用具・ボール

　サッカー部に女子部門ができたのは2001年度である。本年度から「女子蹴球同好会」として独立し、1年生が11名在籍
している。ほとんどが高校から始めた生徒だが、中には少年サッカーから継続している者や運動能力の高い生徒もいる。

　ボールは、サッカーボールが30～40個、フットサルボールが約30個ある。個数が確定しないのは、中学体育用、中高
サッカー部用などが混在することがあるからであり、管理が行き届いていない部分である。

Ⅱ．学習者

３．気象条件と雨天時の活動

　グラウンドで行うため、天候に左右される。晴天続きだとグラウンドが埃まみれになるが、今回はそのようなこともなく、
比較的安定した気候の中で授業を行っている。
　雨天時は、体育館での実技または教室でのビデオ学習となる。体育館使用については中学との調整が必要である。半
分ビデオ、半分実技のように、入れ替えて行う場合もある。
　教室でVDVDを用いた授業を2種類用意しており、これは雨が降っても降らなくても必ず行う。「世界サッカー史をさぐる」
「みるスポーツとしてのサッカー」の2つである。
　映像機器を常設してある特別教室を利用したいが、あいていないときは、ホームルームにモニターを持っていく。

２．1年生女子とサッカー／フットサルのかかわり

　1年1,2組の最初の授業で「サッカーをやったことがある人」と聞いたところ、全員が「ある」と答えた。「みたことがある人」
も全員で、「競技場へ行ってみたことがある人」は3分の1程度、「海外でサッカー観戦したことがある人」も1名いた（カター
ルからの帰国生）。同じ質問を20年前にしたときには、ほとんどの生徒が「やったことはない」と答え、大部分の生徒が「み
たこともない」と答えたのとは雲泥の差である(当時、「みたことがある」のは高校サッカーぐらいだった）。

　進学校でありながら（あるからこそ？）、本校生徒の運動意欲は高い。だいたい休み時間は早弁をして、丸１時間ある昼
休みを外で過ごす生徒が多い（生徒の様子については、補足資料６参照）。1年生女子も、意欲の差はあれ、概ね運動意
欲の高い生徒が多い。

　全体の3分の2を占める附属中からの内部進学生の中に高校から入学してきた生徒が入ってくるため、当初はお互いギ
スギスしている。新たな環境になじめない生徒が多数おり、夏休み前のバスケットボール単元では人間関係の部分で気
苦労することが多いようだ。
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③チームゲームである
　一人ひとりに役割があり責任がある。各自が勝手なことをしていてはゲームにならない。一方で、試合開始の笛が鳴っ
たら終了まで、プレーヤーはフィールド上のどこに位置しても構わない。どこに位置するかは監督やコーチの指示でなく、
自分自身の判断で為される。責任を果たした上で自由な行動が要求されるのがサッカーである。常に周囲の状況に気を
配り、最善の行動を選択するというサッカーのこのような特性は、日常生活においても大切な心得であり、本当の意味で
の｢自由｣を考える良い題材を提供してくれる。

Ⅲ．教材「サッカー」

３．当該クラスの生徒の様子

②勝敗がわかりやすい
　採点競技と異なり、勝敗が明確である。そのため、ゴールシーンや勝敗などの結果にばかり注意が向けられがちであ
る。

２．体育の教材としての特性

①ゴールをめぐる攻防を中心とする
　｢フットボール｣には必ずゴールがあった。ゴールをめぐる攻防を中心とすることはサッカーの本質的要素である。遊びの
サッカーにおいても競技のサッカーにおいても変わることはない。

②ボールを手で扱うことができない
　 日常生活場面で細かな動作が要求され、神経系も充分発達している“手”が使用できないことがサッカーのゲームを困
難にしている。だが逆に、手以外ならどこを使ってもよいため、プレーに意外性が生まれるし、技術的に未開発の部分な
ので練習すればするほど上達する。達成の喜びを感じることもできる。サッカーの楽しさの源もここにあるといえよう。

④身体的接触が認められている
　元来極めて激しかったものをスポーツとして成り立たせているのはフェアプレーの精神であり、いかなるレベルにおいて
も重視される。フェアプレーの精神のもとにはプロもアマチュアも関係なく参加の機会を持つというのがサッカーの考え方
で、世界中で最も多くの人々に愛されている所以でもある。

１．一般的特性

　サッカーは、世界で最も多くの人に親しまれているスポーツである。FIFAワールドカップに代表される大イベントは、単に
一つのスポーツの大会というよりも、大きな社会現象として、オリンピック以上に注目されている。

２）みるスポーツとして

　ボールとゴール（ゴールに見立てたもの）と仲間がいれば、技能の程度に関わらずゲームが成り立つ。特別な用具がい
らず、ルールも簡単。このようなシンプルなゲーム構造が、世界中に普及した一つの要因であろう。また、クラブ同士の
リーグ戦やカップ戦、代表チームの試合など、国内外問わず多様なゲーム環境が整備されており、みるスポーツ（ライブ
スポーツとしてもメディアスポーツとしても）としても世界中の人々に親しまれている。日本においては1993年のJリーグ発
足以降、観戦環境が整備され、フットサルの普及もあり、するスポーツとしてもみるスポーツとしても定着してきている。

　多くの国において古くから、唯一の娯楽として親しまれてきたことや、各国のスポーツ振興の牽引役として機能してきた
事実も見逃すことはできない。サッカーくじは、諸外国のスポーツ振興政策の基盤となるものであったし、それは同時に
サッカーの広がりにも貢献した。スポーツクラブの頂点にサッカーのプロチームが位置づけられる構造は、クラブシステム
のモデルであり、大衆スポーツの土台を形づくった。プロとアマが同じルールで、同じ組織で活動できるということも、サッ
カーの広がりに貢献した。国際サッカー連盟(FIFA)を頂点とする競技団体の考え方が、このスポーツを世界一の愛好者
を持つスポーツに育てたといえる。

　運動能力の低い生徒が何人かいる。しかし足を引っ張ろうとする者はいない。同時期に行っている3,4組には、意欲が
低く活発でない（その結果足を引っ張るようにみえる）生徒がいるのに対して、1,2組は全員が高い意欲を示して授業に積
極的に取り組んでいる。それは授業前の様子（自分たちでボールを出してリフティングなどに積極的に取り組む）や活動
の切り替え時のてきぱきした動きからわかる。
　5,6組については今回が初めてなので、コメントできない。

　体育の教材としての特性を、｢するスポーツ｣としての観点と｢みるスポーツ｣としての観点から整理した。

１）するスポーツとして

①オフサイドを除いてルールが簡単
　常識的に考えて｢良くないこと｣が反則であるという程度の理解でサッカーをみることができる。ルールは至って簡単であ
る。ただしオフサイドだけは、わかりにくいかもしれない。

　1年1,2組は大変活発なクラスである。サッカー部員は1組に2名、2組に2名おり、いずれも各チームの主将としてリー
ダーシップを発揮している。
　スポーツ大会前後に足首を骨折した生徒が2名おり、当初は松葉杖での見学であった。しかし彼女らの意欲は高く、毎
回着替えて出て来て「できることをやります」と宣言し、授業に臨む。いまも動きは制限されているが、ゴールキーパーを
するなど、ゲームに関わろうとしている。毎回の見学者記録の代わりに授業ノートをつけさせることにしたのだが、要点を
押さえたよいノートを作っている。
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単　元　計　画　（詳　細）

　100m×66mのグラウンドの半面または全面が使用できる。中学1年生の持久走単元と重なる場合は、手前側半面を使
用する。
　ピッチ表面は土である。「グリーンダスト」を入れているので水はけはよいが、晴天が続くと砂埃はひどい（今年はまだ大
丈夫）。
　ゴールは正規のものが2組、少年用が2組、ハンドボール兼フットサル用が3組あるが、女子の授業ではフットサルゴー
ルと少年用ゴールしか使用しない。いずれも移動式で、チーム全員で声をかけながらバランスよく運搬することが必要で
ある。運搬後は「セメントタイヤ」を転倒防止用に設置する。女子にとっては重労働であるが、必ず生徒に行わせる。

　このほか、セーフティコーン、マーカーなど、授業で必要なものは十分ある。ラインも適宜引くことができる。

Ⅰ．学習環境

２．単元の配置と授業時数

　スポーツ大会でフットサルを選択した生徒が、各クラスに6～7名いるが、それ以外にも、サッカー部主催の校内フットサ
ル大会「TFC杯」にチームを編成して出場した者がいる。このようなイベントがあるため、3年間でサッカーやフットサルに
触れる機会は、女子であっても比較的多いといえるだろう。

　入学して半年以上が経過し、生徒もだいぶ高校生活に慣れ、蓼科生活（ホームルーム合宿）や文化祭を経て、クラス
メートとは十分にコミュニケーションが取れるようになってきた。しかし他クラスの生徒とのつながりは、部活動で一緒にな
らない限り、いまだ薄い。

１．筑波大学附属高校の1年生女子

　1年次は、前期のバスケットボールに続いての球技である。授業時数は、1,2組が公開授業を含めて17時間。同時期に
行われる3,4組は14時間と差がある。3,4組は中身を詰めながら進めている。1月から行われる5,6組は、公開授業を含め
て16時間。平均すると15時間程度の単元構成となる。

　本単元は、高校体育において最初で最後の必修サッカー単元である。希望者は3年次に選択サッカーがあるが、これは
男女共習で、自分たちでいかに活動を組み立てていくか、つまり「ささえる」ことをテーマにした授業である（補足資料４．
参照）。また、「スポーツ大会」（校内球技大会）の女子の種目にフットサルがあるので、選択した生徒は9月の授業でも取
り組むことができるが、行事単元なのでチーム作りが中心となる。
　したがって、サッカーそのものの学習はこの必修単元しかなく、ここで基礎・基本をしっかり押さえて置く必要がある。

１．施設・設備・用具・ボール

　サッカー部に女子部門ができたのは2001年度である。本年度から「女子蹴球同好会」として独立し、1年生が11名在籍
している。ほとんどが高校から始めた生徒だが、中には少年サッカーから継続している者や運動能力の高い生徒もいる。

　ボールは、サッカーボールが30～40個、フットサルボールが約30個ある。個数が確定しないのは、中学体育用、中高
サッカー部用などが混在することがあるからであり、管理が行き届いていない部分である。

Ⅱ．学習者

３．気象条件と雨天時の活動

　グラウンドで行うため、天候に左右される。晴天続きだとグラウンドが埃まみれになるが、今回はそのようなこともなく、
比較的安定した気候の中で授業を行っている。
　雨天時は、体育館での実技または教室でのビデオ学習となる。体育館使用については中学との調整が必要である。半
分ビデオ、半分実技のように、入れ替えて行う場合もある。
　教室でVDVDを用いた授業を2種類用意しており、これは雨が降っても降らなくても必ず行う。「世界サッカー史をさぐる」
「みるスポーツとしてのサッカー」の2つである。
　映像機器を常設してある特別教室を利用したいが、あいていないときは、ホームルームにモニターを持っていく。

２．1年生女子とサッカー／フットサルのかかわり

　1年1,2組の最初の授業で「サッカーをやったことがある人」と聞いたところ、全員が「ある」と答えた。「みたことがある人」
も全員で、「競技場へ行ってみたことがある人」は3分の1程度、「海外でサッカー観戦したことがある人」も1名いた（カター
ルからの帰国生）。同じ質問を20年前にしたときには、ほとんどの生徒が「やったことはない」と答え、大部分の生徒が「み
たこともない」と答えたのとは雲泥の差である(当時、「みたことがある」のは高校サッカーぐらいだった）。

　進学校でありながら（あるからこそ？）、本校生徒の運動意欲は高い。だいたい休み時間は早弁をして、丸１時間ある昼
休みを外で過ごす生徒が多い（生徒の様子については、補足資料６参照）。1年生女子も、意欲の差はあれ、概ね運動意
欲の高い生徒が多い。

　全体の3分の2を占める附属中からの内部進学生の中に高校から入学してきた生徒が入ってくるため、当初はお互いギ
スギスしている。新たな環境になじめない生徒が多数おり、夏休み前のバスケットボール単元では人間関係の部分で気
苦労することが多いようだ。
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③チームゲームである
　一人ひとりに役割があり責任がある。各自が勝手なことをしていてはゲームにならない。一方で、試合開始の笛が鳴っ
たら終了まで、プレーヤーはフィールド上のどこに位置しても構わない。どこに位置するかは監督やコーチの指示でなく、
自分自身の判断で為される。責任を果たした上で自由な行動が要求されるのがサッカーである。常に周囲の状況に気を
配り、最善の行動を選択するというサッカーのこのような特性は、日常生活においても大切な心得であり、本当の意味で
の｢自由｣を考える良い題材を提供してくれる。

Ⅲ．教材「サッカー」

３．当該クラスの生徒の様子

②勝敗がわかりやすい
　採点競技と異なり、勝敗が明確である。そのため、ゴールシーンや勝敗などの結果にばかり注意が向けられがちであ
る。

２．体育の教材としての特性

①ゴールをめぐる攻防を中心とする
　｢フットボール｣には必ずゴールがあった。ゴールをめぐる攻防を中心とすることはサッカーの本質的要素である。遊びの
サッカーにおいても競技のサッカーにおいても変わることはない。

②ボールを手で扱うことができない
　 日常生活場面で細かな動作が要求され、神経系も充分発達している“手”が使用できないことがサッカーのゲームを困
難にしている。だが逆に、手以外ならどこを使ってもよいため、プレーに意外性が生まれるし、技術的に未開発の部分な
ので練習すればするほど上達する。達成の喜びを感じることもできる。サッカーの楽しさの源もここにあるといえよう。

④身体的接触が認められている
　元来極めて激しかったものをスポーツとして成り立たせているのはフェアプレーの精神であり、いかなるレベルにおいて
も重視される。フェアプレーの精神のもとにはプロもアマチュアも関係なく参加の機会を持つというのがサッカーの考え方
で、世界中で最も多くの人々に愛されている所以でもある。

１．一般的特性

　サッカーは、世界で最も多くの人に親しまれているスポーツである。FIFAワールドカップに代表される大イベントは、単に
一つのスポーツの大会というよりも、大きな社会現象として、オリンピック以上に注目されている。

２）みるスポーツとして

　ボールとゴール（ゴールに見立てたもの）と仲間がいれば、技能の程度に関わらずゲームが成り立つ。特別な用具がい
らず、ルールも簡単。このようなシンプルなゲーム構造が、世界中に普及した一つの要因であろう。また、クラブ同士の
リーグ戦やカップ戦、代表チームの試合など、国内外問わず多様なゲーム環境が整備されており、みるスポーツ（ライブ
スポーツとしてもメディアスポーツとしても）としても世界中の人々に親しまれている。日本においては1993年のJリーグ発
足以降、観戦環境が整備され、フットサルの普及もあり、するスポーツとしてもみるスポーツとしても定着してきている。

　多くの国において古くから、唯一の娯楽として親しまれてきたことや、各国のスポーツ振興の牽引役として機能してきた
事実も見逃すことはできない。サッカーくじは、諸外国のスポーツ振興政策の基盤となるものであったし、それは同時に
サッカーの広がりにも貢献した。スポーツクラブの頂点にサッカーのプロチームが位置づけられる構造は、クラブシステム
のモデルであり、大衆スポーツの土台を形づくった。プロとアマが同じルールで、同じ組織で活動できるということも、サッ
カーの広がりに貢献した。国際サッカー連盟(FIFA)を頂点とする競技団体の考え方が、このスポーツを世界一の愛好者
を持つスポーツに育てたといえる。

　運動能力の低い生徒が何人かいる。しかし足を引っ張ろうとする者はいない。同時期に行っている3,4組には、意欲が
低く活発でない（その結果足を引っ張るようにみえる）生徒がいるのに対して、1,2組は全員が高い意欲を示して授業に積
極的に取り組んでいる。それは授業前の様子（自分たちでボールを出してリフティングなどに積極的に取り組む）や活動
の切り替え時のてきぱきした動きからわかる。
　5,6組については今回が初めてなので、コメントできない。

　体育の教材としての特性を、｢するスポーツ｣としての観点と｢みるスポーツ｣としての観点から整理した。

１）するスポーツとして

①オフサイドを除いてルールが簡単
　常識的に考えて｢良くないこと｣が反則であるという程度の理解でサッカーをみることができる。ルールは至って簡単であ
る。ただしオフサイドだけは、わかりにくいかもしれない。

　1年1,2組は大変活発なクラスである。サッカー部員は1組に2名、2組に2名おり、いずれも各チームの主将としてリー
ダーシップを発揮している。
　スポーツ大会前後に足首を骨折した生徒が2名おり、当初は松葉杖での見学であった。しかし彼女らの意欲は高く、毎
回着替えて出て来て「できることをやります」と宣言し、授業に臨む。いまも動きは制限されているが、ゴールキーパーを
するなど、ゲームに関わろうとしている。毎回の見学者記録の代わりに授業ノートをつけさせることにしたのだが、要点を
押さえたよいノートを作っている。
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単　元　計　画　（詳　細）

　100m×66mのグラウンドの半面または全面が使用できる。中学1年生の持久走単元と重なる場合は、手前側半面を使
用する。
　ピッチ表面は土である。「グリーンダスト」を入れているので水はけはよいが、晴天が続くと砂埃はひどい（今年はまだ大
丈夫）。
　ゴールは正規のものが2組、少年用が2組、ハンドボール兼フットサル用が3組あるが、女子の授業ではフットサルゴー
ルと少年用ゴールしか使用しない。いずれも移動式で、チーム全員で声をかけながらバランスよく運搬することが必要で
ある。運搬後は「セメントタイヤ」を転倒防止用に設置する。女子にとっては重労働であるが、必ず生徒に行わせる。

　このほか、セーフティコーン、マーカーなど、授業で必要なものは十分ある。ラインも適宜引くことができる。

Ⅰ．学習環境

２．単元の配置と授業時数

　スポーツ大会でフットサルを選択した生徒が、各クラスに6～7名いるが、それ以外にも、サッカー部主催の校内フットサ
ル大会「TFC杯」にチームを編成して出場した者がいる。このようなイベントがあるため、3年間でサッカーやフットサルに
触れる機会は、女子であっても比較的多いといえるだろう。

　入学して半年以上が経過し、生徒もだいぶ高校生活に慣れ、蓼科生活（ホームルーム合宿）や文化祭を経て、クラス
メートとは十分にコミュニケーションが取れるようになってきた。しかし他クラスの生徒とのつながりは、部活動で一緒にな
らない限り、いまだ薄い。

１．筑波大学附属高校の1年生女子

　1年次は、前期のバスケットボールに続いての球技である。授業時数は、1,2組が公開授業を含めて17時間。同時期に
行われる3,4組は14時間と差がある。3,4組は中身を詰めながら進めている。1月から行われる5,6組は、公開授業を含め
て16時間。平均すると15時間程度の単元構成となる。

　本単元は、高校体育において最初で最後の必修サッカー単元である。希望者は3年次に選択サッカーがあるが、これは
男女共習で、自分たちでいかに活動を組み立てていくか、つまり「ささえる」ことをテーマにした授業である（補足資料４．
参照）。また、「スポーツ大会」（校内球技大会）の女子の種目にフットサルがあるので、選択した生徒は9月の授業でも取
り組むことができるが、行事単元なのでチーム作りが中心となる。
　したがって、サッカーそのものの学習はこの必修単元しかなく、ここで基礎・基本をしっかり押さえて置く必要がある。

１．施設・設備・用具・ボール

　サッカー部に女子部門ができたのは2001年度である。本年度から「女子蹴球同好会」として独立し、1年生が11名在籍
している。ほとんどが高校から始めた生徒だが、中には少年サッカーから継続している者や運動能力の高い生徒もいる。

　ボールは、サッカーボールが30～40個、フットサルボールが約30個ある。個数が確定しないのは、中学体育用、中高
サッカー部用などが混在することがあるからであり、管理が行き届いていない部分である。

Ⅱ．学習者

３．気象条件と雨天時の活動

　グラウンドで行うため、天候に左右される。晴天続きだとグラウンドが埃まみれになるが、今回はそのようなこともなく、
比較的安定した気候の中で授業を行っている。
　雨天時は、体育館での実技または教室でのビデオ学習となる。体育館使用については中学との調整が必要である。半
分ビデオ、半分実技のように、入れ替えて行う場合もある。
　教室でVDVDを用いた授業を2種類用意しており、これは雨が降っても降らなくても必ず行う。「世界サッカー史をさぐる」
「みるスポーツとしてのサッカー」の2つである。
　映像機器を常設してある特別教室を利用したいが、あいていないときは、ホームルームにモニターを持っていく。

２．1年生女子とサッカー／フットサルのかかわり

　1年1,2組の最初の授業で「サッカーをやったことがある人」と聞いたところ、全員が「ある」と答えた。「みたことがある人」
も全員で、「競技場へ行ってみたことがある人」は3分の1程度、「海外でサッカー観戦したことがある人」も1名いた（カター
ルからの帰国生）。同じ質問を20年前にしたときには、ほとんどの生徒が「やったことはない」と答え、大部分の生徒が「み
たこともない」と答えたのとは雲泥の差である(当時、「みたことがある」のは高校サッカーぐらいだった）。

　進学校でありながら（あるからこそ？）、本校生徒の運動意欲は高い。だいたい休み時間は早弁をして、丸１時間ある昼
休みを外で過ごす生徒が多い（生徒の様子については、補足資料６参照）。1年生女子も、意欲の差はあれ、概ね運動意
欲の高い生徒が多い。

　全体の3分の2を占める附属中からの内部進学生の中に高校から入学してきた生徒が入ってくるため、当初はお互いギ
スギスしている。新たな環境になじめない生徒が多数おり、夏休み前のバスケットボール単元では人間関係の部分で気
苦労することが多いようだ。
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③チームゲームである
　一人ひとりに役割があり責任がある。各自が勝手なことをしていてはゲームにならない。一方で、試合開始の笛が鳴っ
たら終了まで、プレーヤーはフィールド上のどこに位置しても構わない。どこに位置するかは監督やコーチの指示でなく、
自分自身の判断で為される。責任を果たした上で自由な行動が要求されるのがサッカーである。常に周囲の状況に気を
配り、最善の行動を選択するというサッカーのこのような特性は、日常生活においても大切な心得であり、本当の意味で
の｢自由｣を考える良い題材を提供してくれる。

Ⅲ．教材「サッカー」

３．当該クラスの生徒の様子

②勝敗がわかりやすい
　採点競技と異なり、勝敗が明確である。そのため、ゴールシーンや勝敗などの結果にばかり注意が向けられがちであ
る。

２．体育の教材としての特性

①ゴールをめぐる攻防を中心とする
　｢フットボール｣には必ずゴールがあった。ゴールをめぐる攻防を中心とすることはサッカーの本質的要素である。遊びの
サッカーにおいても競技のサッカーにおいても変わることはない。

②ボールを手で扱うことができない
　 日常生活場面で細かな動作が要求され、神経系も充分発達している“手”が使用できないことがサッカーのゲームを困
難にしている。だが逆に、手以外ならどこを使ってもよいため、プレーに意外性が生まれるし、技術的に未開発の部分な
ので練習すればするほど上達する。達成の喜びを感じることもできる。サッカーの楽しさの源もここにあるといえよう。

④身体的接触が認められている
　元来極めて激しかったものをスポーツとして成り立たせているのはフェアプレーの精神であり、いかなるレベルにおいて
も重視される。フェアプレーの精神のもとにはプロもアマチュアも関係なく参加の機会を持つというのがサッカーの考え方
で、世界中で最も多くの人々に愛されている所以でもある。

１．一般的特性

　サッカーは、世界で最も多くの人に親しまれているスポーツである。FIFAワールドカップに代表される大イベントは、単に
一つのスポーツの大会というよりも、大きな社会現象として、オリンピック以上に注目されている。

２）みるスポーツとして

　ボールとゴール（ゴールに見立てたもの）と仲間がいれば、技能の程度に関わらずゲームが成り立つ。特別な用具がい
らず、ルールも簡単。このようなシンプルなゲーム構造が、世界中に普及した一つの要因であろう。また、クラブ同士の
リーグ戦やカップ戦、代表チームの試合など、国内外問わず多様なゲーム環境が整備されており、みるスポーツ（ライブ
スポーツとしてもメディアスポーツとしても）としても世界中の人々に親しまれている。日本においては1993年のJリーグ発
足以降、観戦環境が整備され、フットサルの普及もあり、するスポーツとしてもみるスポーツとしても定着してきている。

　多くの国において古くから、唯一の娯楽として親しまれてきたことや、各国のスポーツ振興の牽引役として機能してきた
事実も見逃すことはできない。サッカーくじは、諸外国のスポーツ振興政策の基盤となるものであったし、それは同時に
サッカーの広がりにも貢献した。スポーツクラブの頂点にサッカーのプロチームが位置づけられる構造は、クラブシステム
のモデルであり、大衆スポーツの土台を形づくった。プロとアマが同じルールで、同じ組織で活動できるということも、サッ
カーの広がりに貢献した。国際サッカー連盟(FIFA)を頂点とする競技団体の考え方が、このスポーツを世界一の愛好者
を持つスポーツに育てたといえる。

　運動能力の低い生徒が何人かいる。しかし足を引っ張ろうとする者はいない。同時期に行っている3,4組には、意欲が
低く活発でない（その結果足を引っ張るようにみえる）生徒がいるのに対して、1,2組は全員が高い意欲を示して授業に積
極的に取り組んでいる。それは授業前の様子（自分たちでボールを出してリフティングなどに積極的に取り組む）や活動
の切り替え時のてきぱきした動きからわかる。
　5,6組については今回が初めてなので、コメントできない。

　体育の教材としての特性を、｢するスポーツ｣としての観点と｢みるスポーツ｣としての観点から整理した。

１）するスポーツとして

①オフサイドを除いてルールが簡単
　常識的に考えて｢良くないこと｣が反則であるという程度の理解でサッカーをみることができる。ルールは至って簡単であ
る。ただしオフサイドだけは、わかりにくいかもしれない。

　1年1,2組は大変活発なクラスである。サッカー部員は1組に2名、2組に2名おり、いずれも各チームの主将としてリー
ダーシップを発揮している。
　スポーツ大会前後に足首を骨折した生徒が2名おり、当初は松葉杖での見学であった。しかし彼女らの意欲は高く、毎
回着替えて出て来て「できることをやります」と宣言し、授業に臨む。いまも動きは制限されているが、ゴールキーパーを
するなど、ゲームに関わろうとしている。毎回の見学者記録の代わりに授業ノートをつけさせることにしたのだが、要点を
押さえたよいノートを作っている。
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単　元　計　画　（詳　細）

　100m×66mのグラウンドの半面または全面が使用できる。中学1年生の持久走単元と重なる場合は、手前側半面を使
用する。
　ピッチ表面は土である。「グリーンダスト」を入れているので水はけはよいが、晴天が続くと砂埃はひどい（今年はまだ大
丈夫）。
　ゴールは正規のものが2組、少年用が2組、ハンドボール兼フットサル用が3組あるが、女子の授業ではフットサルゴー
ルと少年用ゴールしか使用しない。いずれも移動式で、チーム全員で声をかけながらバランスよく運搬することが必要で
ある。運搬後は「セメントタイヤ」を転倒防止用に設置する。女子にとっては重労働であるが、必ず生徒に行わせる。

　このほか、セーフティコーン、マーカーなど、授業で必要なものは十分ある。ラインも適宜引くことができる。

Ⅰ．学習環境

２．単元の配置と授業時数

　スポーツ大会でフットサルを選択した生徒が、各クラスに6～7名いるが、それ以外にも、サッカー部主催の校内フットサ
ル大会「TFC杯」にチームを編成して出場した者がいる。このようなイベントがあるため、3年間でサッカーやフットサルに
触れる機会は、女子であっても比較的多いといえるだろう。

　入学して半年以上が経過し、生徒もだいぶ高校生活に慣れ、蓼科生活（ホームルーム合宿）や文化祭を経て、クラス
メートとは十分にコミュニケーションが取れるようになってきた。しかし他クラスの生徒とのつながりは、部活動で一緒にな
らない限り、いまだ薄い。

１．筑波大学附属高校の1年生女子

　1年次は、前期のバスケットボールに続いての球技である。授業時数は、1,2組が公開授業を含めて17時間。同時期に
行われる3,4組は14時間と差がある。3,4組は中身を詰めながら進めている。1月から行われる5,6組は、公開授業を含め
て16時間。平均すると15時間程度の単元構成となる。

　本単元は、高校体育において最初で最後の必修サッカー単元である。希望者は3年次に選択サッカーがあるが、これは
男女共習で、自分たちでいかに活動を組み立てていくか、つまり「ささえる」ことをテーマにした授業である（補足資料４．
参照）。また、「スポーツ大会」（校内球技大会）の女子の種目にフットサルがあるので、選択した生徒は9月の授業でも取
り組むことができるが、行事単元なのでチーム作りが中心となる。
　したがって、サッカーそのものの学習はこの必修単元しかなく、ここで基礎・基本をしっかり押さえて置く必要がある。

１．施設・設備・用具・ボール

　サッカー部に女子部門ができたのは2001年度である。本年度から「女子蹴球同好会」として独立し、1年生が11名在籍
している。ほとんどが高校から始めた生徒だが、中には少年サッカーから継続している者や運動能力の高い生徒もいる。

　ボールは、サッカーボールが30～40個、フットサルボールが約30個ある。個数が確定しないのは、中学体育用、中高
サッカー部用などが混在することがあるからであり、管理が行き届いていない部分である。

Ⅱ．学習者

３．気象条件と雨天時の活動

　グラウンドで行うため、天候に左右される。晴天続きだとグラウンドが埃まみれになるが、今回はそのようなこともなく、
比較的安定した気候の中で授業を行っている。
　雨天時は、体育館での実技または教室でのビデオ学習となる。体育館使用については中学との調整が必要である。半
分ビデオ、半分実技のように、入れ替えて行う場合もある。
　教室でVDVDを用いた授業を2種類用意しており、これは雨が降っても降らなくても必ず行う。「世界サッカー史をさぐる」
「みるスポーツとしてのサッカー」の2つである。
　映像機器を常設してある特別教室を利用したいが、あいていないときは、ホームルームにモニターを持っていく。

２．1年生女子とサッカー／フットサルのかかわり

　1年1,2組の最初の授業で「サッカーをやったことがある人」と聞いたところ、全員が「ある」と答えた。「みたことがある人」
も全員で、「競技場へ行ってみたことがある人」は3分の1程度、「海外でサッカー観戦したことがある人」も1名いた（カター
ルからの帰国生）。同じ質問を20年前にしたときには、ほとんどの生徒が「やったことはない」と答え、大部分の生徒が「み
たこともない」と答えたのとは雲泥の差である(当時、「みたことがある」のは高校サッカーぐらいだった）。

　進学校でありながら（あるからこそ？）、本校生徒の運動意欲は高い。だいたい休み時間は早弁をして、丸１時間ある昼
休みを外で過ごす生徒が多い（生徒の様子については、補足資料６参照）。1年生女子も、意欲の差はあれ、概ね運動意
欲の高い生徒が多い。

　全体の3分の2を占める附属中からの内部進学生の中に高校から入学してきた生徒が入ってくるため、当初はお互いギ
スギスしている。新たな環境になじめない生徒が多数おり、夏休み前のバスケットボール単元では人間関係の部分で気
苦労することが多いようだ。
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③チームゲームである
　一人ひとりに役割があり責任がある。各自が勝手なことをしていてはゲームにならない。一方で、試合開始の笛が鳴っ
たら終了まで、プレーヤーはフィールド上のどこに位置しても構わない。どこに位置するかは監督やコーチの指示でなく、
自分自身の判断で為される。責任を果たした上で自由な行動が要求されるのがサッカーである。常に周囲の状況に気を
配り、最善の行動を選択するというサッカーのこのような特性は、日常生活においても大切な心得であり、本当の意味で
の｢自由｣を考える良い題材を提供してくれる。

Ⅲ．教材「サッカー」

３．当該クラスの生徒の様子

②勝敗がわかりやすい
　採点競技と異なり、勝敗が明確である。そのため、ゴールシーンや勝敗などの結果にばかり注意が向けられがちであ
る。

２．体育の教材としての特性

①ゴールをめぐる攻防を中心とする
　｢フットボール｣には必ずゴールがあった。ゴールをめぐる攻防を中心とすることはサッカーの本質的要素である。遊びの
サッカーにおいても競技のサッカーにおいても変わることはない。

②ボールを手で扱うことができない
　 日常生活場面で細かな動作が要求され、神経系も充分発達している“手”が使用できないことがサッカーのゲームを困
難にしている。だが逆に、手以外ならどこを使ってもよいため、プレーに意外性が生まれるし、技術的に未開発の部分な
ので練習すればするほど上達する。達成の喜びを感じることもできる。サッカーの楽しさの源もここにあるといえよう。

④身体的接触が認められている
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　サッカーは、世界で最も多くの人に親しまれているスポーツである。FIFAワールドカップに代表される大イベントは、単に
一つのスポーツの大会というよりも、大きな社会現象として、オリンピック以上に注目されている。
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　ボールとゴール（ゴールに見立てたもの）と仲間がいれば、技能の程度に関わらずゲームが成り立つ。特別な用具がい
らず、ルールも簡単。このようなシンプルなゲーム構造が、世界中に普及した一つの要因であろう。また、クラブ同士の
リーグ戦やカップ戦、代表チームの試合など、国内外問わず多様なゲーム環境が整備されており、みるスポーツ（ライブ
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足以降、観戦環境が整備され、フットサルの普及もあり、するスポーツとしてもみるスポーツとしても定着してきている。

　多くの国において古くから、唯一の娯楽として親しまれてきたことや、各国のスポーツ振興の牽引役として機能してきた
事実も見逃すことはできない。サッカーくじは、諸外国のスポーツ振興政策の基盤となるものであったし、それは同時に
サッカーの広がりにも貢献した。スポーツクラブの頂点にサッカーのプロチームが位置づけられる構造は、クラブシステム
のモデルであり、大衆スポーツの土台を形づくった。プロとアマが同じルールで、同じ組織で活動できるということも、サッ
カーの広がりに貢献した。国際サッカー連盟(FIFA)を頂点とする競技団体の考え方が、このスポーツを世界一の愛好者
を持つスポーツに育てたといえる。

　運動能力の低い生徒が何人かいる。しかし足を引っ張ろうとする者はいない。同時期に行っている3,4組には、意欲が
低く活発でない（その結果足を引っ張るようにみえる）生徒がいるのに対して、1,2組は全員が高い意欲を示して授業に積
極的に取り組んでいる。それは授業前の様子（自分たちでボールを出してリフティングなどに積極的に取り組む）や活動
の切り替え時のてきぱきした動きからわかる。
　5,6組については今回が初めてなので、コメントできない。

　体育の教材としての特性を、｢するスポーツ｣としての観点と｢みるスポーツ｣としての観点から整理した。

１）するスポーツとして

①オフサイドを除いてルールが簡単
　常識的に考えて｢良くないこと｣が反則であるという程度の理解でサッカーをみることができる。ルールは至って簡単であ
る。ただしオフサイドだけは、わかりにくいかもしれない。

　1年1,2組は大変活発なクラスである。サッカー部員は1組に2名、2組に2名おり、いずれも各チームの主将としてリー
ダーシップを発揮している。
　スポーツ大会前後に足首を骨折した生徒が2名おり、当初は松葉杖での見学であった。しかし彼女らの意欲は高く、毎
回着替えて出て来て「できることをやります」と宣言し、授業に臨む。いまも動きは制限されているが、ゴールキーパーを
するなど、ゲームに関わろうとしている。毎回の見学者記録の代わりに授業ノートをつけさせることにしたのだが、要点を
押さえたよいノートを作っている。
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・手以外でボールの操作ができる
・集団でボールをゴールに運ぶ／防ぐ方法を身につける
・草サッカー、フットサル、サッカーなど、状況に応じてゲームをはじめられる
・ルールやマナーを理解し実践する（フットサルではセルフジャッジでゲームができる。サッカーでは副審の仕事ができる）

Ⅳ．単元目標と評価

２）みるスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

　勝敗がわかりやすいために、そこにしか注目しなくなる可能性がある。指導の際に、勝敗に至るまでの過程、ゴールに
至るまでのプロセスに注目させる必要がある。

３）「コミュニケーション」の観点から

　女子は球技を行う際ボールばかり意識が集中し、スペースを意識することや全体を広く捉えることが不得手である。こ
れは｢みるスポーツ｣としても同様で、全体をみる広い視野を持たせることが必要である。

　上記を踏まえ、次の3つの単元目標を掲げた。

③目を向けるべき範囲が広い
　  広いフィールドで行われるので、特に競技場でのライブ観戦ではどこをみれば良いのかわかりにくい。とりあえずボー
ルを中心にみてしまうが、熟練した観戦者はボール以外のところにも注目することができる。
　テレビ放送には限界がある。画面に映らないところで何が起きているのかをイメージする能力が必要になってくる。

１）するスポーツとして

　ほとんど全員が初心者であることから、他の種目に比べて技能差は少ない。但し、熱心な生徒とそうでない生徒の差は
激しくなるだろう。練習すればするほど向上するということは、ボールリフティングの回数の変化からもわかる。ゴールをめ
ぐる攻防ということさえ決まっていれば、ルールは自ら作り出してやっていける。

２）みるスポーツとして

　ルールは簡単であるはずだが、｢難しい｣と思い込んでいる生徒がいる。そのため、条文よりも理念を理解させることが
先決である。また、オフサイドルールは、理解が困難なだけでなく、このルールにサッカーの本質があるとも言えるので、
学習内容の中核に据えていく必要がある。

　広いところで行うサッカーよりも、女子にとってはフットサルが、手軽で取り組みやすいと感じるだろう。スポーツ大会の
種目であり、校内フットサル大会も開催される本校の女子生徒にとっては特にそう感じるのではないか。その一方で、フッ
トサルには取り組みやすいので、せっかくの機会だから広いところでサッカーをやってみたいという生徒も多いに違いな
い。

　まだ隣のクラスの生徒の名前と顔が一致しない者も大勢いる。互いに気軽に名前を呼び合える関係を築くためにも、球
技は有効である。レベル差があまり大きくないサッカーの場合、他の球技に比べて比較的容易に取り組めるものと考えら
れる。

・フットボールの発展過程を理解し、ルールの意味となかみを理解する（オフサイドルールを理解し判断できる）
・よいプレーとよくないプレーを判断できる
・サッカーを取り巻く社会的背景が理解できる

１）するスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

・周囲の状況を把握し、自分自身で考え、情報発信（発言または行動する）できるようになる。
・仲間の発するメッセージをしっかり受け止めることができるようになる。

　黙っていてはサッカーにならない。言語的な、あるいは非言語的なコミュニケーションを取り合うことが、サッカーには不
可欠である。

　その際、まずは言葉によるコミュニケーションを重視したい。それは、言葉を発することであり、仲間の言葉に耳を傾け
ることである。一つひとつの練習で「声を出す」ような仕掛けを設け、声を出すことの習慣化が有効であろう。

３．学習者からみた教材「サッカー」の特性

　体育の教材としての特性をもとに、高校1年生女子という学習者からみた特性を｢するスポ－ツ｣と｢みるスポーツ｣の両
面から整理した。加えて、「コミュニケーション」の観点からも考察した。

④グローバルなスポーツである
　 世界中に普及しているサッカーの学習を通して、スポーツの見方を育むだけでなく、世界の多くの国を理解することも
可能である。
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Ⅴ．学習の展開（1年1，2組の場合）

　１）は「するスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。プレーするときに楽しいと感じる場面は、レベル
に応じて変化するだろう。初心者レベルが享受できる楽しさに満足することなく、次のレベルの楽しさに触れることがねら
いである。あえて到達目標は設けない。
　この目標に関する評価は、基本的には普段の活動の観察に基づく。スキルテストは行わないが、ボールリフティングの
回数は参考にする（新記録が出たら報告する形をとっている）。

　２）は「みるスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。これまで学校体育において「みるスポーツ」教
育はあまり為されてこなかったが、マスメディアによる過剰報道をみるにつけ、学校体育でしっかりと「みるスポーツ」教育
をする必要があると、改めて感じる次第である。
　「する」に関してレベル差があるのと同じように、「みる」に関しても上手な人と苦手な人がいる。レフェリーの意味の理解
を含め、まずはルールを正確に把握することが必要である。そして、よいプレーとよくないプレーを判断できるようになるこ
とが求められる。さらに、ゲームの社会的背景を知ることが大切である。個々のゲームに入れ込む人々の熱狂の意味を
理解することにつながり、国際理解にもつながるだろう。グローバルな広がりを持つサッカーだからこそできる、総合的な
学習の場がここにある。教室で「世界サッカー史をさぐる」「みるスポーツとしてのサッカー」の二つの講義を行うが、基本
的にはこの内容をどれだけ把握しているかが評価の観点となり、まとめの提出物が判断材料となる。

　３）は、情報発信と受信の両面から捉えることができる。インフォメーションだけでなく、真の意味でのコミュニケーション
を求めたい。携帯やメールを用いた「発信だけ」でコミュニケーションが完結していると思いこんでいる生徒もいるようだ
が、発信することとともに受信すること、すなわち「仲間からのメッセージを聞くこと」が重要である。サッカーは自分自身で
判断して行動するスポーツである。「指示待ち人間」にはプレーできない。これは日常生活にも通じるところである。自分
自身の意見を持つこと、そして発信すること、さらに仲間からのメッセージをしっかりと受け止めることが、ここでいうコミュ
ニケーション能力を高めることの内容である。
　授業では、とにかくしゃべる機会を設けるようにしている。パス練習でも「イン、イン」と言ったり、他愛もないことだが、口
に出す習慣づけを意図している。どの程度できたかは、授業中に随時チェックする。

　評価の前提として、まずは出席すること、そして体を動かすことである。
　その上で、「実技」と「提出物」で評価・評定する。実技面では、ボールリフティング回数の伸びとともに、ゲームや練習の
様子から「個人技能」「攻撃面」「守備面」「運動量」「声（コミュニケーション）」「ルール・審判」の6項目を設け、○△×で授
業中にチェックする。提出物は資料にあるとおりである。これらを総合的に評価し、5段階で評定する。

　授業の概要は次ページ以降に示した。

　全体を２段階に分けて考え、毎時間のテーマを「キーワード」の形で示して授業を進めていった。

１）第１段階…サッカー遊び　→　フットサル(第1回～第7回)
  まずは遊びとしてのサッカーを取り上げ、よりよく遊ぶための技術や戦術の学習の場とした。簡単なルールでゲームを
行い、最終的には遊びを組織化したものとしてフットサルまで持っていった。フットサル大会までは、特定のチームはつく
らない。誰とでも仲間づくりをし、即席の仲間でサッカー遊びを楽しむ。個々の技術・戦術の学習も、毎回違った仲間とペ
アを組んで進めていくようにしている。
　毎時間、はじめの15分は全体でのウォーミング･アップとボール･リフティング、パス練習、１対１などを継続して行い、ス
キルアップを図る。その後テーマに即した課題練習を行い、最後に必ずゲームを入れる。コーンを置いただけのストリー
ト･サッカーからはじまり、最終的には各クラス3チームが、他のクラスと対戦する形でフットサル大会を行った。
　 ｢みるスポーツ｣については、サッカーの歴史についてのビデオ学習と、フットサルの試合の様子をビデオでみた。

２）第２段階…より本格的なサッカー(第8回～第16回)
 この段階でクラス混合の4チームに分かれる。このチームは最後まで固定である。毎時間、はじめの15分ほどは各チー
ムの時間として、チームごとにアップとチーム練習を行う。チームづくりのためにルールを加工したゲームを少しづつ行
い、ゲームを進めながら｢サッカーはチームゲームである｣ことが理解できるように進めていく。また、サッカーを取り巻く
（ささえる）人として、アシスタント・レフェリー（副審）の仕事を学習する。オフサイドルールの理解が重要である。最終的に
はルールを正規のものに近づけながらグラウンド半面でのリーグ戦を行い、サッカーのゲームのより良い進め方（ゲーム
をみる際のポイントにもなる）について学習する。
　｢みるスポ－ツ｣としては、オフサイドなど正式なルールを理解したり、テレビ画面の外側にあるものを理解することを学
習する。

　１）２）では「楽しさ」という抽象的な用語を用いているが、この方がスローガンとして生徒に示しやすく、目標と内容を階
層的に捉えやすいことからこのようにした（生徒には最初の授業で「スローガン」として示している）。
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　勝敗がわかりやすいために、そこにしか注目しなくなる可能性がある。指導の際に、勝敗に至るまでの過程、ゴールに
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　女子は球技を行う際ボールばかり意識が集中し、スペースを意識することや全体を広く捉えることが不得手である。こ
れは｢みるスポーツ｣としても同様で、全体をみる広い視野を持たせることが必要である。

　上記を踏まえ、次の3つの単元目標を掲げた。

③目を向けるべき範囲が広い
　  広いフィールドで行われるので、特に競技場でのライブ観戦ではどこをみれば良いのかわかりにくい。とりあえずボー
ルを中心にみてしまうが、熟練した観戦者はボール以外のところにも注目することができる。
　テレビ放送には限界がある。画面に映らないところで何が起きているのかをイメージする能力が必要になってくる。

１）するスポーツとして

　ほとんど全員が初心者であることから、他の種目に比べて技能差は少ない。但し、熱心な生徒とそうでない生徒の差は
激しくなるだろう。練習すればするほど向上するということは、ボールリフティングの回数の変化からもわかる。ゴールをめ
ぐる攻防ということさえ決まっていれば、ルールは自ら作り出してやっていける。

２）みるスポーツとして

　ルールは簡単であるはずだが、｢難しい｣と思い込んでいる生徒がいる。そのため、条文よりも理念を理解させることが
先決である。また、オフサイドルールは、理解が困難なだけでなく、このルールにサッカーの本質があるとも言えるので、
学習内容の中核に据えていく必要がある。

　広いところで行うサッカーよりも、女子にとってはフットサルが、手軽で取り組みやすいと感じるだろう。スポーツ大会の
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・仲間の発するメッセージをしっかり受け止めることができるようになる。

　黙っていてはサッカーにならない。言語的な、あるいは非言語的なコミュニケーションを取り合うことが、サッカーには不
可欠である。

　その際、まずは言葉によるコミュニケーションを重視したい。それは、言葉を発することであり、仲間の言葉に耳を傾け
ることである。一つひとつの練習で「声を出す」ような仕掛けを設け、声を出すことの習慣化が有効であろう。

３．学習者からみた教材「サッカー」の特性

　体育の教材としての特性をもとに、高校1年生女子という学習者からみた特性を｢するスポ－ツ｣と｢みるスポーツ｣の両
面から整理した。加えて、「コミュニケーション」の観点からも考察した。

④グローバルなスポーツである
　 世界中に普及しているサッカーの学習を通して、スポーツの見方を育むだけでなく、世界の多くの国を理解することも
可能である。
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Ⅴ．学習の展開（1年1，2組の場合）

　１）は「するスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。プレーするときに楽しいと感じる場面は、レベル
に応じて変化するだろう。初心者レベルが享受できる楽しさに満足することなく、次のレベルの楽しさに触れることがねら
いである。あえて到達目標は設けない。
　この目標に関する評価は、基本的には普段の活動の観察に基づく。スキルテストは行わないが、ボールリフティングの
回数は参考にする（新記録が出たら報告する形をとっている）。

　２）は「みるスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。これまで学校体育において「みるスポーツ」教
育はあまり為されてこなかったが、マスメディアによる過剰報道をみるにつけ、学校体育でしっかりと「みるスポーツ」教育
をする必要があると、改めて感じる次第である。
　「する」に関してレベル差があるのと同じように、「みる」に関しても上手な人と苦手な人がいる。レフェリーの意味の理解
を含め、まずはルールを正確に把握することが必要である。そして、よいプレーとよくないプレーを判断できるようになるこ
とが求められる。さらに、ゲームの社会的背景を知ることが大切である。個々のゲームに入れ込む人々の熱狂の意味を
理解することにつながり、国際理解にもつながるだろう。グローバルな広がりを持つサッカーだからこそできる、総合的な
学習の場がここにある。教室で「世界サッカー史をさぐる」「みるスポーツとしてのサッカー」の二つの講義を行うが、基本
的にはこの内容をどれだけ把握しているかが評価の観点となり、まとめの提出物が判断材料となる。

　３）は、情報発信と受信の両面から捉えることができる。インフォメーションだけでなく、真の意味でのコミュニケーション
を求めたい。携帯やメールを用いた「発信だけ」でコミュニケーションが完結していると思いこんでいる生徒もいるようだ
が、発信することとともに受信すること、すなわち「仲間からのメッセージを聞くこと」が重要である。サッカーは自分自身で
判断して行動するスポーツである。「指示待ち人間」にはプレーできない。これは日常生活にも通じるところである。自分
自身の意見を持つこと、そして発信すること、さらに仲間からのメッセージをしっかりと受け止めることが、ここでいうコミュ
ニケーション能力を高めることの内容である。
　授業では、とにかくしゃべる機会を設けるようにしている。パス練習でも「イン、イン」と言ったり、他愛もないことだが、口
に出す習慣づけを意図している。どの程度できたかは、授業中に随時チェックする。

　評価の前提として、まずは出席すること、そして体を動かすことである。
　その上で、「実技」と「提出物」で評価・評定する。実技面では、ボールリフティング回数の伸びとともに、ゲームや練習の
様子から「個人技能」「攻撃面」「守備面」「運動量」「声（コミュニケーション）」「ルール・審判」の6項目を設け、○△×で授
業中にチェックする。提出物は資料にあるとおりである。これらを総合的に評価し、5段階で評定する。

　授業の概要は次ページ以降に示した。

　全体を２段階に分けて考え、毎時間のテーマを「キーワード」の形で示して授業を進めていった。

１）第１段階…サッカー遊び　→　フットサル(第1回～第7回)
  まずは遊びとしてのサッカーを取り上げ、よりよく遊ぶための技術や戦術の学習の場とした。簡単なルールでゲームを
行い、最終的には遊びを組織化したものとしてフットサルまで持っていった。フットサル大会までは、特定のチームはつく
らない。誰とでも仲間づくりをし、即席の仲間でサッカー遊びを楽しむ。個々の技術・戦術の学習も、毎回違った仲間とペ
アを組んで進めていくようにしている。
　毎時間、はじめの15分は全体でのウォーミング･アップとボール･リフティング、パス練習、１対１などを継続して行い、ス
キルアップを図る。その後テーマに即した課題練習を行い、最後に必ずゲームを入れる。コーンを置いただけのストリー
ト･サッカーからはじまり、最終的には各クラス3チームが、他のクラスと対戦する形でフットサル大会を行った。
　 ｢みるスポーツ｣については、サッカーの歴史についてのビデオ学習と、フットサルの試合の様子をビデオでみた。

２）第２段階…より本格的なサッカー(第8回～第16回)
 この段階でクラス混合の4チームに分かれる。このチームは最後まで固定である。毎時間、はじめの15分ほどは各チー
ムの時間として、チームごとにアップとチーム練習を行う。チームづくりのためにルールを加工したゲームを少しづつ行
い、ゲームを進めながら｢サッカーはチームゲームである｣ことが理解できるように進めていく。また、サッカーを取り巻く
（ささえる）人として、アシスタント・レフェリー（副審）の仕事を学習する。オフサイドルールの理解が重要である。最終的に
はルールを正規のものに近づけながらグラウンド半面でのリーグ戦を行い、サッカーのゲームのより良い進め方（ゲーム
をみる際のポイントにもなる）について学習する。
　｢みるスポ－ツ｣としては、オフサイドなど正式なルールを理解したり、テレビ画面の外側にあるものを理解することを学
習する。

　１）２）では「楽しさ」という抽象的な用語を用いているが、この方がスローガンとして生徒に示しやすく、目標と内容を階
層的に捉えやすいことからこのようにした（生徒には最初の授業で「スローガン」として示している）。
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・手以外でボールの操作ができる
・集団でボールをゴールに運ぶ／防ぐ方法を身につける
・草サッカー、フットサル、サッカーなど、状況に応じてゲームをはじめられる
・ルールやマナーを理解し実践する（フットサルではセルフジャッジでゲームができる。サッカーでは副審の仕事ができる）

Ⅳ．単元目標と評価

２）みるスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

　勝敗がわかりやすいために、そこにしか注目しなくなる可能性がある。指導の際に、勝敗に至るまでの過程、ゴールに
至るまでのプロセスに注目させる必要がある。

３）「コミュニケーション」の観点から

　女子は球技を行う際ボールばかり意識が集中し、スペースを意識することや全体を広く捉えることが不得手である。こ
れは｢みるスポーツ｣としても同様で、全体をみる広い視野を持たせることが必要である。

　上記を踏まえ、次の3つの単元目標を掲げた。

③目を向けるべき範囲が広い
　  広いフィールドで行われるので、特に競技場でのライブ観戦ではどこをみれば良いのかわかりにくい。とりあえずボー
ルを中心にみてしまうが、熟練した観戦者はボール以外のところにも注目することができる。
　テレビ放送には限界がある。画面に映らないところで何が起きているのかをイメージする能力が必要になってくる。

１）するスポーツとして

　ほとんど全員が初心者であることから、他の種目に比べて技能差は少ない。但し、熱心な生徒とそうでない生徒の差は
激しくなるだろう。練習すればするほど向上するということは、ボールリフティングの回数の変化からもわかる。ゴールをめ
ぐる攻防ということさえ決まっていれば、ルールは自ら作り出してやっていける。

２）みるスポーツとして

　ルールは簡単であるはずだが、｢難しい｣と思い込んでいる生徒がいる。そのため、条文よりも理念を理解させることが
先決である。また、オフサイドルールは、理解が困難なだけでなく、このルールにサッカーの本質があるとも言えるので、
学習内容の中核に据えていく必要がある。

　広いところで行うサッカーよりも、女子にとってはフットサルが、手軽で取り組みやすいと感じるだろう。スポーツ大会の
種目であり、校内フットサル大会も開催される本校の女子生徒にとっては特にそう感じるのではないか。その一方で、フッ
トサルには取り組みやすいので、せっかくの機会だから広いところでサッカーをやってみたいという生徒も多いに違いな
い。

　まだ隣のクラスの生徒の名前と顔が一致しない者も大勢いる。互いに気軽に名前を呼び合える関係を築くためにも、球
技は有効である。レベル差があまり大きくないサッカーの場合、他の球技に比べて比較的容易に取り組めるものと考えら
れる。

・フットボールの発展過程を理解し、ルールの意味となかみを理解する（オフサイドルールを理解し判断できる）
・よいプレーとよくないプレーを判断できる
・サッカーを取り巻く社会的背景が理解できる

１）するスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

・周囲の状況を把握し、自分自身で考え、情報発信（発言または行動する）できるようになる。
・仲間の発するメッセージをしっかり受け止めることができるようになる。

　黙っていてはサッカーにならない。言語的な、あるいは非言語的なコミュニケーションを取り合うことが、サッカーには不
可欠である。

　その際、まずは言葉によるコミュニケーションを重視したい。それは、言葉を発することであり、仲間の言葉に耳を傾け
ることである。一つひとつの練習で「声を出す」ような仕掛けを設け、声を出すことの習慣化が有効であろう。

３．学習者からみた教材「サッカー」の特性

　体育の教材としての特性をもとに、高校1年生女子という学習者からみた特性を｢するスポ－ツ｣と｢みるスポーツ｣の両
面から整理した。加えて、「コミュニケーション」の観点からも考察した。

④グローバルなスポーツである
　 世界中に普及しているサッカーの学習を通して、スポーツの見方を育むだけでなく、世界の多くの国を理解することも
可能である。
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Ⅴ．学習の展開（1年1，2組の場合）

　１）は「するスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。プレーするときに楽しいと感じる場面は、レベル
に応じて変化するだろう。初心者レベルが享受できる楽しさに満足することなく、次のレベルの楽しさに触れることがねら
いである。あえて到達目標は設けない。
　この目標に関する評価は、基本的には普段の活動の観察に基づく。スキルテストは行わないが、ボールリフティングの
回数は参考にする（新記録が出たら報告する形をとっている）。

　２）は「みるスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。これまで学校体育において「みるスポーツ」教
育はあまり為されてこなかったが、マスメディアによる過剰報道をみるにつけ、学校体育でしっかりと「みるスポーツ」教育
をする必要があると、改めて感じる次第である。
　「する」に関してレベル差があるのと同じように、「みる」に関しても上手な人と苦手な人がいる。レフェリーの意味の理解
を含め、まずはルールを正確に把握することが必要である。そして、よいプレーとよくないプレーを判断できるようになるこ
とが求められる。さらに、ゲームの社会的背景を知ることが大切である。個々のゲームに入れ込む人々の熱狂の意味を
理解することにつながり、国際理解にもつながるだろう。グローバルな広がりを持つサッカーだからこそできる、総合的な
学習の場がここにある。教室で「世界サッカー史をさぐる」「みるスポーツとしてのサッカー」の二つの講義を行うが、基本
的にはこの内容をどれだけ把握しているかが評価の観点となり、まとめの提出物が判断材料となる。

　３）は、情報発信と受信の両面から捉えることができる。インフォメーションだけでなく、真の意味でのコミュニケーション
を求めたい。携帯やメールを用いた「発信だけ」でコミュニケーションが完結していると思いこんでいる生徒もいるようだ
が、発信することとともに受信すること、すなわち「仲間からのメッセージを聞くこと」が重要である。サッカーは自分自身で
判断して行動するスポーツである。「指示待ち人間」にはプレーできない。これは日常生活にも通じるところである。自分
自身の意見を持つこと、そして発信すること、さらに仲間からのメッセージをしっかりと受け止めることが、ここでいうコミュ
ニケーション能力を高めることの内容である。
　授業では、とにかくしゃべる機会を設けるようにしている。パス練習でも「イン、イン」と言ったり、他愛もないことだが、口
に出す習慣づけを意図している。どの程度できたかは、授業中に随時チェックする。

　評価の前提として、まずは出席すること、そして体を動かすことである。
　その上で、「実技」と「提出物」で評価・評定する。実技面では、ボールリフティング回数の伸びとともに、ゲームや練習の
様子から「個人技能」「攻撃面」「守備面」「運動量」「声（コミュニケーション）」「ルール・審判」の6項目を設け、○△×で授
業中にチェックする。提出物は資料にあるとおりである。これらを総合的に評価し、5段階で評定する。

　授業の概要は次ページ以降に示した。

　全体を２段階に分けて考え、毎時間のテーマを「キーワード」の形で示して授業を進めていった。

１）第１段階…サッカー遊び　→　フットサル(第1回～第7回)
  まずは遊びとしてのサッカーを取り上げ、よりよく遊ぶための技術や戦術の学習の場とした。簡単なルールでゲームを
行い、最終的には遊びを組織化したものとしてフットサルまで持っていった。フットサル大会までは、特定のチームはつく
らない。誰とでも仲間づくりをし、即席の仲間でサッカー遊びを楽しむ。個々の技術・戦術の学習も、毎回違った仲間とペ
アを組んで進めていくようにしている。
　毎時間、はじめの15分は全体でのウォーミング･アップとボール･リフティング、パス練習、１対１などを継続して行い、ス
キルアップを図る。その後テーマに即した課題練習を行い、最後に必ずゲームを入れる。コーンを置いただけのストリー
ト･サッカーからはじまり、最終的には各クラス3チームが、他のクラスと対戦する形でフットサル大会を行った。
　 ｢みるスポーツ｣については、サッカーの歴史についてのビデオ学習と、フットサルの試合の様子をビデオでみた。

２）第２段階…より本格的なサッカー(第8回～第16回)
 この段階でクラス混合の4チームに分かれる。このチームは最後まで固定である。毎時間、はじめの15分ほどは各チー
ムの時間として、チームごとにアップとチーム練習を行う。チームづくりのためにルールを加工したゲームを少しづつ行
い、ゲームを進めながら｢サッカーはチームゲームである｣ことが理解できるように進めていく。また、サッカーを取り巻く
（ささえる）人として、アシスタント・レフェリー（副審）の仕事を学習する。オフサイドルールの理解が重要である。最終的に
はルールを正規のものに近づけながらグラウンド半面でのリーグ戦を行い、サッカーのゲームのより良い進め方（ゲーム
をみる際のポイントにもなる）について学習する。
　｢みるスポ－ツ｣としては、オフサイドなど正式なルールを理解したり、テレビ画面の外側にあるものを理解することを学
習する。

　１）２）では「楽しさ」という抽象的な用語を用いているが、この方がスローガンとして生徒に示しやすく、目標と内容を階
層的に捉えやすいことからこのようにした（生徒には最初の授業で「スローガン」として示している）。
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・手以外でボールの操作ができる
・集団でボールをゴールに運ぶ／防ぐ方法を身につける
・草サッカー、フットサル、サッカーなど、状況に応じてゲームをはじめられる
・ルールやマナーを理解し実践する（フットサルではセルフジャッジでゲームができる。サッカーでは副審の仕事ができる）

Ⅳ．単元目標と評価

２）みるスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

　勝敗がわかりやすいために、そこにしか注目しなくなる可能性がある。指導の際に、勝敗に至るまでの過程、ゴールに
至るまでのプロセスに注目させる必要がある。

３）「コミュニケーション」の観点から

　女子は球技を行う際ボールばかり意識が集中し、スペースを意識することや全体を広く捉えることが不得手である。こ
れは｢みるスポーツ｣としても同様で、全体をみる広い視野を持たせることが必要である。

　上記を踏まえ、次の3つの単元目標を掲げた。

③目を向けるべき範囲が広い
　  広いフィールドで行われるので、特に競技場でのライブ観戦ではどこをみれば良いのかわかりにくい。とりあえずボー
ルを中心にみてしまうが、熟練した観戦者はボール以外のところにも注目することができる。
　テレビ放送には限界がある。画面に映らないところで何が起きているのかをイメージする能力が必要になってくる。

１）するスポーツとして

　ほとんど全員が初心者であることから、他の種目に比べて技能差は少ない。但し、熱心な生徒とそうでない生徒の差は
激しくなるだろう。練習すればするほど向上するということは、ボールリフティングの回数の変化からもわかる。ゴールをめ
ぐる攻防ということさえ決まっていれば、ルールは自ら作り出してやっていける。

２）みるスポーツとして

　ルールは簡単であるはずだが、｢難しい｣と思い込んでいる生徒がいる。そのため、条文よりも理念を理解させることが
先決である。また、オフサイドルールは、理解が困難なだけでなく、このルールにサッカーの本質があるとも言えるので、
学習内容の中核に据えていく必要がある。

　広いところで行うサッカーよりも、女子にとってはフットサルが、手軽で取り組みやすいと感じるだろう。スポーツ大会の
種目であり、校内フットサル大会も開催される本校の女子生徒にとっては特にそう感じるのではないか。その一方で、フッ
トサルには取り組みやすいので、せっかくの機会だから広いところでサッカーをやってみたいという生徒も多いに違いな
い。

　まだ隣のクラスの生徒の名前と顔が一致しない者も大勢いる。互いに気軽に名前を呼び合える関係を築くためにも、球
技は有効である。レベル差があまり大きくないサッカーの場合、他の球技に比べて比較的容易に取り組めるものと考えら
れる。

・フットボールの発展過程を理解し、ルールの意味となかみを理解する（オフサイドルールを理解し判断できる）
・よいプレーとよくないプレーを判断できる
・サッカーを取り巻く社会的背景が理解できる

１）するスポーツとしてのサッカーを楽しもう！

３）コミュニケーション能力を高めよう！

・周囲の状況を把握し、自分自身で考え、情報発信（発言または行動する）できるようになる。
・仲間の発するメッセージをしっかり受け止めることができるようになる。

　黙っていてはサッカーにならない。言語的な、あるいは非言語的なコミュニケーションを取り合うことが、サッカーには不
可欠である。

　その際、まずは言葉によるコミュニケーションを重視したい。それは、言葉を発することであり、仲間の言葉に耳を傾け
ることである。一つひとつの練習で「声を出す」ような仕掛けを設け、声を出すことの習慣化が有効であろう。

３．学習者からみた教材「サッカー」の特性

　体育の教材としての特性をもとに、高校1年生女子という学習者からみた特性を｢するスポ－ツ｣と｢みるスポーツ｣の両
面から整理した。加えて、「コミュニケーション」の観点からも考察した。

④グローバルなスポーツである
　 世界中に普及しているサッカーの学習を通して、スポーツの見方を育むだけでなく、世界の多くの国を理解することも
可能である。
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Ⅴ．学習の展開（1年1，2組の場合）

　１）は「するスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。プレーするときに楽しいと感じる場面は、レベル
に応じて変化するだろう。初心者レベルが享受できる楽しさに満足することなく、次のレベルの楽しさに触れることがねら
いである。あえて到達目標は設けない。
　この目標に関する評価は、基本的には普段の活動の観察に基づく。スキルテストは行わないが、ボールリフティングの
回数は参考にする（新記録が出たら報告する形をとっている）。

　２）は「みるスポーツ」としてのサッカーの特性から導かれたものである。これまで学校体育において「みるスポーツ」教
育はあまり為されてこなかったが、マスメディアによる過剰報道をみるにつけ、学校体育でしっかりと「みるスポーツ」教育
をする必要があると、改めて感じる次第である。
　「する」に関してレベル差があるのと同じように、「みる」に関しても上手な人と苦手な人がいる。レフェリーの意味の理解
を含め、まずはルールを正確に把握することが必要である。そして、よいプレーとよくないプレーを判断できるようになるこ
とが求められる。さらに、ゲームの社会的背景を知ることが大切である。個々のゲームに入れ込む人々の熱狂の意味を
理解することにつながり、国際理解にもつながるだろう。グローバルな広がりを持つサッカーだからこそできる、総合的な
学習の場がここにある。教室で「世界サッカー史をさぐる」「みるスポーツとしてのサッカー」の二つの講義を行うが、基本
的にはこの内容をどれだけ把握しているかが評価の観点となり、まとめの提出物が判断材料となる。

　３）は、情報発信と受信の両面から捉えることができる。インフォメーションだけでなく、真の意味でのコミュニケーション
を求めたい。携帯やメールを用いた「発信だけ」でコミュニケーションが完結していると思いこんでいる生徒もいるようだ
が、発信することとともに受信すること、すなわち「仲間からのメッセージを聞くこと」が重要である。サッカーは自分自身で
判断して行動するスポーツである。「指示待ち人間」にはプレーできない。これは日常生活にも通じるところである。自分
自身の意見を持つこと、そして発信すること、さらに仲間からのメッセージをしっかりと受け止めることが、ここでいうコミュ
ニケーション能力を高めることの内容である。
　授業では、とにかくしゃべる機会を設けるようにしている。パス練習でも「イン、イン」と言ったり、他愛もないことだが、口
に出す習慣づけを意図している。どの程度できたかは、授業中に随時チェックする。

　評価の前提として、まずは出席すること、そして体を動かすことである。
　その上で、「実技」と「提出物」で評価・評定する。実技面では、ボールリフティング回数の伸びとともに、ゲームや練習の
様子から「個人技能」「攻撃面」「守備面」「運動量」「声（コミュニケーション）」「ルール・審判」の6項目を設け、○△×で授
業中にチェックする。提出物は資料にあるとおりである。これらを総合的に評価し、5段階で評定する。

　授業の概要は次ページ以降に示した。

　全体を２段階に分けて考え、毎時間のテーマを「キーワード」の形で示して授業を進めていった。

１）第１段階…サッカー遊び　→　フットサル(第1回～第7回)
  まずは遊びとしてのサッカーを取り上げ、よりよく遊ぶための技術や戦術の学習の場とした。簡単なルールでゲームを
行い、最終的には遊びを組織化したものとしてフットサルまで持っていった。フットサル大会までは、特定のチームはつく
らない。誰とでも仲間づくりをし、即席の仲間でサッカー遊びを楽しむ。個々の技術・戦術の学習も、毎回違った仲間とペ
アを組んで進めていくようにしている。
　毎時間、はじめの15分は全体でのウォーミング･アップとボール･リフティング、パス練習、１対１などを継続して行い、ス
キルアップを図る。その後テーマに即した課題練習を行い、最後に必ずゲームを入れる。コーンを置いただけのストリー
ト･サッカーからはじまり、最終的には各クラス3チームが、他のクラスと対戦する形でフットサル大会を行った。
　 ｢みるスポーツ｣については、サッカーの歴史についてのビデオ学習と、フットサルの試合の様子をビデオでみた。

２）第２段階…より本格的なサッカー(第8回～第16回)
 この段階でクラス混合の4チームに分かれる。このチームは最後まで固定である。毎時間、はじめの15分ほどは各チー
ムの時間として、チームごとにアップとチーム練習を行う。チームづくりのためにルールを加工したゲームを少しづつ行
い、ゲームを進めながら｢サッカーはチームゲームである｣ことが理解できるように進めていく。また、サッカーを取り巻く
（ささえる）人として、アシスタント・レフェリー（副審）の仕事を学習する。オフサイドルールの理解が重要である。最終的に
はルールを正規のものに近づけながらグラウンド半面でのリーグ戦を行い、サッカーのゲームのより良い進め方（ゲーム
をみる際のポイントにもなる）について学習する。
　｢みるスポ－ツ｣としては、オフサイドなど正式なルールを理解したり、テレビ画面の外側にあるものを理解することを学
習する。

　１）２）では「楽しさ」という抽象的な用語を用いているが、この方がスローガンとして生徒に示しやすく、目標と内容を階
層的に捉えやすいことからこのようにした（生徒には最初の授業で「スローガン」として示している）。
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時数 期日 生徒の様子・教師の指導

1 10月22日
グラウンド 1) アップ（シャドーラン・シャドードリブル）

・2人組。ジャンケンで勝った方が好きなように走る。負けた方は3m後
方を、前の人のマネをして走る。50秒交替。

・同様に、一人1個ボールを持って、ドリブルしながら行う。 ・前の人を見失うのがおもしろい

2) ドリブル&リフティング 2）個人差が大きい

・狭いエリア内（コーンあり）をドリブルで移動。ぶつからないように。右
足だけ、左足だけ。

・ボールぶつけ鬼ごっこ。一人1個ボールを持って、自由にドリブル。他
人のボールに自分のボールをぶつけたら1点。5点先取で勝ち。

・ボールリフティング。最高回数を報告

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー
ゴールはコーンの間。グラウンドのどこで行ってもよい。手を用いない
でボールをコーン間に通したら1点

3）全体的に非常に狭い範囲で行って
いるが、中にはラインなしでダイナミッ
クに動いているグループもあった。

2 10月24日
化学講義室 VTRをみながら、歴史の学習

（雨のため） 1) 世界各地にあったサッカーのルーツ

・漢の時代の「足球」→日本の「蹴鞠」

・中南米で行われていた「トラチトリ」

・ヨーロッパ各地で行われていた「襲撃ゲーム」(VTR中の呼び方）

・世界各地にいまも残る様々なフットボール

2) 英国におけるフットボールの発展

・祭としてのフットボール→校庭のフットボールへ

・ラグビーとサッカーに分化（1863年の会議）

3) ラグビーフットボールの発展

・ラグビーユニオンとラグビーリーグに分裂

・ワールドカップ・ラグビーの優勝国からみるラグビーの発展

4) サッカーの発展

・世界に広がるサッカー

・ワールドカップ優勝国からみるサッカーの発展

・世界のサッカー界の現状

3 10月29日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

・4列縦隊で移動しながら全員でブラジル体操＆ストレッチ

・約3～4分、ボールリフティングやドリブルの自由練習

2) ①パスの技術

・2人組で「歩いてポン！」と言いながら、インサイドキック＆トラップ

・同様に、テンポよく「イン・イン」または「アウト・イン」

②1対1ボールキープ

・止めないで連続パス。笛が鳴ったらボールの取り合い。負けはおん
ぶスクワット

・「あなた・わたし・ボール」の順になるようにしてボールを奪われない
ように工夫する（「スクリーンプレイ」という）

１年１・２組女子　サッカー　授業概要

学習テーマ・内容

世界サッカー史をさぐる

はこぶ・かわす・まもる

あそぶ
1)シャドーランではすぐに「ネタ切れ」に
なる。2回目は動き方を紹介するが、な
かなか大胆になれない者がいる

1)みたこともない映像に驚きの声。特
に「カルチョ・ストリコ」の殴り合いの
シーンは「え～」という声が上がる。

2)校庭のフットボールのイメージとして
「ホグワーツ魔法学校」を例に挙げると
わかりやすかったようだ。

全体的に大変よく話を聞いており、反
応もよかった。ただ、5分ほど時間オー
バーし、申し訳ないことをした（6時間目
だったのでまだよかったが）

1)リズムに乗れない者や妙な動きをす
る者がいるが、はじめてのブラジル体
操が面白いようで、全体的にノリノリで
やっている。
2)-①面白がって取り組んでおり、よく
声が出ている。

2)-②おんぶが下手（背負っている者は
腰を曲げすぎ。乗っている者は腕を
つっかえ棒にしている）

③1対1かわしあい

・幅3～5mほどのライン間で1対1のラインゴールゲーム。相手をかわし
て、ライン上にボールを置いたら1点。何らかのフェイントで相手をかわ
す（工夫）。取られそうになったら体を入れてボールを守る（スクリーン）

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（前回と同様）

4 10月31日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①パスの技術・戦術
・「歩いてポン！」「イン・イン」「アウト・イン」の復習と「イン・アウト」

・ワンタッチで返す。「同じ人が続いて2回触ってはならない」。連続30
回。遅いところはおんぶスクワット

・パスがずれた時のサポートの位置＝受け手の顔が向いているところ
へ走る
　「ごめん」のあとすぐに「ごめんでない！」と言って走る。そうすれば、
ミスにはならない

・「ごめん→ごめんじゃない！」の練習。

　　　　　　　　走る

②3対1ボールキープ

・サポートの理論…「死角」から出るように動く(フリーランニング）。
　動いて「はい！」と呼ぶ。

・3対1でボールキープ。鬼に触られたり、パスが変なところに行ったら
交替。時間は2～3分。　最後の鬼は罰ゲーム

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（枠あり）
　フットサルコートの外枠のみ引いておき、そのエリア内で行う

5 11月5日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 復習
・2人組のパス練習

・2人組で抜きあい、ボールキープ

・4人組で3対1のボールキープ
　「予測」が重要

3) クラスごとに3チームずつ作って簡易フットサル
・チームは教室の席順（縦の列）。他クラスと対戦。
人数はGK含めて5人。自由に交替、GKは全員が行う。
ボールが出たらプレーできなくなるのですみやかに戻す。まわりの人
も協力する

・ゴール移動。移動が完了したチームからゲーム。約10分

6 11月7日
地学教室 1) ビデオ学習：1996年FIFAフットサルワールドカップ決勝

　　　　　　　　（ブラジルvsスペイン）
・着替えて地学教室集合。15分程度のビデオ学習

0）大観衆とスキルフルなプレーの連続
に驚きの様子。特にパス回しの解説で
「動いた後にスペースができる」ことを
説明し、リプレイした際、「お～」という
声が上がる

グラウンド 2) アップ（ランニング）
　地学教室から走り出し、グラウンド2周とストレッチ。ゲームの準備

2)地学教室から律儀にしっかり走って
いる。

3) 3コートに分かれてゲーム
　1試合の中で必ず全員がGKを経験する(ローテーションを促す）

3)ボール拾いがうまくできていない(予
備のボールの準備など）

2)-①「ボールを受けた人の顔が向い
ている方へ動いてやればよい」と言っ
ても、「顔の向いている方」の意味がわ
からない生徒がいるようだ。

復習＆フットサル導入

フットサルとは

3)相変わらず、狭い範囲でやっている
ところが多い

つなぐ

2)-③フェイントを紹介する時間があま
りとれなかった

2)復習なのでテンポよくできている。3
対1では、相手の逆を取ることや、先回
りして動くことが重要ということを、デモ
ンストレーションで理解できたようだ。

3)ゴールはあらかじめ設置されていた
（前のクラスが動かしていた）ものを利
用。片付け時にチームでゴールを動か
した。最初にしては上出来。

ごめん！

ごめんじゃ

（8） （9）

2008.12.6.

時数 期日 生徒の様子・教師の指導

1 10月22日
グラウンド 1) アップ（シャドーラン・シャドードリブル）

・2人組。ジャンケンで勝った方が好きなように走る。負けた方は3m後
方を、前の人のマネをして走る。50秒交替。

・同様に、一人1個ボールを持って、ドリブルしながら行う。 ・前の人を見失うのがおもしろい

2) ドリブル&リフティング 2）個人差が大きい

・狭いエリア内（コーンあり）をドリブルで移動。ぶつからないように。右
足だけ、左足だけ。

・ボールぶつけ鬼ごっこ。一人1個ボールを持って、自由にドリブル。他
人のボールに自分のボールをぶつけたら1点。5点先取で勝ち。

・ボールリフティング。最高回数を報告

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー
ゴールはコーンの間。グラウンドのどこで行ってもよい。手を用いない
でボールをコーン間に通したら1点

3）全体的に非常に狭い範囲で行って
いるが、中にはラインなしでダイナミッ
クに動いているグループもあった。

2 10月24日
化学講義室 VTRをみながら、歴史の学習

（雨のため） 1) 世界各地にあったサッカーのルーツ

・漢の時代の「足球」→日本の「蹴鞠」

・中南米で行われていた「トラチトリ」

・ヨーロッパ各地で行われていた「襲撃ゲーム」(VTR中の呼び方）

・世界各地にいまも残る様々なフットボール

2) 英国におけるフットボールの発展

・祭としてのフットボール→校庭のフットボールへ

・ラグビーとサッカーに分化（1863年の会議）

3) ラグビーフットボールの発展

・ラグビーユニオンとラグビーリーグに分裂

・ワールドカップ・ラグビーの優勝国からみるラグビーの発展

4) サッカーの発展

・世界に広がるサッカー

・ワールドカップ優勝国からみるサッカーの発展

・世界のサッカー界の現状

3 10月29日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

・4列縦隊で移動しながら全員でブラジル体操＆ストレッチ

・約3～4分、ボールリフティングやドリブルの自由練習

2) ①パスの技術

・2人組で「歩いてポン！」と言いながら、インサイドキック＆トラップ

・同様に、テンポよく「イン・イン」または「アウト・イン」

②1対1ボールキープ

・止めないで連続パス。笛が鳴ったらボールの取り合い。負けはおん
ぶスクワット

・「あなた・わたし・ボール」の順になるようにしてボールを奪われない
ように工夫する（「スクリーンプレイ」という）

１年１・２組女子　サッカー　授業概要

学習テーマ・内容

世界サッカー史をさぐる

はこぶ・かわす・まもる

あそぶ
1)シャドーランではすぐに「ネタ切れ」に
なる。2回目は動き方を紹介するが、な
かなか大胆になれない者がいる

1)みたこともない映像に驚きの声。特
に「カルチョ・ストリコ」の殴り合いの
シーンは「え～」という声が上がる。

2)校庭のフットボールのイメージとして
「ホグワーツ魔法学校」を例に挙げると
わかりやすかったようだ。

全体的に大変よく話を聞いており、反
応もよかった。ただ、5分ほど時間オー
バーし、申し訳ないことをした（6時間目
だったのでまだよかったが）

1)リズムに乗れない者や妙な動きをす
る者がいるが、はじめてのブラジル体
操が面白いようで、全体的にノリノリで
やっている。
2)-①面白がって取り組んでおり、よく
声が出ている。

2)-②おんぶが下手（背負っている者は
腰を曲げすぎ。乗っている者は腕を
つっかえ棒にしている）

③1対1かわしあい

・幅3～5mほどのライン間で1対1のラインゴールゲーム。相手をかわし
て、ライン上にボールを置いたら1点。何らかのフェイントで相手をかわ
す（工夫）。取られそうになったら体を入れてボールを守る（スクリーン）

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（前回と同様）

4 10月31日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①パスの技術・戦術
・「歩いてポン！」「イン・イン」「アウト・イン」の復習と「イン・アウト」

・ワンタッチで返す。「同じ人が続いて2回触ってはならない」。連続30
回。遅いところはおんぶスクワット

・パスがずれた時のサポートの位置＝受け手の顔が向いているところ
へ走る
　「ごめん」のあとすぐに「ごめんでない！」と言って走る。そうすれば、
ミスにはならない

・「ごめん→ごめんじゃない！」の練習。

　　　　　　　　走る

②3対1ボールキープ

・サポートの理論…「死角」から出るように動く(フリーランニング）。
　動いて「はい！」と呼ぶ。

・3対1でボールキープ。鬼に触られたり、パスが変なところに行ったら
交替。時間は2～3分。　最後の鬼は罰ゲーム

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（枠あり）
　フットサルコートの外枠のみ引いておき、そのエリア内で行う

5 11月5日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 復習
・2人組のパス練習

・2人組で抜きあい、ボールキープ

・4人組で3対1のボールキープ
　「予測」が重要

3) クラスごとに3チームずつ作って簡易フットサル
・チームは教室の席順（縦の列）。他クラスと対戦。
人数はGK含めて5人。自由に交替、GKは全員が行う。
ボールが出たらプレーできなくなるのですみやかに戻す。まわりの人
も協力する

・ゴール移動。移動が完了したチームからゲーム。約10分

6 11月7日
地学教室 1) ビデオ学習：1996年FIFAフットサルワールドカップ決勝

　　　　　　　　（ブラジルvsスペイン）
・着替えて地学教室集合。15分程度のビデオ学習

0）大観衆とスキルフルなプレーの連続
に驚きの様子。特にパス回しの解説で
「動いた後にスペースができる」ことを
説明し、リプレイした際、「お～」という
声が上がる

グラウンド 2) アップ（ランニング）
　地学教室から走り出し、グラウンド2周とストレッチ。ゲームの準備

2)地学教室から律儀にしっかり走って
いる。

3) 3コートに分かれてゲーム
　1試合の中で必ず全員がGKを経験する(ローテーションを促す）

3)ボール拾いがうまくできていない(予
備のボールの準備など）

2)-①「ボールを受けた人の顔が向い
ている方へ動いてやればよい」と言っ
ても、「顔の向いている方」の意味がわ
からない生徒がいるようだ。

復習＆フットサル導入

フットサルとは

3)相変わらず、狭い範囲でやっている
ところが多い

つなぐ

2)-③フェイントを紹介する時間があま
りとれなかった

2)復習なのでテンポよくできている。3
対1では、相手の逆を取ることや、先回
りして動くことが重要ということを、デモ
ンストレーションで理解できたようだ。

3)ゴールはあらかじめ設置されていた
（前のクラスが動かしていた）ものを利
用。片付け時にチームでゴールを動か
した。最初にしては上出来。

ごめん！

ごめんじゃ
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2008.12.6.

時数 期日 生徒の様子・教師の指導

1 10月22日
グラウンド 1) アップ（シャドーラン・シャドードリブル）

・2人組。ジャンケンで勝った方が好きなように走る。負けた方は3m後
方を、前の人のマネをして走る。50秒交替。

・同様に、一人1個ボールを持って、ドリブルしながら行う。 ・前の人を見失うのがおもしろい

2) ドリブル&リフティング 2）個人差が大きい

・狭いエリア内（コーンあり）をドリブルで移動。ぶつからないように。右
足だけ、左足だけ。

・ボールぶつけ鬼ごっこ。一人1個ボールを持って、自由にドリブル。他
人のボールに自分のボールをぶつけたら1点。5点先取で勝ち。

・ボールリフティング。最高回数を報告

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー
ゴールはコーンの間。グラウンドのどこで行ってもよい。手を用いない
でボールをコーン間に通したら1点

3）全体的に非常に狭い範囲で行って
いるが、中にはラインなしでダイナミッ
クに動いているグループもあった。

2 10月24日
化学講義室 VTRをみながら、歴史の学習

（雨のため） 1) 世界各地にあったサッカーのルーツ

・漢の時代の「足球」→日本の「蹴鞠」

・中南米で行われていた「トラチトリ」

・ヨーロッパ各地で行われていた「襲撃ゲーム」(VTR中の呼び方）

・世界各地にいまも残る様々なフットボール

2) 英国におけるフットボールの発展

・祭としてのフットボール→校庭のフットボールへ

・ラグビーとサッカーに分化（1863年の会議）

3) ラグビーフットボールの発展

・ラグビーユニオンとラグビーリーグに分裂

・ワールドカップ・ラグビーの優勝国からみるラグビーの発展

4) サッカーの発展

・世界に広がるサッカー

・ワールドカップ優勝国からみるサッカーの発展

・世界のサッカー界の現状

3 10月29日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

・4列縦隊で移動しながら全員でブラジル体操＆ストレッチ

・約3～4分、ボールリフティングやドリブルの自由練習

2) ①パスの技術

・2人組で「歩いてポン！」と言いながら、インサイドキック＆トラップ

・同様に、テンポよく「イン・イン」または「アウト・イン」

②1対1ボールキープ

・止めないで連続パス。笛が鳴ったらボールの取り合い。負けはおん
ぶスクワット

・「あなた・わたし・ボール」の順になるようにしてボールを奪われない
ように工夫する（「スクリーンプレイ」という）

１年１・２組女子　サッカー　授業概要

学習テーマ・内容

世界サッカー史をさぐる

はこぶ・かわす・まもる

あそぶ
1)シャドーランではすぐに「ネタ切れ」に
なる。2回目は動き方を紹介するが、な
かなか大胆になれない者がいる

1)みたこともない映像に驚きの声。特
に「カルチョ・ストリコ」の殴り合いの
シーンは「え～」という声が上がる。

2)校庭のフットボールのイメージとして
「ホグワーツ魔法学校」を例に挙げると
わかりやすかったようだ。

全体的に大変よく話を聞いており、反
応もよかった。ただ、5分ほど時間オー
バーし、申し訳ないことをした（6時間目
だったのでまだよかったが）

1)リズムに乗れない者や妙な動きをす
る者がいるが、はじめてのブラジル体
操が面白いようで、全体的にノリノリで
やっている。
2)-①面白がって取り組んでおり、よく
声が出ている。

2)-②おんぶが下手（背負っている者は
腰を曲げすぎ。乗っている者は腕を
つっかえ棒にしている）

③1対1かわしあい

・幅3～5mほどのライン間で1対1のラインゴールゲーム。相手をかわし
て、ライン上にボールを置いたら1点。何らかのフェイントで相手をかわ
す（工夫）。取られそうになったら体を入れてボールを守る（スクリーン）

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（前回と同様）

4 10月31日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①パスの技術・戦術
・「歩いてポン！」「イン・イン」「アウト・イン」の復習と「イン・アウト」

・ワンタッチで返す。「同じ人が続いて2回触ってはならない」。連続30
回。遅いところはおんぶスクワット

・パスがずれた時のサポートの位置＝受け手の顔が向いているところ
へ走る
　「ごめん」のあとすぐに「ごめんでない！」と言って走る。そうすれば、
ミスにはならない

・「ごめん→ごめんじゃない！」の練習。

　　　　　　　　走る

②3対1ボールキープ

・サポートの理論…「死角」から出るように動く(フリーランニング）。
　動いて「はい！」と呼ぶ。

・3対1でボールキープ。鬼に触られたり、パスが変なところに行ったら
交替。時間は2～3分。　最後の鬼は罰ゲーム

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（枠あり）
　フットサルコートの外枠のみ引いておき、そのエリア内で行う

5 11月5日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 復習
・2人組のパス練習

・2人組で抜きあい、ボールキープ

・4人組で3対1のボールキープ
　「予測」が重要

3) クラスごとに3チームずつ作って簡易フットサル
・チームは教室の席順（縦の列）。他クラスと対戦。
人数はGK含めて5人。自由に交替、GKは全員が行う。
ボールが出たらプレーできなくなるのですみやかに戻す。まわりの人
も協力する

・ゴール移動。移動が完了したチームからゲーム。約10分

6 11月7日
地学教室 1) ビデオ学習：1996年FIFAフットサルワールドカップ決勝

　　　　　　　　（ブラジルvsスペイン）
・着替えて地学教室集合。15分程度のビデオ学習

0）大観衆とスキルフルなプレーの連続
に驚きの様子。特にパス回しの解説で
「動いた後にスペースができる」ことを
説明し、リプレイした際、「お～」という
声が上がる

グラウンド 2) アップ（ランニング）
　地学教室から走り出し、グラウンド2周とストレッチ。ゲームの準備

2)地学教室から律儀にしっかり走って
いる。

3) 3コートに分かれてゲーム
　1試合の中で必ず全員がGKを経験する(ローテーションを促す）

3)ボール拾いがうまくできていない(予
備のボールの準備など）

2)-①「ボールを受けた人の顔が向い
ている方へ動いてやればよい」と言っ
ても、「顔の向いている方」の意味がわ
からない生徒がいるようだ。

復習＆フットサル導入

フットサルとは

3)相変わらず、狭い範囲でやっている
ところが多い

つなぐ

2)-③フェイントを紹介する時間があま
りとれなかった

2)復習なのでテンポよくできている。3
対1では、相手の逆を取ることや、先回
りして動くことが重要ということを、デモ
ンストレーションで理解できたようだ。

3)ゴールはあらかじめ設置されていた
（前のクラスが動かしていた）ものを利
用。片付け時にチームでゴールを動か
した。最初にしては上出来。

ごめん！

ごめんじゃ
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2008.12.6.

時数 期日 生徒の様子・教師の指導

1 10月22日
グラウンド 1) アップ（シャドーラン・シャドードリブル）

・2人組。ジャンケンで勝った方が好きなように走る。負けた方は3m後
方を、前の人のマネをして走る。50秒交替。

・同様に、一人1個ボールを持って、ドリブルしながら行う。 ・前の人を見失うのがおもしろい

2) ドリブル&リフティング 2）個人差が大きい

・狭いエリア内（コーンあり）をドリブルで移動。ぶつからないように。右
足だけ、左足だけ。

・ボールぶつけ鬼ごっこ。一人1個ボールを持って、自由にドリブル。他
人のボールに自分のボールをぶつけたら1点。5点先取で勝ち。

・ボールリフティング。最高回数を報告

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー
ゴールはコーンの間。グラウンドのどこで行ってもよい。手を用いない
でボールをコーン間に通したら1点

3）全体的に非常に狭い範囲で行って
いるが、中にはラインなしでダイナミッ
クに動いているグループもあった。

2 10月24日
化学講義室 VTRをみながら、歴史の学習

（雨のため） 1) 世界各地にあったサッカーのルーツ

・漢の時代の「足球」→日本の「蹴鞠」

・中南米で行われていた「トラチトリ」

・ヨーロッパ各地で行われていた「襲撃ゲーム」(VTR中の呼び方）

・世界各地にいまも残る様々なフットボール

2) 英国におけるフットボールの発展

・祭としてのフットボール→校庭のフットボールへ

・ラグビーとサッカーに分化（1863年の会議）

3) ラグビーフットボールの発展

・ラグビーユニオンとラグビーリーグに分裂

・ワールドカップ・ラグビーの優勝国からみるラグビーの発展

4) サッカーの発展

・世界に広がるサッカー

・ワールドカップ優勝国からみるサッカーの発展

・世界のサッカー界の現状

3 10月29日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

・4列縦隊で移動しながら全員でブラジル体操＆ストレッチ

・約3～4分、ボールリフティングやドリブルの自由練習

2) ①パスの技術

・2人組で「歩いてポン！」と言いながら、インサイドキック＆トラップ

・同様に、テンポよく「イン・イン」または「アウト・イン」

②1対1ボールキープ

・止めないで連続パス。笛が鳴ったらボールの取り合い。負けはおん
ぶスクワット

・「あなた・わたし・ボール」の順になるようにしてボールを奪われない
ように工夫する（「スクリーンプレイ」という）

１年１・２組女子　サッカー　授業概要

学習テーマ・内容

世界サッカー史をさぐる

はこぶ・かわす・まもる

あそぶ
1)シャドーランではすぐに「ネタ切れ」に
なる。2回目は動き方を紹介するが、な
かなか大胆になれない者がいる

1)みたこともない映像に驚きの声。特
に「カルチョ・ストリコ」の殴り合いの
シーンは「え～」という声が上がる。

2)校庭のフットボールのイメージとして
「ホグワーツ魔法学校」を例に挙げると
わかりやすかったようだ。

全体的に大変よく話を聞いており、反
応もよかった。ただ、5分ほど時間オー
バーし、申し訳ないことをした（6時間目
だったのでまだよかったが）

1)リズムに乗れない者や妙な動きをす
る者がいるが、はじめてのブラジル体
操が面白いようで、全体的にノリノリで
やっている。
2)-①面白がって取り組んでおり、よく
声が出ている。

2)-②おんぶが下手（背負っている者は
腰を曲げすぎ。乗っている者は腕を
つっかえ棒にしている）

③1対1かわしあい

・幅3～5mほどのライン間で1対1のラインゴールゲーム。相手をかわし
て、ライン上にボールを置いたら1点。何らかのフェイントで相手をかわ
す（工夫）。取られそうになったら体を入れてボールを守る（スクリーン）

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（前回と同様）

4 10月31日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①パスの技術・戦術
・「歩いてポン！」「イン・イン」「アウト・イン」の復習と「イン・アウト」

・ワンタッチで返す。「同じ人が続いて2回触ってはならない」。連続30
回。遅いところはおんぶスクワット

・パスがずれた時のサポートの位置＝受け手の顔が向いているところ
へ走る
　「ごめん」のあとすぐに「ごめんでない！」と言って走る。そうすれば、
ミスにはならない

・「ごめん→ごめんじゃない！」の練習。

　　　　　　　　走る

②3対1ボールキープ

・サポートの理論…「死角」から出るように動く(フリーランニング）。
　動いて「はい！」と呼ぶ。

・3対1でボールキープ。鬼に触られたり、パスが変なところに行ったら
交替。時間は2～3分。　最後の鬼は罰ゲーム

3) 4～5人の即席チームでストリートサッカー（枠あり）
　フットサルコートの外枠のみ引いておき、そのエリア内で行う

5 11月5日
グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 復習
・2人組のパス練習

・2人組で抜きあい、ボールキープ

・4人組で3対1のボールキープ
　「予測」が重要

3) クラスごとに3チームずつ作って簡易フットサル
・チームは教室の席順（縦の列）。他クラスと対戦。
人数はGK含めて5人。自由に交替、GKは全員が行う。
ボールが出たらプレーできなくなるのですみやかに戻す。まわりの人
も協力する

・ゴール移動。移動が完了したチームからゲーム。約10分

6 11月7日
地学教室 1) ビデオ学習：1996年FIFAフットサルワールドカップ決勝

　　　　　　　　（ブラジルvsスペイン）
・着替えて地学教室集合。15分程度のビデオ学習

0）大観衆とスキルフルなプレーの連続
に驚きの様子。特にパス回しの解説で
「動いた後にスペースができる」ことを
説明し、リプレイした際、「お～」という
声が上がる

グラウンド 2) アップ（ランニング）
　地学教室から走り出し、グラウンド2周とストレッチ。ゲームの準備

2)地学教室から律儀にしっかり走って
いる。

3) 3コートに分かれてゲーム
　1試合の中で必ず全員がGKを経験する(ローテーションを促す）

3)ボール拾いがうまくできていない(予
備のボールの準備など）

2)-①「ボールを受けた人の顔が向い
ている方へ動いてやればよい」と言っ
ても、「顔の向いている方」の意味がわ
からない生徒がいるようだ。

復習＆フットサル導入

フットサルとは

3)相変わらず、狭い範囲でやっている
ところが多い

つなぐ

2)-③フェイントを紹介する時間があま
りとれなかった

2)復習なのでテンポよくできている。3
対1では、相手の逆を取ることや、先回
りして動くことが重要ということを、デモ
ンストレーションで理解できたようだ。

3)ゴールはあらかじめ設置されていた
（前のクラスが動かしていた）ものを利
用。片付け時にチームでゴールを動か
した。最初にしては上出来。

ごめん！

ごめんじゃ
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7 11月12日

グラウンド 1) アップ（チームごとにブラジル体操）

　試合の準備

・フットサルコートはタッチライン33m、
ゴールライン20mのサイズで左図のよ
うに3面つくる。1組と2組の対戦で、勝
利数の多いクラスの勝ちとした。
※タッチラインを33mとしたのは、サッ
カーのペナルティエリア(16.5m)をハー
フラインとして利用するため

2) 第1試合
1組窓（2-1）2組中央　1組中央（0-0）2組廊下　1組廊下（2-1）2組窓

3) 第2試合
1組窓（2-3）2組廊下　1組中央（0-1）2組窓　1組廊下（5-0）2組中央

8 11月14日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①ウェッジコントロール
　手で落としたボールを、足の裏と地面の間に三角形をつくってコント
ロール。同様にインサイド、アウトサイドでも

2)-①「ボボン」のタイミングをつかむの
が難しいようだ

②ボレーキック
　投げてもらったボールをインサイドボレーで返す。次にインステップ。
投げる側は「そっ」と言いながら「そっ」と投げ、帰ってきたボールを必
死でキャッチする

2)-②投げる方が重要。「そっ」と言いな
がらやさしく投げることを、面白がって
取り組んでいた

③クッションコントロール＆ボレーキック
　ももに投げられたボールをクッションコントロールしてボレーで返す。
次に胸。

2)－③教師の示範に驚きの声。「でき
ない」と言うのは禁止。「できる」と言い
ながら行うので明るい雰囲気になる

コート面 ④ヘディング

・額へのボール乗せ。10数える(早く数えればよい）。次に、その場での
ボールつき。バレーボールのトスと並行して行う

・投げられたボールをヘディングで返す。次にジャンプヘッド

・円陣リフティング。円陣バレーの要領で、頭に当たった回数のみ数え
る。バレーボールでのつなぎあり、キャッチあり。落としたらゼロに戻
る。

かなり盛り上がってやっていた。最高で
10回弱

グラウンド 3) クラス対抗で変則的ゲーム

・サッカー場半面にフットサルゴールを置き、全員で一斉にゲーム。最
初はボール1個、途中から2個。GKはなし。普通のゴールは1点だが、
それ以外に、ピッチ上のいかなる場面においても「頭にボールが当
たったら1点」。外に出たら出たところから投げ入れ。投げ入れ時のヘ
ディングがチャンス

9 11月19日

グラウンド 1) ①チーム編成

②アップ（ブラジル体操・円陣パス）
　「チーム結成記念ブラジル体操」。円陣パスでは「3文字以内の呼び
名」で互いにパス交換

2) 講義①歴史と理念

・農村のフットボールの時代、「固まりから離れているのはずるい」とい
う感覚が原点。校庭のフットボールにおいて徐々に制度化

講義②ラグビーのオフサイド

・ラグビーのオフサイド（これが原型）の説明…ボールの位置がオフサ
イドライン。ボールより前方はオフサイドの位置。プレーしたらオフサイ
ドの反則

1)-①1,2組それぞれ4チーム作り、それ
を合体。

2)-②ラグビーのルールをあまり生徒
は知らない。「トライ」の意味も全く知ら
なかった。

2）生徒の反応は良好。よく聞いている
し考えている。質問2～3あり。

2)-④コート面に走って移動。バレー
ボールを用いてのボール乗せ、ヘディ
ングは興味深く取り組んでいた

フットサル大会

浮き球の処理

オフサイドⅠ　ルールの理解とアシスタントレフェリー(副審）の仕事

3)最初は狭い範囲で固まっていたが、
ボールが出たときなど、積極的に頭で
ボールに触ろうとする。目をつぶって
ジャンプするので危険と思われる場面
もあった

第1試合と第2試合の間に一度集合し、
結果の確認と、次の試合へ向けての修
正点を確認しあった。

講義③サッカーのオフサイド

・今日のオフサイドは「待ち伏せ禁止令」。「いつ」「どこで」「何を」がポ
イント
　「いつ」…味方がパスした瞬間
　「どこで」…相手守備側の後ろから2番目のプレーヤーより前方で
　「何を」…パスを受けるなど具体的にプレーに関与した場合
・例題を通して考える
　例1）パスが出てから裏側でボールをもらった場合
　例2）戻ってパスを受けた場合
　例3）オフサイド位置だがパスをもらわなかった場合
　　　　戻し気味のパスを受けた場合

講義④アシスタントレフェリー(副審）の仕事

・主審一人では判断できないので副審（アシスタントレフェリー）が旗を
持って、オフサイドラインをずっと監視している
　→オフサイドの反則があったら旗を上げ、主審に知らせ、主審が笛を
吹いたら場所を示す
・副審は、タッチラインとゴールラインもみる。ボールが出たら旗を上
げ、開始方法を示す

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3)副審の仕事が難しいようだ。「ダッ
シュの連続」ということがなかなか体で
理解できない。プレーヤーはボール周
辺に固まる傾向あり

10 11月21日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：オフサイドルールの攻略法と活用法

・攻撃側は「横への広がり」と「オープンスペースへの走り込み」を意識
・守備側は「オフサイドトラップ」を意識

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3）前回よりも、副審の仕事について
も、また横への広がりも意識できてい
る。ただしまだまだ

11 11月26日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

（全面利用） 2) 講義：サッカーにおける自由と責任（ポジションとシステム）

3) ①役割分担ゲーム
　各エリア内に人(GK、DF、MF、FW）を配置。そのエリア内しか人は動
くことができない。

左の図では、白が3-4-2、黒が3-3-
3(各チーム10人）。はじまってみない
と、数的有利なところがどこかはわから
ない。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→
②全員攻撃全員守備ゲーム
　ゴールインしたときに、全員がハーフラインを越えていないと得点と
認められない。得点が入ったとき、相手側がハーフラインより前方に
残っていたら、残っていた人数分だけボーナス点。

3)-②一気に運動量が多くなる。特に
GKが長い距離を移動するので大変。
予測が大切

この図では、黒が一人敵陣に残ってい
るので、ボーナス点1点加わり2点とな
る

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

自由と責任

2)-④副審の旗の持ち方について、「人
差し指を立てて、腕と旗が一体化する
ように持つ」と説明。生徒のデモンスト
レーションに「かっこいい！」の声が上
がる。

2）理屈ではわかったようだ

3)-①ポジション決めに時間がかかり、
なかなか始まらない。始まってみると一
定の範囲しか動けないのでもどかし
い。それぞれのエリア内で狭く固まって
しまう傾向がある。

2)-③「例２）戻りオフサイド」については
間違える生徒も多くいた。

オフサイドⅡ　攻略法と活用法

（10） （11）

7 11月12日

グラウンド 1) アップ（チームごとにブラジル体操）

　試合の準備

・フットサルコートはタッチライン33m、
ゴールライン20mのサイズで左図のよ
うに3面つくる。1組と2組の対戦で、勝
利数の多いクラスの勝ちとした。
※タッチラインを33mとしたのは、サッ
カーのペナルティエリア(16.5m)をハー
フラインとして利用するため

2) 第1試合
1組窓（2-1）2組中央　1組中央（0-0）2組廊下　1組廊下（2-1）2組窓

3) 第2試合
1組窓（2-3）2組廊下　1組中央（0-1）2組窓　1組廊下（5-0）2組中央

8 11月14日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①ウェッジコントロール
　手で落としたボールを、足の裏と地面の間に三角形をつくってコント
ロール。同様にインサイド、アウトサイドでも

2)-①「ボボン」のタイミングをつかむの
が難しいようだ

②ボレーキック
　投げてもらったボールをインサイドボレーで返す。次にインステップ。
投げる側は「そっ」と言いながら「そっ」と投げ、帰ってきたボールを必
死でキャッチする

2)-②投げる方が重要。「そっ」と言いな
がらやさしく投げることを、面白がって
取り組んでいた

③クッションコントロール＆ボレーキック
　ももに投げられたボールをクッションコントロールしてボレーで返す。
次に胸。

2)－③教師の示範に驚きの声。「でき
ない」と言うのは禁止。「できる」と言い
ながら行うので明るい雰囲気になる

コート面 ④ヘディング

・額へのボール乗せ。10数える(早く数えればよい）。次に、その場での
ボールつき。バレーボールのトスと並行して行う

・投げられたボールをヘディングで返す。次にジャンプヘッド

・円陣リフティング。円陣バレーの要領で、頭に当たった回数のみ数え
る。バレーボールでのつなぎあり、キャッチあり。落としたらゼロに戻
る。

かなり盛り上がってやっていた。最高で
10回弱

グラウンド 3) クラス対抗で変則的ゲーム

・サッカー場半面にフットサルゴールを置き、全員で一斉にゲーム。最
初はボール1個、途中から2個。GKはなし。普通のゴールは1点だが、
それ以外に、ピッチ上のいかなる場面においても「頭にボールが当
たったら1点」。外に出たら出たところから投げ入れ。投げ入れ時のヘ
ディングがチャンス

9 11月19日

グラウンド 1) ①チーム編成

②アップ（ブラジル体操・円陣パス）
　「チーム結成記念ブラジル体操」。円陣パスでは「3文字以内の呼び
名」で互いにパス交換

2) 講義①歴史と理念

・農村のフットボールの時代、「固まりから離れているのはずるい」とい
う感覚が原点。校庭のフットボールにおいて徐々に制度化

講義②ラグビーのオフサイド

・ラグビーのオフサイド（これが原型）の説明…ボールの位置がオフサ
イドライン。ボールより前方はオフサイドの位置。プレーしたらオフサイ
ドの反則

1)-①1,2組それぞれ4チーム作り、それ
を合体。

2)-②ラグビーのルールをあまり生徒
は知らない。「トライ」の意味も全く知ら
なかった。

2）生徒の反応は良好。よく聞いている
し考えている。質問2～3あり。

2)-④コート面に走って移動。バレー
ボールを用いてのボール乗せ、ヘディ
ングは興味深く取り組んでいた

フットサル大会

浮き球の処理

オフサイドⅠ　ルールの理解とアシスタントレフェリー(副審）の仕事

3)最初は狭い範囲で固まっていたが、
ボールが出たときなど、積極的に頭で
ボールに触ろうとする。目をつぶって
ジャンプするので危険と思われる場面
もあった

第1試合と第2試合の間に一度集合し、
結果の確認と、次の試合へ向けての修
正点を確認しあった。

講義③サッカーのオフサイド

・今日のオフサイドは「待ち伏せ禁止令」。「いつ」「どこで」「何を」がポ
イント
　「いつ」…味方がパスした瞬間
　「どこで」…相手守備側の後ろから2番目のプレーヤーより前方で
　「何を」…パスを受けるなど具体的にプレーに関与した場合
・例題を通して考える
　例1）パスが出てから裏側でボールをもらった場合
　例2）戻ってパスを受けた場合
　例3）オフサイド位置だがパスをもらわなかった場合
　　　　戻し気味のパスを受けた場合

講義④アシスタントレフェリー(副審）の仕事

・主審一人では判断できないので副審（アシスタントレフェリー）が旗を
持って、オフサイドラインをずっと監視している
　→オフサイドの反則があったら旗を上げ、主審に知らせ、主審が笛を
吹いたら場所を示す
・副審は、タッチラインとゴールラインもみる。ボールが出たら旗を上
げ、開始方法を示す

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3)副審の仕事が難しいようだ。「ダッ
シュの連続」ということがなかなか体で
理解できない。プレーヤーはボール周
辺に固まる傾向あり

10 11月21日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：オフサイドルールの攻略法と活用法

・攻撃側は「横への広がり」と「オープンスペースへの走り込み」を意識
・守備側は「オフサイドトラップ」を意識

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3）前回よりも、副審の仕事について
も、また横への広がりも意識できてい
る。ただしまだまだ

11 11月26日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

（全面利用） 2) 講義：サッカーにおける自由と責任（ポジションとシステム）

3) ①役割分担ゲーム
　各エリア内に人(GK、DF、MF、FW）を配置。そのエリア内しか人は動
くことができない。

左の図では、白が3-4-2、黒が3-3-
3(各チーム10人）。はじまってみない
と、数的有利なところがどこかはわから
ない。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→
②全員攻撃全員守備ゲーム
　ゴールインしたときに、全員がハーフラインを越えていないと得点と
認められない。得点が入ったとき、相手側がハーフラインより前方に
残っていたら、残っていた人数分だけボーナス点。

3)-②一気に運動量が多くなる。特に
GKが長い距離を移動するので大変。
予測が大切

この図では、黒が一人敵陣に残ってい
るので、ボーナス点1点加わり2点とな
る

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

自由と責任

2)-④副審の旗の持ち方について、「人
差し指を立てて、腕と旗が一体化する
ように持つ」と説明。生徒のデモンスト
レーションに「かっこいい！」の声が上
がる。

2）理屈ではわかったようだ

3)-①ポジション決めに時間がかかり、
なかなか始まらない。始まってみると一
定の範囲しか動けないのでもどかし
い。それぞれのエリア内で狭く固まって
しまう傾向がある。

2)-③「例２）戻りオフサイド」については
間違える生徒も多くいた。

オフサイドⅡ　攻略法と活用法
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7 11月12日

グラウンド 1) アップ（チームごとにブラジル体操）

　試合の準備

・フットサルコートはタッチライン33m、
ゴールライン20mのサイズで左図のよ
うに3面つくる。1組と2組の対戦で、勝
利数の多いクラスの勝ちとした。
※タッチラインを33mとしたのは、サッ
カーのペナルティエリア(16.5m)をハー
フラインとして利用するため

2) 第1試合
1組窓（2-1）2組中央　1組中央（0-0）2組廊下　1組廊下（2-1）2組窓

3) 第2試合
1組窓（2-3）2組廊下　1組中央（0-1）2組窓　1組廊下（5-0）2組中央

8 11月14日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①ウェッジコントロール
　手で落としたボールを、足の裏と地面の間に三角形をつくってコント
ロール。同様にインサイド、アウトサイドでも

2)-①「ボボン」のタイミングをつかむの
が難しいようだ

②ボレーキック
　投げてもらったボールをインサイドボレーで返す。次にインステップ。
投げる側は「そっ」と言いながら「そっ」と投げ、帰ってきたボールを必
死でキャッチする

2)-②投げる方が重要。「そっ」と言いな
がらやさしく投げることを、面白がって
取り組んでいた

③クッションコントロール＆ボレーキック
　ももに投げられたボールをクッションコントロールしてボレーで返す。
次に胸。

2)－③教師の示範に驚きの声。「でき
ない」と言うのは禁止。「できる」と言い
ながら行うので明るい雰囲気になる

コート面 ④ヘディング

・額へのボール乗せ。10数える(早く数えればよい）。次に、その場での
ボールつき。バレーボールのトスと並行して行う

・投げられたボールをヘディングで返す。次にジャンプヘッド

・円陣リフティング。円陣バレーの要領で、頭に当たった回数のみ数え
る。バレーボールでのつなぎあり、キャッチあり。落としたらゼロに戻
る。

かなり盛り上がってやっていた。最高で
10回弱

グラウンド 3) クラス対抗で変則的ゲーム

・サッカー場半面にフットサルゴールを置き、全員で一斉にゲーム。最
初はボール1個、途中から2個。GKはなし。普通のゴールは1点だが、
それ以外に、ピッチ上のいかなる場面においても「頭にボールが当
たったら1点」。外に出たら出たところから投げ入れ。投げ入れ時のヘ
ディングがチャンス

9 11月19日

グラウンド 1) ①チーム編成

②アップ（ブラジル体操・円陣パス）
　「チーム結成記念ブラジル体操」。円陣パスでは「3文字以内の呼び
名」で互いにパス交換

2) 講義①歴史と理念

・農村のフットボールの時代、「固まりから離れているのはずるい」とい
う感覚が原点。校庭のフットボールにおいて徐々に制度化

講義②ラグビーのオフサイド

・ラグビーのオフサイド（これが原型）の説明…ボールの位置がオフサ
イドライン。ボールより前方はオフサイドの位置。プレーしたらオフサイ
ドの反則

1)-①1,2組それぞれ4チーム作り、それ
を合体。

2)-②ラグビーのルールをあまり生徒
は知らない。「トライ」の意味も全く知ら
なかった。

2）生徒の反応は良好。よく聞いている
し考えている。質問2～3あり。

2)-④コート面に走って移動。バレー
ボールを用いてのボール乗せ、ヘディ
ングは興味深く取り組んでいた

フットサル大会

浮き球の処理

オフサイドⅠ　ルールの理解とアシスタントレフェリー(副審）の仕事

3)最初は狭い範囲で固まっていたが、
ボールが出たときなど、積極的に頭で
ボールに触ろうとする。目をつぶって
ジャンプするので危険と思われる場面
もあった

第1試合と第2試合の間に一度集合し、
結果の確認と、次の試合へ向けての修
正点を確認しあった。

講義③サッカーのオフサイド

・今日のオフサイドは「待ち伏せ禁止令」。「いつ」「どこで」「何を」がポ
イント
　「いつ」…味方がパスした瞬間
　「どこで」…相手守備側の後ろから2番目のプレーヤーより前方で
　「何を」…パスを受けるなど具体的にプレーに関与した場合
・例題を通して考える
　例1）パスが出てから裏側でボールをもらった場合
　例2）戻ってパスを受けた場合
　例3）オフサイド位置だがパスをもらわなかった場合
　　　　戻し気味のパスを受けた場合

講義④アシスタントレフェリー(副審）の仕事

・主審一人では判断できないので副審（アシスタントレフェリー）が旗を
持って、オフサイドラインをずっと監視している
　→オフサイドの反則があったら旗を上げ、主審に知らせ、主審が笛を
吹いたら場所を示す
・副審は、タッチラインとゴールラインもみる。ボールが出たら旗を上
げ、開始方法を示す

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3)副審の仕事が難しいようだ。「ダッ
シュの連続」ということがなかなか体で
理解できない。プレーヤーはボール周
辺に固まる傾向あり

10 11月21日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：オフサイドルールの攻略法と活用法

・攻撃側は「横への広がり」と「オープンスペースへの走り込み」を意識
・守備側は「オフサイドトラップ」を意識

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3）前回よりも、副審の仕事について
も、また横への広がりも意識できてい
る。ただしまだまだ

11 11月26日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

（全面利用） 2) 講義：サッカーにおける自由と責任（ポジションとシステム）

3) ①役割分担ゲーム
　各エリア内に人(GK、DF、MF、FW）を配置。そのエリア内しか人は動
くことができない。

左の図では、白が3-4-2、黒が3-3-
3(各チーム10人）。はじまってみない
と、数的有利なところがどこかはわから
ない。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→
②全員攻撃全員守備ゲーム
　ゴールインしたときに、全員がハーフラインを越えていないと得点と
認められない。得点が入ったとき、相手側がハーフラインより前方に
残っていたら、残っていた人数分だけボーナス点。

3)-②一気に運動量が多くなる。特に
GKが長い距離を移動するので大変。
予測が大切

この図では、黒が一人敵陣に残ってい
るので、ボーナス点1点加わり2点とな
る

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

自由と責任

2)-④副審の旗の持ち方について、「人
差し指を立てて、腕と旗が一体化する
ように持つ」と説明。生徒のデモンスト
レーションに「かっこいい！」の声が上
がる。

2）理屈ではわかったようだ

3)-①ポジション決めに時間がかかり、
なかなか始まらない。始まってみると一
定の範囲しか動けないのでもどかし
い。それぞれのエリア内で狭く固まって
しまう傾向がある。

2)-③「例２）戻りオフサイド」については
間違える生徒も多くいた。

オフサイドⅡ　攻略法と活用法

（10） （11）

7 11月12日

グラウンド 1) アップ（チームごとにブラジル体操）

　試合の準備

・フットサルコートはタッチライン33m、
ゴールライン20mのサイズで左図のよ
うに3面つくる。1組と2組の対戦で、勝
利数の多いクラスの勝ちとした。
※タッチラインを33mとしたのは、サッ
カーのペナルティエリア(16.5m)をハー
フラインとして利用するため

2) 第1試合
1組窓（2-1）2組中央　1組中央（0-0）2組廊下　1組廊下（2-1）2組窓

3) 第2試合
1組窓（2-3）2組廊下　1組中央（0-1）2組窓　1組廊下（5-0）2組中央

8 11月14日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) ①ウェッジコントロール
　手で落としたボールを、足の裏と地面の間に三角形をつくってコント
ロール。同様にインサイド、アウトサイドでも

2)-①「ボボン」のタイミングをつかむの
が難しいようだ

②ボレーキック
　投げてもらったボールをインサイドボレーで返す。次にインステップ。
投げる側は「そっ」と言いながら「そっ」と投げ、帰ってきたボールを必
死でキャッチする

2)-②投げる方が重要。「そっ」と言いな
がらやさしく投げることを、面白がって
取り組んでいた

③クッションコントロール＆ボレーキック
　ももに投げられたボールをクッションコントロールしてボレーで返す。
次に胸。

2)－③教師の示範に驚きの声。「でき
ない」と言うのは禁止。「できる」と言い
ながら行うので明るい雰囲気になる

コート面 ④ヘディング

・額へのボール乗せ。10数える(早く数えればよい）。次に、その場での
ボールつき。バレーボールのトスと並行して行う

・投げられたボールをヘディングで返す。次にジャンプヘッド

・円陣リフティング。円陣バレーの要領で、頭に当たった回数のみ数え
る。バレーボールでのつなぎあり、キャッチあり。落としたらゼロに戻
る。

かなり盛り上がってやっていた。最高で
10回弱

グラウンド 3) クラス対抗で変則的ゲーム

・サッカー場半面にフットサルゴールを置き、全員で一斉にゲーム。最
初はボール1個、途中から2個。GKはなし。普通のゴールは1点だが、
それ以外に、ピッチ上のいかなる場面においても「頭にボールが当
たったら1点」。外に出たら出たところから投げ入れ。投げ入れ時のヘ
ディングがチャンス

9 11月19日

グラウンド 1) ①チーム編成

②アップ（ブラジル体操・円陣パス）
　「チーム結成記念ブラジル体操」。円陣パスでは「3文字以内の呼び
名」で互いにパス交換

2) 講義①歴史と理念

・農村のフットボールの時代、「固まりから離れているのはずるい」とい
う感覚が原点。校庭のフットボールにおいて徐々に制度化

講義②ラグビーのオフサイド

・ラグビーのオフサイド（これが原型）の説明…ボールの位置がオフサ
イドライン。ボールより前方はオフサイドの位置。プレーしたらオフサイ
ドの反則

1)-①1,2組それぞれ4チーム作り、それ
を合体。

2)-②ラグビーのルールをあまり生徒
は知らない。「トライ」の意味も全く知ら
なかった。

2）生徒の反応は良好。よく聞いている
し考えている。質問2～3あり。

2)-④コート面に走って移動。バレー
ボールを用いてのボール乗せ、ヘディ
ングは興味深く取り組んでいた

フットサル大会

浮き球の処理

オフサイドⅠ　ルールの理解とアシスタントレフェリー(副審）の仕事

3)最初は狭い範囲で固まっていたが、
ボールが出たときなど、積極的に頭で
ボールに触ろうとする。目をつぶって
ジャンプするので危険と思われる場面
もあった

第1試合と第2試合の間に一度集合し、
結果の確認と、次の試合へ向けての修
正点を確認しあった。

講義③サッカーのオフサイド

・今日のオフサイドは「待ち伏せ禁止令」。「いつ」「どこで」「何を」がポ
イント
　「いつ」…味方がパスした瞬間
　「どこで」…相手守備側の後ろから2番目のプレーヤーより前方で
　「何を」…パスを受けるなど具体的にプレーに関与した場合
・例題を通して考える
　例1）パスが出てから裏側でボールをもらった場合
　例2）戻ってパスを受けた場合
　例3）オフサイド位置だがパスをもらわなかった場合
　　　　戻し気味のパスを受けた場合

講義④アシスタントレフェリー(副審）の仕事

・主審一人では判断できないので副審（アシスタントレフェリー）が旗を
持って、オフサイドラインをずっと監視している
　→オフサイドの反則があったら旗を上げ、主審に知らせ、主審が笛を
吹いたら場所を示す
・副審は、タッチラインとゴールラインもみる。ボールが出たら旗を上
げ、開始方法を示す

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3)副審の仕事が難しいようだ。「ダッ
シュの連続」ということがなかなか体で
理解できない。プレーヤーはボール周
辺に固まる傾向あり

10 11月21日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：オフサイドルールの攻略法と活用法

・攻撃側は「横への広がり」と「オープンスペースへの走り込み」を意識
・守備側は「オフサイドトラップ」を意識

3) 半面でゲーム
　試合をやっていないチームは、全員でアシスタントレフェリーを行う。

3）前回よりも、副審の仕事について
も、また横への広がりも意識できてい
る。ただしまだまだ

11 11月26日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

（全面利用） 2) 講義：サッカーにおける自由と責任（ポジションとシステム）

3) ①役割分担ゲーム
　各エリア内に人(GK、DF、MF、FW）を配置。そのエリア内しか人は動
くことができない。

左の図では、白が3-4-2、黒が3-3-
3(各チーム10人）。はじまってみない
と、数的有利なところがどこかはわから
ない。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→
②全員攻撃全員守備ゲーム
　ゴールインしたときに、全員がハーフラインを越えていないと得点と
認められない。得点が入ったとき、相手側がハーフラインより前方に
残っていたら、残っていた人数分だけボーナス点。

3)-②一気に運動量が多くなる。特に
GKが長い距離を移動するので大変。
予測が大切

この図では、黒が一人敵陣に残ってい
るので、ボーナス点1点加わり2点とな
る

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

自由と責任

2)-④副審の旗の持ち方について、「人
差し指を立てて、腕と旗が一体化する
ように持つ」と説明。生徒のデモンスト
レーションに「かっこいい！」の声が上
がる。

2）理屈ではわかったようだ

3)-①ポジション決めに時間がかかり、
なかなか始まらない。始まってみると一
定の範囲しか動けないのでもどかし
い。それぞれのエリア内で狭く固まって
しまう傾向がある。

2)-③「例２）戻りオフサイド」については
間違える生徒も多くいた。

オフサイドⅡ　攻略法と活用法
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12 11月28日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：「ウィング」を使う
　オフサイドの攻略法のところでも出てきたが、両サイドに大きなス
ペースがあり、そこを活用するとよい攻撃ができる。そのポジションを
「ウィング」と呼ぶ。チームづくりの際、GK、DF、MF、FWだけでなく、右
サイド、中央、左サイドの担当を考えておくとよい

2)利き足を考えた方がよいが、「左利
き」と自覚している者は一人しかいな
かった

3) ウィングを使おうゲーム
①ウィングは安全地帯（このエリア内では相手に妨害されない）
②ウィング同士取り合いあり
　いずれもオフサイドあり。副審もつく

3)-②パスをもらう前の動きの工夫がな
い。もう少し時間をかければそのあたり
までできるのだが…。第2試合は「第3
段階」つまり、安全地帯なしの普通の
ゲームまで行った。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

13 12月3日

グラウンド 0) フィールド上に引かれたラインの意味とリーグ戦の進め方

1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第1日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）1-1浦和ブルー（館野）

第2試合…チーム名未定（清水）1-0ガンバ東京（宮）

14 12月5日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第2日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）0-0年末ジャンボ宝くじ（清水）

第2試合…ガンバ東京（宮）2-1浦和ブルー（館野）

15 12月6日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（最終日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）　-　ガンバ東京（宮）

第2試合…年末ジャンボ宝くじ（清水）　-　浦和ブルー（館野）

16 12月10日

化学講義室 1) オフサイドルールをめぐって－ルールと審判のとらえ方

2) テレビ観戦のポイント

3) 競技場でのライブ観戦のポイント

17 12月12日

前半終了時に全員集合し「パスをもらう
ときの体の向き」と「前を向いている人
を使う」ことを学ぶ。終了後は「大きなク
リアーの有効性」を学ぶ

2)3)約7分でチーム入れ替え。入れ替
え時間もゲームのうち。副審は全員で

よく動けていたので、次回から横幅を
10m広げることを伝えた

左右の広がり－ウィングを使う

予備（現時点で未定）

「みるスポーツ」としてのサッカー

リーグ戦①

1)まずは全員、後ろへ倒れたときの受
け身（手の付き方）を練習

リーグ戦②

リーグ戦③

3)-①安全地帯にボールを出すのはよ
いが、そこで時間をかけすぎて、相手
が全員戻ってしまってからクロスを上げ
ようとしている。遅い。また、ボールの
あるサイドに人が集まる傾向がある。
途中で指摘したが、ゴール前への入り
方のイメージが持てない

1)各ラインの意味を解説。リーグ戦の
進め方についても確認した

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目

6 本時の目標
　①一人ひとりが…、②各チームが…、③クラス全体が…、

１）ゲームの中で思う存分力を発揮する
２）リーグ戦の当事者として、ゲームをささえる
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

タッチライン66ｍ

7 準備 ゴールライン50ｍ

・サッカーボール30個 センターサークル半径6m

・副審用フラッグ8本 ペナルティエリア7.5m×10m

・リーグ戦星取表 ゴールエリア3.5m×4m

・ビブス：オレンジ10枚、水色10枚 (それぞれゴールの中心から6mと10m）

・少年用ゴール(5m×2.15m）1対 ※タッチライン、ゴールライン以外は歩測

・ラインは右のように引いておく

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で集合。チームごと4列縦隊に整列

・「前へならえ」をして列を整える

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・リーグ戦最終日。これまでの結果はどうなっているのか

・今日の結果次第で順位がどうなるか

・研究大会なので、いままでにないぐらいの「大観衆」がいる

2)本時の流れを把握する

①準備（「場」の準備と「身体」の準備）

②第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半の順

　試合がないときはチーム全員で「副審」を行う

1)試合順・ビブス着用チーム決め

・主将同士のジャンケンで決める

ゴール移動 2)ゴールを所定の位置に設置する

・走ってゴールまで移動。両脇について互いに合図をしてゴー
ルを倒して運ぶ

・ゴールを立てたら「セメントタイヤ」を設置する

4分

9分

風向き、太陽の位置などを考慮

2)助っ人として出場した者を確認す
る（人数は多い方に合わせている。
不足分は副審のチームから「助っ
人」を借りてくるが、助っ人として出
場できるのはリーグ戦期間を通して
1試合の半分だけ）

2)ゴール移動はいつもやっている
が、「しっかり倒して運ぶ」「ゴール
ポストを持って運ぶ」「チーム全員で
協力する」「立てるときはゆっくりと」
等に注意させる

1)試合順は既に決まっているので
確認のみ

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　時案

リーグ戦へ向けての準備

集合・整列・挨拶・点呼

本時の内容把握

導
　
　
　
入
　
　

�
1
3
分

�

1)集合の際の基準は教師が示す。

1)星取表の見方を説明し、現在の
状況を確認する
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リーグ戦②

リーグ戦③
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ようとしている。遅い。また、ボールの
あるサイドに人が集まる傾向がある。
途中で指摘したが、ゴール前への入り
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2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目

6 本時の目標
　①一人ひとりが…、②各チームが…、③クラス全体が…、

１）ゲームの中で思う存分力を発揮する
２）リーグ戦の当事者として、ゲームをささえる
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

タッチライン66ｍ

7 準備 ゴールライン50ｍ

・サッカーボール30個 センターサークル半径6m

・副審用フラッグ8本 ペナルティエリア7.5m×10m

・リーグ戦星取表 ゴールエリア3.5m×4m

・ビブス：オレンジ10枚、水色10枚 (それぞれゴールの中心から6mと10m）

・少年用ゴール(5m×2.15m）1対 ※タッチライン、ゴールライン以外は歩測

・ラインは右のように引いておく

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で集合。チームごと4列縦隊に整列

・「前へならえ」をして列を整える

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・リーグ戦最終日。これまでの結果はどうなっているのか

・今日の結果次第で順位がどうなるか

・研究大会なので、いままでにないぐらいの「大観衆」がいる

2)本時の流れを把握する

①準備（「場」の準備と「身体」の準備）

②第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半の順

　試合がないときはチーム全員で「副審」を行う

1)試合順・ビブス着用チーム決め

・主将同士のジャンケンで決める

ゴール移動 2)ゴールを所定の位置に設置する

・走ってゴールまで移動。両脇について互いに合図をしてゴー
ルを倒して運ぶ

・ゴールを立てたら「セメントタイヤ」を設置する

4分

9分

風向き、太陽の位置などを考慮

2)助っ人として出場した者を確認す
る（人数は多い方に合わせている。
不足分は副審のチームから「助っ
人」を借りてくるが、助っ人として出
場できるのはリーグ戦期間を通して
1試合の半分だけ）

2)ゴール移動はいつもやっている
が、「しっかり倒して運ぶ」「ゴール
ポストを持って運ぶ」「チーム全員で
協力する」「立てるときはゆっくりと」
等に注意させる

1)試合順は既に決まっているので
確認のみ

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　時案

リーグ戦へ向けての準備

集合・整列・挨拶・点呼

本時の内容把握

導
　
　
　
入
　
　

�
1
3
分

�

1)集合の際の基準は教師が示す。

1)星取表の見方を説明し、現在の
状況を確認する
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12 11月28日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：「ウィング」を使う
　オフサイドの攻略法のところでも出てきたが、両サイドに大きなス
ペースがあり、そこを活用するとよい攻撃ができる。そのポジションを
「ウィング」と呼ぶ。チームづくりの際、GK、DF、MF、FWだけでなく、右
サイド、中央、左サイドの担当を考えておくとよい

2)利き足を考えた方がよいが、「左利
き」と自覚している者は一人しかいな
かった

3) ウィングを使おうゲーム
①ウィングは安全地帯（このエリア内では相手に妨害されない）
②ウィング同士取り合いあり
　いずれもオフサイドあり。副審もつく

3)-②パスをもらう前の動きの工夫がな
い。もう少し時間をかければそのあたり
までできるのだが…。第2試合は「第3
段階」つまり、安全地帯なしの普通の
ゲームまで行った。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

13 12月3日

グラウンド 0) フィールド上に引かれたラインの意味とリーグ戦の進め方

1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第1日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）1-1浦和ブルー（館野）

第2試合…チーム名未定（清水）1-0ガンバ東京（宮）

14 12月5日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第2日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）0-0年末ジャンボ宝くじ（清水）

第2試合…ガンバ東京（宮）2-1浦和ブルー（館野）

15 12月6日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（最終日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）　-　ガンバ東京（宮）

第2試合…年末ジャンボ宝くじ（清水）　-　浦和ブルー（館野）

16 12月10日

化学講義室 1) オフサイドルールをめぐって－ルールと審判のとらえ方

2) テレビ観戦のポイント

3) 競技場でのライブ観戦のポイント

17 12月12日

前半終了時に全員集合し「パスをもらう
ときの体の向き」と「前を向いている人
を使う」ことを学ぶ。終了後は「大きなク
リアーの有効性」を学ぶ

2)3)約7分でチーム入れ替え。入れ替
え時間もゲームのうち。副審は全員で

よく動けていたので、次回から横幅を
10m広げることを伝えた

左右の広がり－ウィングを使う

予備（現時点で未定）

「みるスポーツ」としてのサッカー

リーグ戦①

1)まずは全員、後ろへ倒れたときの受
け身（手の付き方）を練習

リーグ戦②

リーグ戦③

3)-①安全地帯にボールを出すのはよ
いが、そこで時間をかけすぎて、相手
が全員戻ってしまってからクロスを上げ
ようとしている。遅い。また、ボールの
あるサイドに人が集まる傾向がある。
途中で指摘したが、ゴール前への入り
方のイメージが持てない

1)各ラインの意味を解説。リーグ戦の
進め方についても確認した

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目

6 本時の目標
　①一人ひとりが…、②各チームが…、③クラス全体が…、

１）ゲームの中で思う存分力を発揮する
２）リーグ戦の当事者として、ゲームをささえる
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

タッチライン66ｍ

7 準備 ゴールライン50ｍ

・サッカーボール30個 センターサークル半径6m

・副審用フラッグ8本 ペナルティエリア7.5m×10m

・リーグ戦星取表 ゴールエリア3.5m×4m

・ビブス：オレンジ10枚、水色10枚 (それぞれゴールの中心から6mと10m）

・少年用ゴール(5m×2.15m）1対 ※タッチライン、ゴールライン以外は歩測

・ラインは右のように引いておく

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で集合。チームごと4列縦隊に整列

・「前へならえ」をして列を整える

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・リーグ戦最終日。これまでの結果はどうなっているのか

・今日の結果次第で順位がどうなるか

・研究大会なので、いままでにないぐらいの「大観衆」がいる

2)本時の流れを把握する

①準備（「場」の準備と「身体」の準備）

②第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半の順

　試合がないときはチーム全員で「副審」を行う

1)試合順・ビブス着用チーム決め

・主将同士のジャンケンで決める

ゴール移動 2)ゴールを所定の位置に設置する

・走ってゴールまで移動。両脇について互いに合図をしてゴー
ルを倒して運ぶ

・ゴールを立てたら「セメントタイヤ」を設置する

4分

9分

風向き、太陽の位置などを考慮

2)助っ人として出場した者を確認す
る（人数は多い方に合わせている。
不足分は副審のチームから「助っ
人」を借りてくるが、助っ人として出
場できるのはリーグ戦期間を通して
1試合の半分だけ）

2)ゴール移動はいつもやっている
が、「しっかり倒して運ぶ」「ゴール
ポストを持って運ぶ」「チーム全員で
協力する」「立てるときはゆっくりと」
等に注意させる

1)試合順は既に決まっているので
確認のみ

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　時案

リーグ戦へ向けての準備

集合・整列・挨拶・点呼

本時の内容把握

導
　
　
　
入
　
　

�
1
3
分

�

1)集合の際の基準は教師が示す。

1)星取表の見方を説明し、現在の
状況を確認する

（12） （13）

12 11月28日

グラウンド 1) チームごとにアップ（ブラジル体操・ボール扱い）

2) 講義：「ウィング」を使う
　オフサイドの攻略法のところでも出てきたが、両サイドに大きなス
ペースがあり、そこを活用するとよい攻撃ができる。そのポジションを
「ウィング」と呼ぶ。チームづくりの際、GK、DF、MF、FWだけでなく、右
サイド、中央、左サイドの担当を考えておくとよい

2)利き足を考えた方がよいが、「左利
き」と自覚している者は一人しかいな
かった

3) ウィングを使おうゲーム
①ウィングは安全地帯（このエリア内では相手に妨害されない）
②ウィング同士取り合いあり
　いずれもオフサイドあり。副審もつく

3)-②パスをもらう前の動きの工夫がな
い。もう少し時間をかければそのあたり
までできるのだが…。第2試合は「第3
段階」つまり、安全地帯なしの普通の
ゲームまで行った。

　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　→

13 12月3日

グラウンド 0) フィールド上に引かれたラインの意味とリーグ戦の進め方

1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第1日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）1-1浦和ブルー（館野）

第2試合…チーム名未定（清水）1-0ガンバ東京（宮）

14 12月5日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（第2日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）0-0年末ジャンボ宝くじ（清水）

第2試合…ガンバ東京（宮）2-1浦和ブルー（館野）

15 12月6日

グラウンド 1) アップ（ブラジル体操・ボール扱い）・試合準備

2) リーグ戦：第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半
試合結果（最終日）

第1試合…阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）　-　ガンバ東京（宮）

第2試合…年末ジャンボ宝くじ（清水）　-　浦和ブルー（館野）

16 12月10日

化学講義室 1) オフサイドルールをめぐって－ルールと審判のとらえ方

2) テレビ観戦のポイント

3) 競技場でのライブ観戦のポイント

17 12月12日

前半終了時に全員集合し「パスをもらう
ときの体の向き」と「前を向いている人
を使う」ことを学ぶ。終了後は「大きなク
リアーの有効性」を学ぶ

2)3)約7分でチーム入れ替え。入れ替
え時間もゲームのうち。副審は全員で

よく動けていたので、次回から横幅を
10m広げることを伝えた

左右の広がり－ウィングを使う

予備（現時点で未定）

「みるスポーツ」としてのサッカー

リーグ戦①

1)まずは全員、後ろへ倒れたときの受
け身（手の付き方）を練習

リーグ戦②

リーグ戦③

3)-①安全地帯にボールを出すのはよ
いが、そこで時間をかけすぎて、相手
が全員戻ってしまってからクロスを上げ
ようとしている。遅い。また、ボールの
あるサイドに人が集まる傾向がある。
途中で指摘したが、ゴール前への入り
方のイメージが持てない

1)各ラインの意味を解説。リーグ戦の
進め方についても確認した

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目

6 本時の目標
　①一人ひとりが…、②各チームが…、③クラス全体が…、

１）ゲームの中で思う存分力を発揮する
２）リーグ戦の当事者として、ゲームをささえる
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

タッチライン66ｍ

7 準備 ゴールライン50ｍ

・サッカーボール30個 センターサークル半径6m

・副審用フラッグ8本 ペナルティエリア7.5m×10m

・リーグ戦星取表 ゴールエリア3.5m×4m

・ビブス：オレンジ10枚、水色10枚 (それぞれゴールの中心から6mと10m）

・少年用ゴール(5m×2.15m）1対 ※タッチライン、ゴールライン以外は歩測

・ラインは右のように引いておく

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で集合。チームごと4列縦隊に整列

・「前へならえ」をして列を整える

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・リーグ戦最終日。これまでの結果はどうなっているのか

・今日の結果次第で順位がどうなるか

・研究大会なので、いままでにないぐらいの「大観衆」がいる

2)本時の流れを把握する

①準備（「場」の準備と「身体」の準備）

②第1試合前半→第2試合前半→第1試合後半→第2試合後
半の順

　試合がないときはチーム全員で「副審」を行う

1)試合順・ビブス着用チーム決め

・主将同士のジャンケンで決める

ゴール移動 2)ゴールを所定の位置に設置する

・走ってゴールまで移動。両脇について互いに合図をしてゴー
ルを倒して運ぶ

・ゴールを立てたら「セメントタイヤ」を設置する

4分

9分

風向き、太陽の位置などを考慮

2)助っ人として出場した者を確認す
る（人数は多い方に合わせている。
不足分は副審のチームから「助っ
人」を借りてくるが、助っ人として出
場できるのはリーグ戦期間を通して
1試合の半分だけ）

2)ゴール移動はいつもやっている
が、「しっかり倒して運ぶ」「ゴール
ポストを持って運ぶ」「チーム全員で
協力する」「立てるときはゆっくりと」
等に注意させる

1)試合順は既に決まっているので
確認のみ

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　時案

リーグ戦へ向けての準備

集合・整列・挨拶・点呼

本時の内容把握

導
　
　
　
入
　
　

�
1
3
分

�

1)集合の際の基準は教師が示す。

1)星取表の見方を説明し、現在の
状況を確認する
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ウォームアップ 3)ウォームアップ

・チームごとにブラジル体操とストレッチングを行う

4)チーム練習・ミーティング

ボール扱い ・ボール扱いの練習（リフティングやドリブルなど）

チームづくり ・ポジション等に関する打ち合わせ

・副審チームはフラッグの準備

集合・整列 1）ハーフラインをはさんで第1試合のチームが集合 1)すばやく行動するよう促す

挨拶・トス
2)互いに挨拶。主将は握手の後ジャンケン。勝ったチームが
攻撃方向を決め、負けチームがキックオフ

・副審（たち）はあらかじめ所定のタッチライン際に配置する。
予備のボールも持っていく。副審をしながらボール拾いし、自
分たちのゲームの打ち合わせをする

副審の仕事が適切に行われている
か、教師(主審）から言葉かけをする

・主審は教師が行う

3)約7分間で前半終了。笛が鳴ったら副審をやっている2チー
ムと交替

移動・集合・整列・挨
拶・トス

1)笛の合図ですばやく移動。第2試合のチームはハーフライン
をはさんで挨拶・トス

1)移動時間もゲームのうちであるこ
とを伝える

ゲームとそのサポート 2)笛の合図でキックオフ。以下、第1試合と同様

移動
1)笛の合図ですばやく移動。後半戦なので挨拶はなし。攻撃
方向を変えて、あらかじめ広がっておく。

ゲームとそのサポート 2)笛の合図でキックオフ。以下、第1試合と同様 ゲームをみて適宜アドバイス

ノーサイド精神
3)試合終了後はその場で互いに握手。同時に第2試合後半
チームと入れ替え

移動
1)笛の合図ですばやく移動。後半戦なので挨拶はなし。攻撃
方向を変えて、あらかじめ広がっておく。

ゲームとそのサポート 2)笛の合図でキックオフ。以下、第1試合と同様 ゲームをみて適宜アドバイス

ノーサイド精神 3)試合終了後はその場で互いに握手。

集合 ・授業者のまわりに集合、着座

・試合結果の確認と、記録・集計

・表彰式 ・優勝チームには星取表を授与す
る

リーグ戦の総括 ・教師からの講評 ・リーグ戦を通しての講評を行う

・次回の確認

ゲーム
ゲームのサポート
(副審の仕事、ボール
拾いなど）

3)4)時間の目安だけ言って、あとは
チームごとに活動を委ねる

第2試合「年末ジャンボ宝くじ（清水）vs浦和ブルー（館野）」後半

展
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理
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第2試合「年末ジャンボ宝くじ（清水）vs浦和ブルー（館野）」前半

・次回は「みるスポーツとしてのサッ
カー」をテーマとした授業で、化学
講義室で行う

16分

主審をしながら適宜、プレーについ
てのアドバイスなど、言葉かけをす
る。

第1試合「阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）vsガンバ東京（宮）」後半

第1試合「阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）vsガンバ東京（宮）」前半

16分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
化学講義室

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目（教室での授業は2回目）

6 本時の目標
１）サッカーのゲームの見方を理解する

①テレビ観戦の際のポイントを理解する
②競技場でのライブ観戦の際の視点を知る
③視点が違えばみえるものも異なることを理解する

２）ルールの意味と審判の位置づけを理解する
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・「みるスポーツとしてのサッカー」DVD（オリジナル）
・DVDデッキ・プロジェクター・スクリーン（化学講義室に常設）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）化学講義室に集合。座席は自由

2)1組週番の号令で、起立、礼、着席

3)点呼

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・雨天のためリーグ戦ができない。よって教室の2回目の授
業。テーマは「みるスポーツとしてのサッカー」

・研究大会なので多くの参観者がいるが、よそ行きになること
はない

2)本時の学習内容と流れを把握する

・ワールドカップの映像などをみながら、テレビ観戦とライブ観
戦の両方について、みるスポーツとしてのサッカーの楽しみ方
を学ぶ

3分 1)本時の学習内容は、本単元の3つ
の目標のうちの一つであり、生涯ス
ポーツの観点からも重要であること
を説明する

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　副案

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか①典型的なオフサイドシーン

集合・挨拶・点呼

本時の内容把握

場面１．0-1とリードを許したフランスが後半猛攻。ジレスのパスからプラティニが抜け
出てゴールを決めるが、わずかに前へ出ていたためオフサイド。

解説１．通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像ではわかりやすい。アシスタント
レフェリーもしっかり最終ラインの横にいて旗で合図をしている。西ドイツのディフェン
ダーはあえて一瞬立ち止まり、プラティニをオフサイドのわなにかけた。典型的なオフサ
イドの場面。

3分

１．1986FIFAワールドカップ・メキシコ大会準決勝　西ドイツvsフランス

導
　
　
　
入
　
　

�
3
分

�

映像のチェック等はあらかじめ済ま
せておく

「当時ドイツはまだ東西に分裂して
いた」ことと、「ドイツとフランスの間
には、日韓関係同様、歴史的・政治
的問題が多々ある。代表チームの
試合は、それらを踏まえた、ある種
の代理戦争になることがある」こと
にも言及する

（14） （15）

ウォームアップ 3)ウォームアップ

・チームごとにブラジル体操とストレッチングを行う

4)チーム練習・ミーティング

ボール扱い ・ボール扱いの練習（リフティングやドリブルなど）

チームづくり ・ポジション等に関する打ち合わせ

・副審チームはフラッグの準備

集合・整列 1）ハーフラインをはさんで第1試合のチームが集合 1)すばやく行動するよう促す

挨拶・トス
2)互いに挨拶。主将は握手の後ジャンケン。勝ったチームが
攻撃方向を決め、負けチームがキックオフ

・副審（たち）はあらかじめ所定のタッチライン際に配置する。
予備のボールも持っていく。副審をしながらボール拾いし、自
分たちのゲームの打ち合わせをする

副審の仕事が適切に行われている
か、教師(主審）から言葉かけをする

・主審は教師が行う

3)約7分間で前半終了。笛が鳴ったら副審をやっている2チー
ムと交替

移動・集合・整列・挨
拶・トス

1)笛の合図ですばやく移動。第2試合のチームはハーフライン
をはさんで挨拶・トス

1)移動時間もゲームのうちであるこ
とを伝える

ゲームとそのサポート 2)笛の合図でキックオフ。以下、第1試合と同様

移動
1)笛の合図ですばやく移動。後半戦なので挨拶はなし。攻撃
方向を変えて、あらかじめ広がっておく。

ゲームとそのサポート 2)笛の合図でキックオフ。以下、第1試合と同様 ゲームをみて適宜アドバイス

ノーサイド精神
3)試合終了後はその場で互いに握手。同時に第2試合後半
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ノーサイド精神 3)試合終了後はその場で互いに握手。

集合 ・授業者のまわりに集合、着座

・試合結果の確認と、記録・集計

・表彰式 ・優勝チームには星取表を授与す
る

リーグ戦の総括 ・教師からの講評 ・リーグ戦を通しての講評を行う

・次回の確認

ゲーム
ゲームのサポート
(副審の仕事、ボール
拾いなど）

3)4)時間の目安だけ言って、あとは
チームごとに活動を委ねる

第2試合「年末ジャンボ宝くじ（清水）vs浦和ブルー（館野）」後半
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本時のまとめ

挨拶・片づけ
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第2試合「年末ジャンボ宝くじ（清水）vs浦和ブルー（館野）」前半

・次回は「みるスポーツとしてのサッ
カー」をテーマとした授業で、化学
講義室で行う

16分

主審をしながら適宜、プレーについ
てのアドバイスなど、言葉かけをす
る。

第1試合「阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）vsガンバ東京（宮）」後半

第1試合「阿佐ヶ谷マザーズ（栗木）vsガンバ東京（宮）」前半

16分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　11：00～11：50

2 場所
化学講義室

3 学習者
1年1，2組女子（40名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全17時間中の15時間目（教室での授業は2回目）

6 本時の目標
１）サッカーのゲームの見方を理解する

①テレビ観戦の際のポイントを理解する
②競技場でのライブ観戦の際の視点を知る
③視点が違えばみえるものも異なることを理解する

２）ルールの意味と審判の位置づけを理解する
３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・「みるスポーツとしてのサッカー」DVD（オリジナル）
・DVDデッキ・プロジェクター・スクリーン（化学講義室に常設）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）化学講義室に集合。座席は自由

2)1組週番の号令で、起立、礼、着席

3)点呼

1)これまでの経過と本時の位置づけを把握する

・雨天のためリーグ戦ができない。よって教室の2回目の授
業。テーマは「みるスポーツとしてのサッカー」

・研究大会なので多くの参観者がいるが、よそ行きになること
はない

2)本時の学習内容と流れを把握する

・ワールドカップの映像などをみながら、テレビ観戦とライブ観
戦の両方について、みるスポーツとしてのサッカーの楽しみ方
を学ぶ

3分 1)本時の学習内容は、本単元の3つ
の目標のうちの一つであり、生涯ス
ポーツの観点からも重要であること
を説明する

まとめの授業　１年１・２組女子「サッカー」　副案

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか①典型的なオフサイドシーン

集合・挨拶・点呼

本時の内容把握

場面１．0-1とリードを許したフランスが後半猛攻。ジレスのパスからプラティニが抜け
出てゴールを決めるが、わずかに前へ出ていたためオフサイド。

解説１．通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像ではわかりやすい。アシスタント
レフェリーもしっかり最終ラインの横にいて旗で合図をしている。西ドイツのディフェン
ダーはあえて一瞬立ち止まり、プラティニをオフサイドのわなにかけた。典型的なオフサ
イドの場面。

3分

１．1986FIFAワールドカップ・メキシコ大会準決勝　西ドイツvsフランス

導
　
　
　
入
　
　

�
3
分

�

映像のチェック等はあらかじめ済ま
せておく

「当時ドイツはまだ東西に分裂して
いた」ことと、「ドイツとフランスの間
には、日韓関係同様、歴史的・政治
的問題が多々ある。代表チームの
試合は、それらを踏まえた、ある種
の代理戦争になることがある」こと
にも言及する
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イタリアで開催されたワールドカップ
だったが、準決勝でイタリアはアル
ゼンチンに敗退。サッカーの母国イ
ングランドと3位決定戦を戦うことに
なった。美しいゲームは後半ロスタ
イムに入っているということを言う。

・何名か指名して発言させる。

「第18条　常識」は板書する。

答えは出せない。問いかけのままこ
の話題を終える。
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■オフサイドの場面はテレビでどう映るか③ライン際の駆け引き

解説３‐2)ブラジルのディフェンダーがヘディングしたときの位置が重要になるが、テレビ
画面では捉えきれていない。実はこのとき、ロマーリオがオフサイドの位置いたため、オ
ランダのディフェンダーが一瞬オフサイドの反則と思って立ち止まってしまった。しかしロ
マーリオは、ボールとは無関係を装い、歩いて戻っている。そのタイミングで、オンサイ
ドであったベベットが一気に抜け出た。ここではオフサイドの位置にいたロマーリオの機
転をきかせたプレーが素晴らしい。

このように、テレビでサッカー観戦をするとき、「画面外を想像する」ことは重要。サッ
カー観戦の達人は、普通の映像をみていても、画面外で何がおきているかを想像でき
る。

発問３‐2)今の一連のシーンで、「喜んでいる場面」が気に入った人？「GKをかわしたと
ころ」が気に入った人？「オフサイドぎりぎりの巧妙な駆け引き」が気に入った人？「オフ
サイドぎりぎりの巧妙な駆け引きに気付かなかった人？

場面２．：2-1とイタリアがリードしたまま試合は後半ロスタイムへ。右サイド、イタリアの
バッジオからのクロスをベルティがヘディイングシュート。ゴールインかと思われたが、
副審が旗を上げ、主審がそれを認め、オフサイドでノーゴール。
　通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像では、ボールがキックされた瞬間、ベ
ルティはオンサイドであることがわかる。副審は正しいポジションについていたが、オフ
サイドと判断して旗を上げた。解説者は「これはオフサイドじゃないな」と言っている。

発問２-1)今の場面、オフサイドの反則だと思う人？

解説２-1)オフサイドの反則である。なぜなら主審がそう判断したから。サッカーのゲー
ムにおいて主審の判断は最終的なものである。

　今日、一つの試合の勝敗の意味がますます大きくなり、レフェリーの判定にも多くの注
目が集まるようになって来た。テクノロジーが進化し、テレビカメラの台数も増え、レフェ
リーが見切れないところをテレビの映像で映し出せるようになり、ミスに対する厳しい目
が向けられている。今後、もしかすると、判定に機械が導入される日が来るかもしれな
い。現にいくつかの試みは為されている。そういうものを、人間は受け入れていくのかど
うか。スポーツは誰のためのものなのか。
　少なくとも現在のところ、サッカーは、人間がプレーして人間が判断するものである。

発問２-2）初期の頃のルールには、何が反則かは書かれていたが、反則をしたらどうな
るか、つまり罰則については書かれていなかった。これはなぜか？

解説２-2)してはならないこと（反則）が決まっているのなら、それをするわけがない。だ
から罰則を決める必要はなかった。プレーヤーはすべてフェアプレーの精神で参加する
ので反則をするはずがないというのが前提である。
　17条しかないサッカーのルールで最も重要なのは、「第18条　常識」と言われている。
スポーツの世界での常識は「フェアプレー」であり「スポーツマンシップ」。
　もともとサッカーのゲームには審判はおらず、プレーヤー同士でゲームをやっていた。
もめごとが起きたら双方のキャプテンが話し合って解決していた。それが徐々に競技性
が高まり、当該チームの関係者から一人ずつ「アンパイヤ」を出すことになったが、それ
でももめごとはなくならない。ゲームをコントロールする人が必要になって来た。そこで
第三者に「委ねる＝Refer」ことになった。レフェリーは、プレーヤーから委ねられている
人であり、最終的な判断を下す人である。サッカーの試合において、レフェリーに文句を
言うことはあり得ない。
　人間がプレーして人間がジャッジする。ミスのないよう誠実に取り組むが、人間なので
ミスは起こりうる。「ミスジャッジもゲームのうち」ということで成り立っているのがこのス
ポーツ。

場面３‐1)0-0で迎えた後半、後方からのロングパスにブラジルのベベットが抜け出し、
左サイドから中央へクロス。それをロマーリオがうまく合わせて右足でボレーシュート。
ゴール！

３．1994FIFAワールドカップ・アメリカ大会　R16　ブラジルvsオランダ

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか②“ミスジャッジ”もゲームのうち－ルールと審判の捉え方

２．1990FIFAワールドカップ・イタリア大会　3位決定戦　イタリアvsイングランド

解説３‐1)ベベットの飛び出しは、テレビ映像だとオフサイドのように見えるが、キックさ
れてから出ているので問題なし。クロスが蹴られた瞬間、ロマーリオはボールの後方に
いたのでこれも問題なし。すばらしいゴールである。

場面３‐2)1-0でブラジルリード。オランダGKのキックがハーフラインを越え、ブラジルの
ディフェンダーがヘディングで前方へフィード。オランダの浅いバックラインを抜け出た
ベベットが、GKと1対1になり、GKをかわしてゴール。喜ぶブラジルの選手たち。

・挙手させる。おそらく大多数が「オ
フサイドではない」と答えるだろう
が、「審判の決定が最終である」こと
を強調する。

恐らく生徒は「オフサイド疑惑」モー
ドになっているので素直にゴールを
喜んでいないが、ビューティフル
ゴールであることを強調する

恐らくほとんどの生徒は「オフサイド
ぎりぎりの巧妙な駆け引き」に気付
かない。巻き戻し、スロー再生を何
度か繰り返して理解させる。

何人かに聞いてみる
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2分

場面４‐1)延長戦突入の場面から。イランのスローイン。岡野選手がボールに向かって
プレッシャーをかけにいく。イランの選手は前方へ大きく蹴り、次の映像でオフサイドに
なっていることが判明。

解説４‐1)テレビ画面では追いきれていないが、岡野選手がプレッシャーをかけると同
時に、画面外では日本のディフェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イラン
のフォワードをオフサイドのわなにかけようとしていた。このようなラインコントロールを
実際のゲームではよくやっているが、テレビでは映し切れない。だから画面外を想像す
ることが大切。

5分

場面４‐2)今度はハーフライン付近のイランのスローイン。先ほどと同様に、ボールに向
かってプレッシャーをかけ、イランの選手が前方へ大きく蹴る。次の映像では、オフサイ
ドにはならなかったものの、イランのフォワードが大急ぎで帰陣する様子が映っている。
裏へ出たボールは、ペナルティエリアを出たGK川口が足で処理。

解説４‐2)先ほどと同様、テレビ画面では追いきれていないが、画面外では日本のディ
フェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イランのフォワードをオフサイドのわ
なにかけようとしていた。バックラインの裏側にできた大きなスペースは、GKが埋めて
いる。GKはただゴール前にいればよいのではなく、スペースを埋める仕事もしている。

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。また、この場面と先ほどの
部別途のゴールしーんとダブらせ
て、オフサイドトラップが危険と隣り
合わせであることも理解させる

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか④ライン際の駆け引きと画面外を想像するテレビ観戦法

４．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　アジア最終予選　日本vsイラン

■歴史的瞬間②－イランがプレーオフでオーストラリアを破って本大会出場

場面４‐3)延長後半のイランのビッグチャンス。右サイドからディフェンダーが攻め上が
り、クロスを上げる。マークについていた秋田はボールを見送り、イランのダエイの足も
とに。シュートはわずかにはずれたが、決定的なピンチであった。

解説４‐3)ディフェンダーであってもチャンスがあれば「自由」に攻撃参加。実技でもやっ
たが、サイドをうまく活用することは攻撃の有効な手段。特にGKとDFの間に入れられる
と、守っている側は大変困る。
　このシーンで秋田選手は、ボールを触るべきか否か、ぎりぎりの判断を一瞬のうちに
した。この勢いだと、ボールに触っても自分のゴールにいれてしまう可能性がある。自
分が見送ったら、ダエイ選手はボールに触るだろうが、疲労度からみてゴールにはでき
ないだろう。そう判断して見送った。トップレベルのゲームには、このようなぎりぎりの判
断がいくつかある。

■ディフェンダーの攻撃参加とクロスの有効性およびプレーヤーの判断

場面４‐4)４-3)の直後のシーン。中田がドリブルで前進、左足でシュート。GKがはじいた
ところを岡野が詰めてゴール。史上初めて日本がワールドカップに出場を決めた瞬間。

解説４‐4)今でこそ日本がワールドカップに出るのは当たり前のような感じになっている
が、実は1998年が初出場。2010年の予選が行われているが、どこの国も必死になって
いる。予選が一番面白い。

場面５．メルボルンでの第2戦の後半、2-0とリードしていたオーストラリアが2-1とされ、
さらに同点ゴールを決められる。テヘランで1-1、メルボルンでも2-2となり、敵地で多く
点を取ったイランが、1998年フランス大会の出場を決めた。

解説５．ワールドカップは大陸ごとに予選をやっている。オセアニア代表はいつもどこか
とプレーオフをすることになり、オーストラリアはなかなか本大会に出られなかった。
2010年大会からは、オーストラリアはアジアの一員として予選を戦っている。2月11日に
日本と試合。

場面６．テレビ局も、サッカーの試合をどうやって映すか、頭を悩ませ、いろいろ工夫し
ている。この映像は、あるテレビ局が作った試験映像。競技場へ行って、タッチライン脇
からピッチを見るとこのようにみえる。どこをみてもよい。

■歴史的瞬間①－日本がはじめてワールドカップに出場を決めた！

■競技場でのライブ観戦のために①ピッチ横からの引いた映像

2分

発問６．ボール周辺をみていた人？違うところをみていた人？

この時点で2002年の開催は決まっ
ていたので、1998年は何としても出
場しておく必要があった（出場でき
なかったら、「ワールドカップに出た
こともないくせに開催国となる」不名
誉な国になるところだった）という背
景にも言及する。

解説６．何らかの視点を持って観戦するとよい。ボールの反対側はどうなっているのだ
ろう。ボールを持っていない側はどうやって守備の組織を作っているのだろう。あるい
は、お気に入りの選手をずっと見続けるなど。競技場ならではの楽しみがある。

５．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　大陸間プレーオフ　オーストラリアvsイラン

オーストラリアのアジア連盟入り
は、「スポーツの政治学」の観点か
ら考察できる

６．1998年3月1日　横浜国際総合競技場（現日産スタジアム）のこけら落とし　日本vs韓国

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。GKが広い範囲をカバーす
ることの重要性についても理解させ
る

スポーツを「語る」ことも楽しい。秋
田選手の話は、ナンバーという雑誌
に掲載されていたもの。選手は試合
中、様々なことを考えてプレーして
いることに気付かせる

（16） （17）

イタリアで開催されたワールドカップ
だったが、準決勝でイタリアはアル
ゼンチンに敗退。サッカーの母国イ
ングランドと3位決定戦を戦うことに
なった。美しいゲームは後半ロスタ
イムに入っているということを言う。

・何名か指名して発言させる。

「第18条　常識」は板書する。

答えは出せない。問いかけのままこ
の話題を終える。
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■オフサイドの場面はテレビでどう映るか③ライン際の駆け引き

解説３‐2)ブラジルのディフェンダーがヘディングしたときの位置が重要になるが、テレビ
画面では捉えきれていない。実はこのとき、ロマーリオがオフサイドの位置いたため、オ
ランダのディフェンダーが一瞬オフサイドの反則と思って立ち止まってしまった。しかしロ
マーリオは、ボールとは無関係を装い、歩いて戻っている。そのタイミングで、オンサイ
ドであったベベットが一気に抜け出た。ここではオフサイドの位置にいたロマーリオの機
転をきかせたプレーが素晴らしい。

このように、テレビでサッカー観戦をするとき、「画面外を想像する」ことは重要。サッ
カー観戦の達人は、普通の映像をみていても、画面外で何がおきているかを想像でき
る。

発問３‐2)今の一連のシーンで、「喜んでいる場面」が気に入った人？「GKをかわしたと
ころ」が気に入った人？「オフサイドぎりぎりの巧妙な駆け引き」が気に入った人？「オフ
サイドぎりぎりの巧妙な駆け引きに気付かなかった人？

場面２．：2-1とイタリアがリードしたまま試合は後半ロスタイムへ。右サイド、イタリアの
バッジオからのクロスをベルティがヘディイングシュート。ゴールインかと思われたが、
副審が旗を上げ、主審がそれを認め、オフサイドでノーゴール。
　通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像では、ボールがキックされた瞬間、ベ
ルティはオンサイドであることがわかる。副審は正しいポジションについていたが、オフ
サイドと判断して旗を上げた。解説者は「これはオフサイドじゃないな」と言っている。

発問２-1)今の場面、オフサイドの反則だと思う人？

解説２-1)オフサイドの反則である。なぜなら主審がそう判断したから。サッカーのゲー
ムにおいて主審の判断は最終的なものである。

　今日、一つの試合の勝敗の意味がますます大きくなり、レフェリーの判定にも多くの注
目が集まるようになって来た。テクノロジーが進化し、テレビカメラの台数も増え、レフェ
リーが見切れないところをテレビの映像で映し出せるようになり、ミスに対する厳しい目
が向けられている。今後、もしかすると、判定に機械が導入される日が来るかもしれな
い。現にいくつかの試みは為されている。そういうものを、人間は受け入れていくのかど
うか。スポーツは誰のためのものなのか。
　少なくとも現在のところ、サッカーは、人間がプレーして人間が判断するものである。

発問２-2）初期の頃のルールには、何が反則かは書かれていたが、反則をしたらどうな
るか、つまり罰則については書かれていなかった。これはなぜか？

解説２-2)してはならないこと（反則）が決まっているのなら、それをするわけがない。だ
から罰則を決める必要はなかった。プレーヤーはすべてフェアプレーの精神で参加する
ので反則をするはずがないというのが前提である。
　17条しかないサッカーのルールで最も重要なのは、「第18条　常識」と言われている。
スポーツの世界での常識は「フェアプレー」であり「スポーツマンシップ」。
　もともとサッカーのゲームには審判はおらず、プレーヤー同士でゲームをやっていた。
もめごとが起きたら双方のキャプテンが話し合って解決していた。それが徐々に競技性
が高まり、当該チームの関係者から一人ずつ「アンパイヤ」を出すことになったが、それ
でももめごとはなくならない。ゲームをコントロールする人が必要になって来た。そこで
第三者に「委ねる＝Refer」ことになった。レフェリーは、プレーヤーから委ねられている
人であり、最終的な判断を下す人である。サッカーの試合において、レフェリーに文句を
言うことはあり得ない。
　人間がプレーして人間がジャッジする。ミスのないよう誠実に取り組むが、人間なので
ミスは起こりうる。「ミスジャッジもゲームのうち」ということで成り立っているのがこのス
ポーツ。

場面３‐1)0-0で迎えた後半、後方からのロングパスにブラジルのベベットが抜け出し、
左サイドから中央へクロス。それをロマーリオがうまく合わせて右足でボレーシュート。
ゴール！

３．1994FIFAワールドカップ・アメリカ大会　R16　ブラジルvsオランダ

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか②“ミスジャッジ”もゲームのうち－ルールと審判の捉え方

２．1990FIFAワールドカップ・イタリア大会　3位決定戦　イタリアvsイングランド

解説３‐1)ベベットの飛び出しは、テレビ映像だとオフサイドのように見えるが、キックさ
れてから出ているので問題なし。クロスが蹴られた瞬間、ロマーリオはボールの後方に
いたのでこれも問題なし。すばらしいゴールである。

場面３‐2)1-0でブラジルリード。オランダGKのキックがハーフラインを越え、ブラジルの
ディフェンダーがヘディングで前方へフィード。オランダの浅いバックラインを抜け出た
ベベットが、GKと1対1になり、GKをかわしてゴール。喜ぶブラジルの選手たち。

・挙手させる。おそらく大多数が「オ
フサイドではない」と答えるだろう
が、「審判の決定が最終である」こと
を強調する。

恐らく生徒は「オフサイド疑惑」モー
ドになっているので素直にゴールを
喜んでいないが、ビューティフル
ゴールであることを強調する

恐らくほとんどの生徒は「オフサイド
ぎりぎりの巧妙な駆け引き」に気付
かない。巻き戻し、スロー再生を何
度か繰り返して理解させる。

何人かに聞いてみる

展
　
開
　
Ⅱ
　

�
1
9
分

�

2分

2分

2分

場面４‐1)延長戦突入の場面から。イランのスローイン。岡野選手がボールに向かって
プレッシャーをかけにいく。イランの選手は前方へ大きく蹴り、次の映像でオフサイドに
なっていることが判明。

解説４‐1)テレビ画面では追いきれていないが、岡野選手がプレッシャーをかけると同
時に、画面外では日本のディフェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イラン
のフォワードをオフサイドのわなにかけようとしていた。このようなラインコントロールを
実際のゲームではよくやっているが、テレビでは映し切れない。だから画面外を想像す
ることが大切。

5分

場面４‐2)今度はハーフライン付近のイランのスローイン。先ほどと同様に、ボールに向
かってプレッシャーをかけ、イランの選手が前方へ大きく蹴る。次の映像では、オフサイ
ドにはならなかったものの、イランのフォワードが大急ぎで帰陣する様子が映っている。
裏へ出たボールは、ペナルティエリアを出たGK川口が足で処理。

解説４‐2)先ほどと同様、テレビ画面では追いきれていないが、画面外では日本のディ
フェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イランのフォワードをオフサイドのわ
なにかけようとしていた。バックラインの裏側にできた大きなスペースは、GKが埋めて
いる。GKはただゴール前にいればよいのではなく、スペースを埋める仕事もしている。

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。また、この場面と先ほどの
部別途のゴールしーんとダブらせ
て、オフサイドトラップが危険と隣り
合わせであることも理解させる

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか④ライン際の駆け引きと画面外を想像するテレビ観戦法

４．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　アジア最終予選　日本vsイラン

■歴史的瞬間②－イランがプレーオフでオーストラリアを破って本大会出場

場面４‐3)延長後半のイランのビッグチャンス。右サイドからディフェンダーが攻め上が
り、クロスを上げる。マークについていた秋田はボールを見送り、イランのダエイの足も
とに。シュートはわずかにはずれたが、決定的なピンチであった。

解説４‐3)ディフェンダーであってもチャンスがあれば「自由」に攻撃参加。実技でもやっ
たが、サイドをうまく活用することは攻撃の有効な手段。特にGKとDFの間に入れられる
と、守っている側は大変困る。
　このシーンで秋田選手は、ボールを触るべきか否か、ぎりぎりの判断を一瞬のうちに
した。この勢いだと、ボールに触っても自分のゴールにいれてしまう可能性がある。自
分が見送ったら、ダエイ選手はボールに触るだろうが、疲労度からみてゴールにはでき
ないだろう。そう判断して見送った。トップレベルのゲームには、このようなぎりぎりの判
断がいくつかある。

■ディフェンダーの攻撃参加とクロスの有効性およびプレーヤーの判断

場面４‐4)４-3)の直後のシーン。中田がドリブルで前進、左足でシュート。GKがはじいた
ところを岡野が詰めてゴール。史上初めて日本がワールドカップに出場を決めた瞬間。

解説４‐4)今でこそ日本がワールドカップに出るのは当たり前のような感じになっている
が、実は1998年が初出場。2010年の予選が行われているが、どこの国も必死になって
いる。予選が一番面白い。

場面５．メルボルンでの第2戦の後半、2-0とリードしていたオーストラリアが2-1とされ、
さらに同点ゴールを決められる。テヘランで1-1、メルボルンでも2-2となり、敵地で多く
点を取ったイランが、1998年フランス大会の出場を決めた。

解説５．ワールドカップは大陸ごとに予選をやっている。オセアニア代表はいつもどこか
とプレーオフをすることになり、オーストラリアはなかなか本大会に出られなかった。
2010年大会からは、オーストラリアはアジアの一員として予選を戦っている。2月11日に
日本と試合。

場面６．テレビ局も、サッカーの試合をどうやって映すか、頭を悩ませ、いろいろ工夫し
ている。この映像は、あるテレビ局が作った試験映像。競技場へ行って、タッチライン脇
からピッチを見るとこのようにみえる。どこをみてもよい。

■歴史的瞬間①－日本がはじめてワールドカップに出場を決めた！

■競技場でのライブ観戦のために①ピッチ横からの引いた映像

2分

発問６．ボール周辺をみていた人？違うところをみていた人？

この時点で2002年の開催は決まっ
ていたので、1998年は何としても出
場しておく必要があった（出場でき
なかったら、「ワールドカップに出た
こともないくせに開催国となる」不名
誉な国になるところだった）という背
景にも言及する。

解説６．何らかの視点を持って観戦するとよい。ボールの反対側はどうなっているのだ
ろう。ボールを持っていない側はどうやって守備の組織を作っているのだろう。あるい
は、お気に入りの選手をずっと見続けるなど。競技場ならではの楽しみがある。

５．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　大陸間プレーオフ　オーストラリアvsイラン

オーストラリアのアジア連盟入り
は、「スポーツの政治学」の観点か
ら考察できる

６．1998年3月1日　横浜国際総合競技場（現日産スタジアム）のこけら落とし　日本vs韓国

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。GKが広い範囲をカバーす
ることの重要性についても理解させ
る

スポーツを「語る」ことも楽しい。秋
田選手の話は、ナンバーという雑誌
に掲載されていたもの。選手は試合
中、様々なことを考えてプレーして
いることに気付かせる
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イタリアで開催されたワールドカップ
だったが、準決勝でイタリアはアル
ゼンチンに敗退。サッカーの母国イ
ングランドと3位決定戦を戦うことに
なった。美しいゲームは後半ロスタ
イムに入っているということを言う。

・何名か指名して発言させる。

「第18条　常識」は板書する。

答えは出せない。問いかけのままこ
の話題を終える。

展
　
開
　
Ⅰ
　

�
1
3
分

�
10分

8分

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか③ライン際の駆け引き

解説３‐2)ブラジルのディフェンダーがヘディングしたときの位置が重要になるが、テレビ
画面では捉えきれていない。実はこのとき、ロマーリオがオフサイドの位置いたため、オ
ランダのディフェンダーが一瞬オフサイドの反則と思って立ち止まってしまった。しかしロ
マーリオは、ボールとは無関係を装い、歩いて戻っている。そのタイミングで、オンサイ
ドであったベベットが一気に抜け出た。ここではオフサイドの位置にいたロマーリオの機
転をきかせたプレーが素晴らしい。

このように、テレビでサッカー観戦をするとき、「画面外を想像する」ことは重要。サッ
カー観戦の達人は、普通の映像をみていても、画面外で何がおきているかを想像でき
る。

発問３‐2)今の一連のシーンで、「喜んでいる場面」が気に入った人？「GKをかわしたと
ころ」が気に入った人？「オフサイドぎりぎりの巧妙な駆け引き」が気に入った人？「オフ
サイドぎりぎりの巧妙な駆け引きに気付かなかった人？

場面２．：2-1とイタリアがリードしたまま試合は後半ロスタイムへ。右サイド、イタリアの
バッジオからのクロスをベルティがヘディイングシュート。ゴールインかと思われたが、
副審が旗を上げ、主審がそれを認め、オフサイドでノーゴール。
　通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像では、ボールがキックされた瞬間、ベ
ルティはオンサイドであることがわかる。副審は正しいポジションについていたが、オフ
サイドと判断して旗を上げた。解説者は「これはオフサイドじゃないな」と言っている。

発問２-1)今の場面、オフサイドの反則だと思う人？

解説２-1)オフサイドの反則である。なぜなら主審がそう判断したから。サッカーのゲー
ムにおいて主審の判断は最終的なものである。

　今日、一つの試合の勝敗の意味がますます大きくなり、レフェリーの判定にも多くの注
目が集まるようになって来た。テクノロジーが進化し、テレビカメラの台数も増え、レフェ
リーが見切れないところをテレビの映像で映し出せるようになり、ミスに対する厳しい目
が向けられている。今後、もしかすると、判定に機械が導入される日が来るかもしれな
い。現にいくつかの試みは為されている。そういうものを、人間は受け入れていくのかど
うか。スポーツは誰のためのものなのか。
　少なくとも現在のところ、サッカーは、人間がプレーして人間が判断するものである。

発問２-2）初期の頃のルールには、何が反則かは書かれていたが、反則をしたらどうな
るか、つまり罰則については書かれていなかった。これはなぜか？

解説２-2)してはならないこと（反則）が決まっているのなら、それをするわけがない。だ
から罰則を決める必要はなかった。プレーヤーはすべてフェアプレーの精神で参加する
ので反則をするはずがないというのが前提である。
　17条しかないサッカーのルールで最も重要なのは、「第18条　常識」と言われている。
スポーツの世界での常識は「フェアプレー」であり「スポーツマンシップ」。
　もともとサッカーのゲームには審判はおらず、プレーヤー同士でゲームをやっていた。
もめごとが起きたら双方のキャプテンが話し合って解決していた。それが徐々に競技性
が高まり、当該チームの関係者から一人ずつ「アンパイヤ」を出すことになったが、それ
でももめごとはなくならない。ゲームをコントロールする人が必要になって来た。そこで
第三者に「委ねる＝Refer」ことになった。レフェリーは、プレーヤーから委ねられている
人であり、最終的な判断を下す人である。サッカーの試合において、レフェリーに文句を
言うことはあり得ない。
　人間がプレーして人間がジャッジする。ミスのないよう誠実に取り組むが、人間なので
ミスは起こりうる。「ミスジャッジもゲームのうち」ということで成り立っているのがこのス
ポーツ。

場面３‐1)0-0で迎えた後半、後方からのロングパスにブラジルのベベットが抜け出し、
左サイドから中央へクロス。それをロマーリオがうまく合わせて右足でボレーシュート。
ゴール！

３．1994FIFAワールドカップ・アメリカ大会　R16　ブラジルvsオランダ

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか②“ミスジャッジ”もゲームのうち－ルールと審判の捉え方

２．1990FIFAワールドカップ・イタリア大会　3位決定戦　イタリアvsイングランド

解説３‐1)ベベットの飛び出しは、テレビ映像だとオフサイドのように見えるが、キックさ
れてから出ているので問題なし。クロスが蹴られた瞬間、ロマーリオはボールの後方に
いたのでこれも問題なし。すばらしいゴールである。

場面３‐2)1-0でブラジルリード。オランダGKのキックがハーフラインを越え、ブラジルの
ディフェンダーがヘディングで前方へフィード。オランダの浅いバックラインを抜け出た
ベベットが、GKと1対1になり、GKをかわしてゴール。喜ぶブラジルの選手たち。

・挙手させる。おそらく大多数が「オ
フサイドではない」と答えるだろう
が、「審判の決定が最終である」こと
を強調する。

恐らく生徒は「オフサイド疑惑」モー
ドになっているので素直にゴールを
喜んでいないが、ビューティフル
ゴールであることを強調する

恐らくほとんどの生徒は「オフサイド
ぎりぎりの巧妙な駆け引き」に気付
かない。巻き戻し、スロー再生を何
度か繰り返して理解させる。

何人かに聞いてみる
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2分

場面４‐1)延長戦突入の場面から。イランのスローイン。岡野選手がボールに向かって
プレッシャーをかけにいく。イランの選手は前方へ大きく蹴り、次の映像でオフサイドに
なっていることが判明。

解説４‐1)テレビ画面では追いきれていないが、岡野選手がプレッシャーをかけると同
時に、画面外では日本のディフェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イラン
のフォワードをオフサイドのわなにかけようとしていた。このようなラインコントロールを
実際のゲームではよくやっているが、テレビでは映し切れない。だから画面外を想像す
ることが大切。

5分

場面４‐2)今度はハーフライン付近のイランのスローイン。先ほどと同様に、ボールに向
かってプレッシャーをかけ、イランの選手が前方へ大きく蹴る。次の映像では、オフサイ
ドにはならなかったものの、イランのフォワードが大急ぎで帰陣する様子が映っている。
裏へ出たボールは、ペナルティエリアを出たGK川口が足で処理。

解説４‐2)先ほどと同様、テレビ画面では追いきれていないが、画面外では日本のディ
フェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イランのフォワードをオフサイドのわ
なにかけようとしていた。バックラインの裏側にできた大きなスペースは、GKが埋めて
いる。GKはただゴール前にいればよいのではなく、スペースを埋める仕事もしている。

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。また、この場面と先ほどの
部別途のゴールしーんとダブらせ
て、オフサイドトラップが危険と隣り
合わせであることも理解させる

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか④ライン際の駆け引きと画面外を想像するテレビ観戦法

４．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　アジア最終予選　日本vsイラン

■歴史的瞬間②－イランがプレーオフでオーストラリアを破って本大会出場

場面４‐3)延長後半のイランのビッグチャンス。右サイドからディフェンダーが攻め上が
り、クロスを上げる。マークについていた秋田はボールを見送り、イランのダエイの足も
とに。シュートはわずかにはずれたが、決定的なピンチであった。

解説４‐3)ディフェンダーであってもチャンスがあれば「自由」に攻撃参加。実技でもやっ
たが、サイドをうまく活用することは攻撃の有効な手段。特にGKとDFの間に入れられる
と、守っている側は大変困る。
　このシーンで秋田選手は、ボールを触るべきか否か、ぎりぎりの判断を一瞬のうちに
した。この勢いだと、ボールに触っても自分のゴールにいれてしまう可能性がある。自
分が見送ったら、ダエイ選手はボールに触るだろうが、疲労度からみてゴールにはでき
ないだろう。そう判断して見送った。トップレベルのゲームには、このようなぎりぎりの判
断がいくつかある。

■ディフェンダーの攻撃参加とクロスの有効性およびプレーヤーの判断

場面４‐4)４-3)の直後のシーン。中田がドリブルで前進、左足でシュート。GKがはじいた
ところを岡野が詰めてゴール。史上初めて日本がワールドカップに出場を決めた瞬間。

解説４‐4)今でこそ日本がワールドカップに出るのは当たり前のような感じになっている
が、実は1998年が初出場。2010年の予選が行われているが、どこの国も必死になって
いる。予選が一番面白い。

場面５．メルボルンでの第2戦の後半、2-0とリードしていたオーストラリアが2-1とされ、
さらに同点ゴールを決められる。テヘランで1-1、メルボルンでも2-2となり、敵地で多く
点を取ったイランが、1998年フランス大会の出場を決めた。

解説５．ワールドカップは大陸ごとに予選をやっている。オセアニア代表はいつもどこか
とプレーオフをすることになり、オーストラリアはなかなか本大会に出られなかった。
2010年大会からは、オーストラリアはアジアの一員として予選を戦っている。2月11日に
日本と試合。

場面６．テレビ局も、サッカーの試合をどうやって映すか、頭を悩ませ、いろいろ工夫し
ている。この映像は、あるテレビ局が作った試験映像。競技場へ行って、タッチライン脇
からピッチを見るとこのようにみえる。どこをみてもよい。

■歴史的瞬間①－日本がはじめてワールドカップに出場を決めた！

■競技場でのライブ観戦のために①ピッチ横からの引いた映像

2分

発問６．ボール周辺をみていた人？違うところをみていた人？

この時点で2002年の開催は決まっ
ていたので、1998年は何としても出
場しておく必要があった（出場でき
なかったら、「ワールドカップに出た
こともないくせに開催国となる」不名
誉な国になるところだった）という背
景にも言及する。

解説６．何らかの視点を持って観戦するとよい。ボールの反対側はどうなっているのだ
ろう。ボールを持っていない側はどうやって守備の組織を作っているのだろう。あるい
は、お気に入りの選手をずっと見続けるなど。競技場ならではの楽しみがある。

５．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　大陸間プレーオフ　オーストラリアvsイラン

オーストラリアのアジア連盟入り
は、「スポーツの政治学」の観点か
ら考察できる

６．1998年3月1日　横浜国際総合競技場（現日産スタジアム）のこけら落とし　日本vs韓国

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。GKが広い範囲をカバーす
ることの重要性についても理解させ
る

スポーツを「語る」ことも楽しい。秋
田選手の話は、ナンバーという雑誌
に掲載されていたもの。選手は試合
中、様々なことを考えてプレーして
いることに気付かせる

（16） （17）

イタリアで開催されたワールドカップ
だったが、準決勝でイタリアはアル
ゼンチンに敗退。サッカーの母国イ
ングランドと3位決定戦を戦うことに
なった。美しいゲームは後半ロスタ
イムに入っているということを言う。

・何名か指名して発言させる。

「第18条　常識」は板書する。

答えは出せない。問いかけのままこ
の話題を終える。

展
　
開
　
Ⅰ
　

�
1
3
分

�
10分

8分

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか③ライン際の駆け引き

解説３‐2)ブラジルのディフェンダーがヘディングしたときの位置が重要になるが、テレビ
画面では捉えきれていない。実はこのとき、ロマーリオがオフサイドの位置いたため、オ
ランダのディフェンダーが一瞬オフサイドの反則と思って立ち止まってしまった。しかしロ
マーリオは、ボールとは無関係を装い、歩いて戻っている。そのタイミングで、オンサイ
ドであったベベットが一気に抜け出た。ここではオフサイドの位置にいたロマーリオの機
転をきかせたプレーが素晴らしい。

このように、テレビでサッカー観戦をするとき、「画面外を想像する」ことは重要。サッ
カー観戦の達人は、普通の映像をみていても、画面外で何がおきているかを想像でき
る。

発問３‐2)今の一連のシーンで、「喜んでいる場面」が気に入った人？「GKをかわしたと
ころ」が気に入った人？「オフサイドぎりぎりの巧妙な駆け引き」が気に入った人？「オフ
サイドぎりぎりの巧妙な駆け引きに気付かなかった人？

場面２．：2-1とイタリアがリードしたまま試合は後半ロスタイムへ。右サイド、イタリアの
バッジオからのクロスをベルティがヘディイングシュート。ゴールインかと思われたが、
副審が旗を上げ、主審がそれを認め、オフサイドでノーゴール。
　通常の映像ではわかりにくいが、横からの映像では、ボールがキックされた瞬間、ベ
ルティはオンサイドであることがわかる。副審は正しいポジションについていたが、オフ
サイドと判断して旗を上げた。解説者は「これはオフサイドじゃないな」と言っている。

発問２-1)今の場面、オフサイドの反則だと思う人？

解説２-1)オフサイドの反則である。なぜなら主審がそう判断したから。サッカーのゲー
ムにおいて主審の判断は最終的なものである。

　今日、一つの試合の勝敗の意味がますます大きくなり、レフェリーの判定にも多くの注
目が集まるようになって来た。テクノロジーが進化し、テレビカメラの台数も増え、レフェ
リーが見切れないところをテレビの映像で映し出せるようになり、ミスに対する厳しい目
が向けられている。今後、もしかすると、判定に機械が導入される日が来るかもしれな
い。現にいくつかの試みは為されている。そういうものを、人間は受け入れていくのかど
うか。スポーツは誰のためのものなのか。
　少なくとも現在のところ、サッカーは、人間がプレーして人間が判断するものである。

発問２-2）初期の頃のルールには、何が反則かは書かれていたが、反則をしたらどうな
るか、つまり罰則については書かれていなかった。これはなぜか？

解説２-2)してはならないこと（反則）が決まっているのなら、それをするわけがない。だ
から罰則を決める必要はなかった。プレーヤーはすべてフェアプレーの精神で参加する
ので反則をするはずがないというのが前提である。
　17条しかないサッカーのルールで最も重要なのは、「第18条　常識」と言われている。
スポーツの世界での常識は「フェアプレー」であり「スポーツマンシップ」。
　もともとサッカーのゲームには審判はおらず、プレーヤー同士でゲームをやっていた。
もめごとが起きたら双方のキャプテンが話し合って解決していた。それが徐々に競技性
が高まり、当該チームの関係者から一人ずつ「アンパイヤ」を出すことになったが、それ
でももめごとはなくならない。ゲームをコントロールする人が必要になって来た。そこで
第三者に「委ねる＝Refer」ことになった。レフェリーは、プレーヤーから委ねられている
人であり、最終的な判断を下す人である。サッカーの試合において、レフェリーに文句を
言うことはあり得ない。
　人間がプレーして人間がジャッジする。ミスのないよう誠実に取り組むが、人間なので
ミスは起こりうる。「ミスジャッジもゲームのうち」ということで成り立っているのがこのス
ポーツ。

場面３‐1)0-0で迎えた後半、後方からのロングパスにブラジルのベベットが抜け出し、
左サイドから中央へクロス。それをロマーリオがうまく合わせて右足でボレーシュート。
ゴール！

３．1994FIFAワールドカップ・アメリカ大会　R16　ブラジルvsオランダ

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか②“ミスジャッジ”もゲームのうち－ルールと審判の捉え方

２．1990FIFAワールドカップ・イタリア大会　3位決定戦　イタリアvsイングランド

解説３‐1)ベベットの飛び出しは、テレビ映像だとオフサイドのように見えるが、キックさ
れてから出ているので問題なし。クロスが蹴られた瞬間、ロマーリオはボールの後方に
いたのでこれも問題なし。すばらしいゴールである。

場面３‐2)1-0でブラジルリード。オランダGKのキックがハーフラインを越え、ブラジルの
ディフェンダーがヘディングで前方へフィード。オランダの浅いバックラインを抜け出た
ベベットが、GKと1対1になり、GKをかわしてゴール。喜ぶブラジルの選手たち。

・挙手させる。おそらく大多数が「オ
フサイドではない」と答えるだろう
が、「審判の決定が最終である」こと
を強調する。

恐らく生徒は「オフサイド疑惑」モー
ドになっているので素直にゴールを
喜んでいないが、ビューティフル
ゴールであることを強調する

恐らくほとんどの生徒は「オフサイド
ぎりぎりの巧妙な駆け引き」に気付
かない。巻き戻し、スロー再生を何
度か繰り返して理解させる。

何人かに聞いてみる
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2分

2分

2分

場面４‐1)延長戦突入の場面から。イランのスローイン。岡野選手がボールに向かって
プレッシャーをかけにいく。イランの選手は前方へ大きく蹴り、次の映像でオフサイドに
なっていることが判明。

解説４‐1)テレビ画面では追いきれていないが、岡野選手がプレッシャーをかけると同
時に、画面外では日本のディフェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イラン
のフォワードをオフサイドのわなにかけようとしていた。このようなラインコントロールを
実際のゲームではよくやっているが、テレビでは映し切れない。だから画面外を想像す
ることが大切。

5分

場面４‐2)今度はハーフライン付近のイランのスローイン。先ほどと同様に、ボールに向
かってプレッシャーをかけ、イランの選手が前方へ大きく蹴る。次の映像では、オフサイ
ドにはならなかったものの、イランのフォワードが大急ぎで帰陣する様子が映っている。
裏へ出たボールは、ペナルティエリアを出たGK川口が足で処理。

解説４‐2)先ほどと同様、テレビ画面では追いきれていないが、画面外では日本のディ
フェンダーがいっせいにバックラインを押し上げて、イランのフォワードをオフサイドのわ
なにかけようとしていた。バックラインの裏側にできた大きなスペースは、GKが埋めて
いる。GKはただゴール前にいればよいのではなく、スペースを埋める仕事もしている。

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。また、この場面と先ほどの
部別途のゴールしーんとダブらせ
て、オフサイドトラップが危険と隣り
合わせであることも理解させる

■オフサイドの場面はテレビでどう映るか④ライン際の駆け引きと画面外を想像するテレビ観戦法

４．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　アジア最終予選　日本vsイラン

■歴史的瞬間②－イランがプレーオフでオーストラリアを破って本大会出場

場面４‐3)延長後半のイランのビッグチャンス。右サイドからディフェンダーが攻め上が
り、クロスを上げる。マークについていた秋田はボールを見送り、イランのダエイの足も
とに。シュートはわずかにはずれたが、決定的なピンチであった。

解説４‐3)ディフェンダーであってもチャンスがあれば「自由」に攻撃参加。実技でもやっ
たが、サイドをうまく活用することは攻撃の有効な手段。特にGKとDFの間に入れられる
と、守っている側は大変困る。
　このシーンで秋田選手は、ボールを触るべきか否か、ぎりぎりの判断を一瞬のうちに
した。この勢いだと、ボールに触っても自分のゴールにいれてしまう可能性がある。自
分が見送ったら、ダエイ選手はボールに触るだろうが、疲労度からみてゴールにはでき
ないだろう。そう判断して見送った。トップレベルのゲームには、このようなぎりぎりの判
断がいくつかある。

■ディフェンダーの攻撃参加とクロスの有効性およびプレーヤーの判断

場面４‐4)４-3)の直後のシーン。中田がドリブルで前進、左足でシュート。GKがはじいた
ところを岡野が詰めてゴール。史上初めて日本がワールドカップに出場を決めた瞬間。

解説４‐4)今でこそ日本がワールドカップに出るのは当たり前のような感じになっている
が、実は1998年が初出場。2010年の予選が行われているが、どこの国も必死になって
いる。予選が一番面白い。

場面５．メルボルンでの第2戦の後半、2-0とリードしていたオーストラリアが2-1とされ、
さらに同点ゴールを決められる。テヘランで1-1、メルボルンでも2-2となり、敵地で多く
点を取ったイランが、1998年フランス大会の出場を決めた。

解説５．ワールドカップは大陸ごとに予選をやっている。オセアニア代表はいつもどこか
とプレーオフをすることになり、オーストラリアはなかなか本大会に出られなかった。
2010年大会からは、オーストラリアはアジアの一員として予選を戦っている。2月11日に
日本と試合。

場面６．テレビ局も、サッカーの試合をどうやって映すか、頭を悩ませ、いろいろ工夫し
ている。この映像は、あるテレビ局が作った試験映像。競技場へ行って、タッチライン脇
からピッチを見るとこのようにみえる。どこをみてもよい。

■歴史的瞬間①－日本がはじめてワールドカップに出場を決めた！

■競技場でのライブ観戦のために①ピッチ横からの引いた映像

2分

発問６．ボール周辺をみていた人？違うところをみていた人？

この時点で2002年の開催は決まっ
ていたので、1998年は何としても出
場しておく必要があった（出場でき
なかったら、「ワールドカップに出た
こともないくせに開催国となる」不名
誉な国になるところだった）という背
景にも言及する。

解説６．何らかの視点を持って観戦するとよい。ボールの反対側はどうなっているのだ
ろう。ボールを持っていない側はどうやって守備の組織を作っているのだろう。あるい
は、お気に入りの選手をずっと見続けるなど。競技場ならではの楽しみがある。

５．1998FIFAワールドカップ・フランス大会　大陸間プレーオフ　オーストラリアvsイラン

オーストラリアのアジア連盟入り
は、「スポーツの政治学」の観点か
ら考察できる

６．1998年3月1日　横浜国際総合競技場（現日産スタジアム）のこけら落とし　日本vs韓国

巻き戻してスローで再生するとよく
わかる。GKが広い範囲をカバーす
ることの重要性についても理解させ
る

スポーツを「語る」ことも楽しい。秋
田選手の話は、ナンバーという雑誌
に掲載されていたもの。選手は試合
中、様々なことを考えてプレーして
いることに気付かせる



－ 50 －（18） （19）

1)本時の学習内容を再確認する

・オフサイドの場面がテレビでどう映っているか

・テレビ観戦の達人になるために

・競技場でのライブ観戦のために

・見るスポーツとしてのサッカーの楽しみ方

2)次回の確認

次回はリーグ戦最終試合。今日みたことを活かして取り組もう

2組週番の号令で挨拶

挨拶

場面９-1)通常の映像。右からのグラウンダーのクロスをリバウドがスルー、ロナウドが
ワントラップしてシュート。

場面９-2)スカパーのタクティカル映像。ゴール裏の高い位置に設置したカメラの映像
で、競技場に行ってゴール裏に座るとこのような見え方になる。まったく同じシーンだ
が、右サイドバックのカフーが長い距離を走り抜けたことで、マークが少しずつずれて
行ったことがわかる。

解説９．テレビで見えているのはサッカーのごく一部に過ぎない。実際に競技場に行け
ば、いろんな見方ができる。競技場へ行くと、サポーターの応援など、独特の雰囲気を
楽しむこともできる。

発問９．サッカーを競技場で観戦してみたいと思った人？

場面８．ACミランのセンターバックであるバレージ選手は、4人のDFのリーダーとして、
指示をし、ラインを押し上げ、カバーリングを繰り返す。

解説者の音声も同じだが、視点を
変えるととみえるものが全く違ってく
る。サッカーだけでなく様々なス
ポーツで、実際にライブ観戦するこ
とを勧めたいとのメッセージを伝え
る

2分 場面７．バルセロナの左サイドのFWであるストイチコフ選手が、周囲の状況をみて、
ボールを呼んで、受けて、運んで、シュート。ゴールが決まり、チームメートと喜び合う。

解説７．ボールのないところで何をしているのかがわかる。一人の選手を見続けるのも
面白い。

■競技場でのライブ観戦のために③ディフェンダーを見続けるとどうなるか

2分
映像は早送りしながら、4人のディ
フェンダーが一斉に動いているよう
な場面を取り上げて解説する

■競技場でのライブ観戦のために②フォワードを見続けるとどうなるか

解説８．このときのACミランは、4人のDFが一つの意思で動いて、オフサイドトラップを
頻繁に試みていた。そのリーダーがバレージ選手。このように、DFを見続けることで、
ボールのないところでの駆け引きが見えて面白い。

■視点を変えると見えるものも違ってくる－2つの映像の比較から

７．1992年トヨタカップ　FCバルセロナvsサンパウロFC　ストイチコフ選手を追い続けた映像

3
分

本時のまとめ

整
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�
3
分
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９．2002FIFAワールドカップ決勝　ブラジルvsドイツの2点目のシーン

授業時間内に終わるよう、手際よく
まとめる

８．1993年トヨタカップ　ACミランvsサンパウロFC　バレージ選手を追い続けた映像

なかなかボールに触れられない
が、ストライカーはしっかり仕事をす
る
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6分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール30個、フットサルボール20個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）
・ラインは必要ないが、11：00からの公開授業でのラインが残っている

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　時案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

２．本単元「サッカー」について

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

3分

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする導

　
　
　
入
　
　

�
1
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分

�
・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する

（18） （19）

1)本時の学習内容を再確認する

・オフサイドの場面がテレビでどう映っているか

・テレビ観戦の達人になるために

・競技場でのライブ観戦のために

・見るスポーツとしてのサッカーの楽しみ方

2)次回の確認

次回はリーグ戦最終試合。今日みたことを活かして取り組もう

2組週番の号令で挨拶

挨拶

場面９-1)通常の映像。右からのグラウンダーのクロスをリバウドがスルー、ロナウドが
ワントラップしてシュート。

場面９-2)スカパーのタクティカル映像。ゴール裏の高い位置に設置したカメラの映像
で、競技場に行ってゴール裏に座るとこのような見え方になる。まったく同じシーンだ
が、右サイドバックのカフーが長い距離を走り抜けたことで、マークが少しずつずれて
行ったことがわかる。

解説９．テレビで見えているのはサッカーのごく一部に過ぎない。実際に競技場に行け
ば、いろんな見方ができる。競技場へ行くと、サポーターの応援など、独特の雰囲気を
楽しむこともできる。

発問９．サッカーを競技場で観戦してみたいと思った人？

場面８．ACミランのセンターバックであるバレージ選手は、4人のDFのリーダーとして、
指示をし、ラインを押し上げ、カバーリングを繰り返す。

解説者の音声も同じだが、視点を
変えるととみえるものが全く違ってく
る。サッカーだけでなく様々なス
ポーツで、実際にライブ観戦するこ
とを勧めたいとのメッセージを伝え
る

2分 場面７．バルセロナの左サイドのFWであるストイチコフ選手が、周囲の状況をみて、
ボールを呼んで、受けて、運んで、シュート。ゴールが決まり、チームメートと喜び合う。

解説７．ボールのないところで何をしているのかがわかる。一人の選手を見続けるのも
面白い。

■競技場でのライブ観戦のために③ディフェンダーを見続けるとどうなるか

2分
映像は早送りしながら、4人のディ
フェンダーが一斉に動いているよう
な場面を取り上げて解説する

■競技場でのライブ観戦のために②フォワードを見続けるとどうなるか

解説８．このときのACミランは、4人のDFが一つの意思で動いて、オフサイドトラップを
頻繁に試みていた。そのリーダーがバレージ選手。このように、DFを見続けることで、
ボールのないところでの駆け引きが見えて面白い。

■視点を変えると見えるものも違ってくる－2つの映像の比較から

７．1992年トヨタカップ　FCバルセロナvsサンパウロFC　ストイチコフ選手を追い続けた映像

3
分

本時のまとめ

整
　
理
　

�
3
分

�

９．2002FIFAワールドカップ決勝　ブラジルvsドイツの2点目のシーン

授業時間内に終わるよう、手際よく
まとめる

８．1993年トヨタカップ　ACミランvsサンパウロFC　バレージ選手を追い続けた映像

なかなかボールに触れられない
が、ストライカーはしっかり仕事をす
る

展
　
開
　
Ⅲ
　

�
1
2
分

�

6分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール30個、フットサルボール20個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）
・ラインは必要ないが、11：00からの公開授業でのラインが残っている

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　時案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

２．本単元「サッカー」について

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

3分

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする導
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1)本時の学習内容を再確認する

・オフサイドの場面がテレビでどう映っているか

・テレビ観戦の達人になるために

・競技場でのライブ観戦のために

・見るスポーツとしてのサッカーの楽しみ方

2)次回の確認

次回はリーグ戦最終試合。今日みたことを活かして取り組もう

2組週番の号令で挨拶

挨拶

場面９-1)通常の映像。右からのグラウンダーのクロスをリバウドがスルー、ロナウドが
ワントラップしてシュート。

場面９-2)スカパーのタクティカル映像。ゴール裏の高い位置に設置したカメラの映像
で、競技場に行ってゴール裏に座るとこのような見え方になる。まったく同じシーンだ
が、右サイドバックのカフーが長い距離を走り抜けたことで、マークが少しずつずれて
行ったことがわかる。

解説９．テレビで見えているのはサッカーのごく一部に過ぎない。実際に競技場に行け
ば、いろんな見方ができる。競技場へ行くと、サポーターの応援など、独特の雰囲気を
楽しむこともできる。

発問９．サッカーを競技場で観戦してみたいと思った人？

場面８．ACミランのセンターバックであるバレージ選手は、4人のDFのリーダーとして、
指示をし、ラインを押し上げ、カバーリングを繰り返す。

解説者の音声も同じだが、視点を
変えるととみえるものが全く違ってく
る。サッカーだけでなく様々なス
ポーツで、実際にライブ観戦するこ
とを勧めたいとのメッセージを伝え
る

2分 場面７．バルセロナの左サイドのFWであるストイチコフ選手が、周囲の状況をみて、
ボールを呼んで、受けて、運んで、シュート。ゴールが決まり、チームメートと喜び合う。

解説７．ボールのないところで何をしているのかがわかる。一人の選手を見続けるのも
面白い。

■競技場でのライブ観戦のために③ディフェンダーを見続けるとどうなるか

2分
映像は早送りしながら、4人のディ
フェンダーが一斉に動いているよう
な場面を取り上げて解説する

■競技場でのライブ観戦のために②フォワードを見続けるとどうなるか

解説８．このときのACミランは、4人のDFが一つの意思で動いて、オフサイドトラップを
頻繁に試みていた。そのリーダーがバレージ選手。このように、DFを見続けることで、
ボールのないところでの駆け引きが見えて面白い。

■視点を変えると見えるものも違ってくる－2つの映像の比較から

７．1992年トヨタカップ　FCバルセロナvsサンパウロFC　ストイチコフ選手を追い続けた映像

3
分

本時のまとめ

整
　
理
　

�
3
分

�

９．2002FIFAワールドカップ決勝　ブラジルvsドイツの2点目のシーン

授業時間内に終わるよう、手際よく
まとめる

８．1993年トヨタカップ　ACミランvsサンパウロFC　バレージ選手を追い続けた映像

なかなかボールに触れられない
が、ストライカーはしっかり仕事をす
る

展
　
開
　
Ⅲ
　

�
1
2
分

�

6分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール30個、フットサルボール20個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）
・ラインは必要ないが、11：00からの公開授業でのラインが残っている

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　時案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

２．本単元「サッカー」について

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

3分

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする導
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�
・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する
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1)本時の学習内容を再確認する

・オフサイドの場面がテレビでどう映っているか

・テレビ観戦の達人になるために

・競技場でのライブ観戦のために

・見るスポーツとしてのサッカーの楽しみ方

2)次回の確認

次回はリーグ戦最終試合。今日みたことを活かして取り組もう

2組週番の号令で挨拶

挨拶

場面９-1)通常の映像。右からのグラウンダーのクロスをリバウドがスルー、ロナウドが
ワントラップしてシュート。

場面９-2)スカパーのタクティカル映像。ゴール裏の高い位置に設置したカメラの映像
で、競技場に行ってゴール裏に座るとこのような見え方になる。まったく同じシーンだ
が、右サイドバックのカフーが長い距離を走り抜けたことで、マークが少しずつずれて
行ったことがわかる。

解説９．テレビで見えているのはサッカーのごく一部に過ぎない。実際に競技場に行け
ば、いろんな見方ができる。競技場へ行くと、サポーターの応援など、独特の雰囲気を
楽しむこともできる。

発問９．サッカーを競技場で観戦してみたいと思った人？

場面８．ACミランのセンターバックであるバレージ選手は、4人のDFのリーダーとして、
指示をし、ラインを押し上げ、カバーリングを繰り返す。

解説者の音声も同じだが、視点を
変えるととみえるものが全く違ってく
る。サッカーだけでなく様々なス
ポーツで、実際にライブ観戦するこ
とを勧めたいとのメッセージを伝え
る

2分 場面７．バルセロナの左サイドのFWであるストイチコフ選手が、周囲の状況をみて、
ボールを呼んで、受けて、運んで、シュート。ゴールが決まり、チームメートと喜び合う。

解説７．ボールのないところで何をしているのかがわかる。一人の選手を見続けるのも
面白い。

■競技場でのライブ観戦のために③ディフェンダーを見続けるとどうなるか

2分
映像は早送りしながら、4人のディ
フェンダーが一斉に動いているよう
な場面を取り上げて解説する

■競技場でのライブ観戦のために②フォワードを見続けるとどうなるか

解説８．このときのACミランは、4人のDFが一つの意思で動いて、オフサイドトラップを
頻繁に試みていた。そのリーダーがバレージ選手。このように、DFを見続けることで、
ボールのないところでの駆け引きが見えて面白い。

■視点を変えると見えるものも違ってくる－2つの映像の比較から

７．1992年トヨタカップ　FCバルセロナvsサンパウロFC　ストイチコフ選手を追い続けた映像

3
分

本時のまとめ

整
　
理
　

�
3
分

�

９．2002FIFAワールドカップ決勝　ブラジルvsドイツの2点目のシーン

授業時間内に終わるよう、手際よく
まとめる

８．1993年トヨタカップ　ACミランvsサンパウロFC　バレージ選手を追い続けた映像

なかなかボールに触れられない
が、ストライカーはしっかり仕事をす
る

展
　
開
　
Ⅲ
　

�
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分

�

6分

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
グラウンド

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール30個、フットサルボール20個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）
・ラインは必要ないが、11：00からの公開授業でのラインが残っている

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　時案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

２．本単元「サッカー」について

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

3分

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする導
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2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

2分

2分

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

7分

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合えるようになろう

３．本時のねらいと流れ

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

3分

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

足でのボール操作と状
況把握

２-1)2)挙手させる

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

集合 ・教師の回りに集合する

・ボールリフティングの回数を発表する
　次回以降、新記録が出たら授業者に報告する

3)リフティングは「前回の自分」との
競争として取り組んでもらいたい

・その場で「遊ぼう」に関する解説を聞く

1）ゲームの準備

・4人組をつくる（誰でもいい）。できたら座る。その4人が今日
のチームメート

・相手チームを探す。みつかったらくっつく

・ボールを選ぶ。使わないボールはしまう

・ゴールはコーンを2本立てた間。ここは重要なので、どうなっ
たらゴールインかということをしっかり話しておくこと（高さは？
後ろからもありか？など）

・どこでやるかは自分たちで考える。準備ができたところから
ゲーム開始

2)ストリートサッカー
　グラウンド全面で、4対4のゲームを各地で行う

・やってみておもしろくなかったら自分たちでルールを変えてみ
る

ノーサイド精神
・教師の笛で試合終了。互いに握手。コーンはそのままにして
集合

集合 ・教師のまわりに集合、着座

・各ゲームの様子を発表（どこで、どのようなルールでやって
いたか。スコアは？）

・教師からの講評

・次回の確認
　次回は1月。そこから本格的にはじまる。それまで元気で！

展
開
Ⅲ

�
1
3
分

�

3分

10分

2分

　

�
1
0
分

�

3分

1)人数が半端になったら調整する(5
人組になってもかまわない）

解説：そして世界中で、ありとあらゆる人たちがやっているのが「サッカーのゲーム」と
いう遊び。ボールとゴールと仲間がいればいつでもどこでもできる。手を使わないで、
ボールをゴールに入れるという簡単な遊びをいまからやってみよう！

解説：今日のキーワードは「遊ぼう」。ボールを使った遊び方はいろいろあるけど、サッ
カーは日常生活であまり細かな動きを求められることのない“足”を主に使う遊び。未
開発だからこそ、やればやるほどうまくなっていく。ドリブルごっこもボールリフティング
も、あいている時間を見つけてどんどんやってもらいたい。間違いなく上手くなっていく。

5
分

本時のまとめ

挨拶・片づけ

整
　
理
　

�
5
分

�

・置いてあるコーンをみながら、各
ゲームの様子を順に聞いていく

解説：ルールは自分たちでつくるもの。今日やってみた様子をもとに、次回、どうすれば
もっとおもしろいゲームができるかを考える。そして考えたことをその場で表現する。コ
ミュニケーションが大事。

解説：ゴールを奪い合うというのがこの遊びのもっとも重要なところ。いま何対何なの
か、いまのプレーはゴールなのかノーゴールなのか、そこはこだわることが大切。あい
まいにしない。相手チームとは、ゲーム中は徹底的にやりあうが、ゲーム後はよき仲
間。仲間の印に「握手」を忘れないように。

ストリートサッカー

ゲームの条件
　①ボール
　②ゴール
　③仲間

ゲームの工夫（遊び心
＝スポーツマインド）

既成の概念にとわられず、自由な
発想で考え、ゲームに取り組むよう
促す。ただし相談にあまり時間をか
けることのないように。

（20） （21）

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

2分

2分

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

7分

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合えるようになろう

３．本時のねらいと流れ

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

3分

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

足でのボール操作と状
況把握

２-1)2)挙手させる

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

集合 ・教師の回りに集合する

・ボールリフティングの回数を発表する
　次回以降、新記録が出たら授業者に報告する

3)リフティングは「前回の自分」との
競争として取り組んでもらいたい

・その場で「遊ぼう」に関する解説を聞く

1）ゲームの準備

・4人組をつくる（誰でもいい）。できたら座る。その4人が今日
のチームメート

・相手チームを探す。みつかったらくっつく

・ボールを選ぶ。使わないボールはしまう

・ゴールはコーンを2本立てた間。ここは重要なので、どうなっ
たらゴールインかということをしっかり話しておくこと（高さは？
後ろからもありか？など）

・どこでやるかは自分たちで考える。準備ができたところから
ゲーム開始

2)ストリートサッカー
　グラウンド全面で、4対4のゲームを各地で行う

・やってみておもしろくなかったら自分たちでルールを変えてみ
る

ノーサイド精神
・教師の笛で試合終了。互いに握手。コーンはそのままにして
集合

集合 ・教師のまわりに集合、着座

・各ゲームの様子を発表（どこで、どのようなルールでやって
いたか。スコアは？）

・教師からの講評

・次回の確認
　次回は1月。そこから本格的にはじまる。それまで元気で！

展
開
Ⅲ

�
1
3
分

�

3分

10分

2分

　

�
1
0
分

�

3分

1)人数が半端になったら調整する(5
人組になってもかまわない）

解説：そして世界中で、ありとあらゆる人たちがやっているのが「サッカーのゲーム」と
いう遊び。ボールとゴールと仲間がいればいつでもどこでもできる。手を使わないで、
ボールをゴールに入れるという簡単な遊びをいまからやってみよう！

解説：今日のキーワードは「遊ぼう」。ボールを使った遊び方はいろいろあるけど、サッ
カーは日常生活であまり細かな動きを求められることのない“足”を主に使う遊び。未
開発だからこそ、やればやるほどうまくなっていく。ドリブルごっこもボールリフティング
も、あいている時間を見つけてどんどんやってもらいたい。間違いなく上手くなっていく。

5
分

本時のまとめ

挨拶・片づけ

整
　
理
　

�
5
分

�

・置いてあるコーンをみながら、各
ゲームの様子を順に聞いていく

解説：ルールは自分たちでつくるもの。今日やってみた様子をもとに、次回、どうすれば
もっとおもしろいゲームができるかを考える。そして考えたことをその場で表現する。コ
ミュニケーションが大事。

解説：ゴールを奪い合うというのがこの遊びのもっとも重要なところ。いま何対何なの
か、いまのプレーはゴールなのかノーゴールなのか、そこはこだわることが大切。あい
まいにしない。相手チームとは、ゲーム中は徹底的にやりあうが、ゲーム後はよき仲
間。仲間の印に「握手」を忘れないように。

ストリートサッカー

ゲームの条件
　①ボール
　②ゴール
　③仲間

ゲームの工夫（遊び心
＝スポーツマインド）

既成の概念にとわられず、自由な
発想で考え、ゲームに取り組むよう
促す。ただし相談にあまり時間をか
けることのないように。



－ 53 －（20） （21）

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

2分

2分

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

7分

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合えるようになろう

３．本時のねらいと流れ

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

3分

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

足でのボール操作と状
況把握

２-1)2)挙手させる

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

集合 ・教師の回りに集合する

・ボールリフティングの回数を発表する
　次回以降、新記録が出たら授業者に報告する

3)リフティングは「前回の自分」との
競争として取り組んでもらいたい

・その場で「遊ぼう」に関する解説を聞く

1）ゲームの準備

・4人組をつくる（誰でもいい）。できたら座る。その4人が今日
のチームメート

・相手チームを探す。みつかったらくっつく

・ボールを選ぶ。使わないボールはしまう

・ゴールはコーンを2本立てた間。ここは重要なので、どうなっ
たらゴールインかということをしっかり話しておくこと（高さは？
後ろからもありか？など）

・どこでやるかは自分たちで考える。準備ができたところから
ゲーム開始

2)ストリートサッカー
　グラウンド全面で、4対4のゲームを各地で行う

・やってみておもしろくなかったら自分たちでルールを変えてみ
る

ノーサイド精神
・教師の笛で試合終了。互いに握手。コーンはそのままにして
集合

集合 ・教師のまわりに集合、着座

・各ゲームの様子を発表（どこで、どのようなルールでやって
いたか。スコアは？）

・教師からの講評

・次回の確認
　次回は1月。そこから本格的にはじまる。それまで元気で！

展
開
Ⅲ

�
1
3
分

�

3分

10分

2分

　

�
1
0
分

�

3分

1)人数が半端になったら調整する(5
人組になってもかまわない）

解説：そして世界中で、ありとあらゆる人たちがやっているのが「サッカーのゲーム」と
いう遊び。ボールとゴールと仲間がいればいつでもどこでもできる。手を使わないで、
ボールをゴールに入れるという簡単な遊びをいまからやってみよう！

解説：今日のキーワードは「遊ぼう」。ボールを使った遊び方はいろいろあるけど、サッ
カーは日常生活であまり細かな動きを求められることのない“足”を主に使う遊び。未
開発だからこそ、やればやるほどうまくなっていく。ドリブルごっこもボールリフティング
も、あいている時間を見つけてどんどんやってもらいたい。間違いなく上手くなっていく。

5
分

本時のまとめ

挨拶・片づけ

整
　
理
　

�
5
分

�

・置いてあるコーンをみながら、各
ゲームの様子を順に聞いていく

解説：ルールは自分たちでつくるもの。今日やってみた様子をもとに、次回、どうすれば
もっとおもしろいゲームができるかを考える。そして考えたことをその場で表現する。コ
ミュニケーションが大事。

解説：ゴールを奪い合うというのがこの遊びのもっとも重要なところ。いま何対何なの
か、いまのプレーはゴールなのかノーゴールなのか、そこはこだわることが大切。あい
まいにしない。相手チームとは、ゲーム中は徹底的にやりあうが、ゲーム後はよき仲
間。仲間の印に「握手」を忘れないように。

ストリートサッカー

ゲームの条件
　①ボール
　②ゴール
　③仲間

ゲームの工夫（遊び心
＝スポーツマインド）

既成の概念にとわられず、自由な
発想で考え、ゲームに取り組むよう
促す。ただし相談にあまり時間をか
けることのないように。

（20） （21）

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

2分

2分

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

7分

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合えるようになろう

３．本時のねらいと流れ

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

3分

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

足でのボール操作と状
況把握

２-1)2)挙手させる

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

集合 ・教師の回りに集合する

・ボールリフティングの回数を発表する
　次回以降、新記録が出たら授業者に報告する

3)リフティングは「前回の自分」との
競争として取り組んでもらいたい

・その場で「遊ぼう」に関する解説を聞く

1）ゲームの準備

・4人組をつくる（誰でもいい）。できたら座る。その4人が今日
のチームメート

・相手チームを探す。みつかったらくっつく

・ボールを選ぶ。使わないボールはしまう

・ゴールはコーンを2本立てた間。ここは重要なので、どうなっ
たらゴールインかということをしっかり話しておくこと（高さは？
後ろからもありか？など）

・どこでやるかは自分たちで考える。準備ができたところから
ゲーム開始

2)ストリートサッカー
　グラウンド全面で、4対4のゲームを各地で行う

・やってみておもしろくなかったら自分たちでルールを変えてみ
る

ノーサイド精神
・教師の笛で試合終了。互いに握手。コーンはそのままにして
集合

集合 ・教師のまわりに集合、着座

・各ゲームの様子を発表（どこで、どのようなルールでやって
いたか。スコアは？）

・教師からの講評

・次回の確認
　次回は1月。そこから本格的にはじまる。それまで元気で！

展
開
Ⅲ

�
1
3
分

�

3分

10分

2分

　

�
1
0
分

�

3分

1)人数が半端になったら調整する(5
人組になってもかまわない）

解説：そして世界中で、ありとあらゆる人たちがやっているのが「サッカーのゲーム」と
いう遊び。ボールとゴールと仲間がいればいつでもどこでもできる。手を使わないで、
ボールをゴールに入れるという簡単な遊びをいまからやってみよう！

解説：今日のキーワードは「遊ぼう」。ボールを使った遊び方はいろいろあるけど、サッ
カーは日常生活であまり細かな動きを求められることのない“足”を主に使う遊び。未
開発だからこそ、やればやるほどうまくなっていく。ドリブルごっこもボールリフティング
も、あいている時間を見つけてどんどんやってもらいたい。間違いなく上手くなっていく。

5
分

本時のまとめ

挨拶・片づけ

整
　
理
　

�
5
分

�

・置いてあるコーンをみながら、各
ゲームの様子を順に聞いていく

解説：ルールは自分たちでつくるもの。今日やってみた様子をもとに、次回、どうすれば
もっとおもしろいゲームができるかを考える。そして考えたことをその場で表現する。コ
ミュニケーションが大事。

解説：ゴールを奪い合うというのがこの遊びのもっとも重要なところ。いま何対何なの
か、いまのプレーはゴールなのかノーゴールなのか、そこはこだわることが大切。あい
まいにしない。相手チームとは、ゲーム中は徹底的にやりあうが、ゲーム後はよき仲
間。仲間の印に「握手」を忘れないように。

ストリートサッカー

ゲームの条件
　①ボール
　②ゴール
　③仲間

ゲームの工夫（遊び心
＝スポーツマインド）

既成の概念にとわられず、自由な
発想で考え、ゲームに取り組むよう
促す。ただし相談にあまり時間をか
けることのないように。
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2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
体育館大アリーナ

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール10個、フットサルボール30個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導
　
　
　
入
　
　

�
1
0
分

�

3分

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　副案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

２．本単元「サッカー」について

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

足でのボール操作と状
況把握

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

２-1)2)挙手させる

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合える

３．本時のねらいと流れ

7分

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

3分

2分

2分

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

（22） （23）

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
体育館大アリーナ

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール10個、フットサルボール30個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導
　
　
　
入
　
　

�
1
0
分

�

3分

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　副案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

２．本単元「サッカー」について

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

足でのボール操作と状
況把握

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

２-1)2)挙手させる

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合える

３．本時のねらいと流れ

7分

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

3分

2分

2分

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる
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2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
体育館大アリーナ

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール10個、フットサルボール30個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導
　
　
　
入
　
　

�
1
0
分

�

3分

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　副案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

２．本単元「サッカー」について

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

足でのボール操作と状
況把握

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

２-1)2)挙手させる

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
人はいる。サッカー観戦の達人になろう
　③コミュニケーション能力を高めよう…少なくとも5,6組女子全員の名前と顔は一致さ
せよう。できれば3文字以内の呼び名で互いに呼び合える

３．本時のねらいと流れ

7分

1)2)とも、教師の短い示範の後、取
り組ませる。ここまではテンポよく、
次から次へと課題を紹介する。
弾まないボール（フットサルボール）
でやっている者は、弾むボールを
使っている者と時々交換する。

ボール感覚

ボールの種類（サッ
カーボールとフットサル
ボールの違い）

5分

様々なボール遊び

3分

2分

2分

ウォーミングアップ：シャドーラン、ドリブル

　キーワードは「遊ぼう」

発問２-1)サッカーをやったことがある人？

発問２-3)20年以上前からこの学校では女子のサッカーの授業をやっているが、15年ぐ
らい前までは、ほとんどの女子がサッカーをやったことがなく、みたことがあると言う人
も高校サッカーぐらいしかなかった。それはなぜか？

解説．日本では1993年からJリーグが始まり、メジャーなスポーツとして認知されるよう
になった。それまでは、競技人口は多かったものの、強くなかったためファンは少なく、
マイナーなスポーツであった。ただ、世界中のほとんどの国で、人々は昔からサッカー
が大好きであった。競技人口もファンも、世界一多いスポーツがサッカーである。

ここでもキーワードのみ伝え、すぐ
さま動けるようなムードをつくる

（22） （23）

2008.12.6.

1 日時
2008年12月6日（土）　13：00～13：50

2 場所
体育館大アリーナ

3 学習者
1年5，6組女子（39名）

4 単元名
サッカー

5 本時の位置
全16時間中の1時間目

6 本時の目標
１）本単元の目標と内容を把握する

①「整列」の意義と本単元の中心的課題
②教材「サッカー」の理解
③本単元の目標と内容

２）「あそぶ」をキーワードに、ボール遊び、サッカー遊びを楽しむ
・ボールを自由に操作する
・仲間とチームを作ってゲームをする

３）いま、何をすべきかを考え、主体的に行動する

7 準備
・サッカーボール10個、フットサルボール30個
・コーン20本(グラウンドの脇に適当に立てておく）

8 展開
段階 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点

1）教師の号令で「4列横隊」に整列

・「基準」を決める ・基準は教師が示す

・4列横隊に整列する

・列を整えるために「右へならえ」をする

2)教師の号令で挨拶・着座・点呼

・大きな声で挨拶、点呼にも大きな声で返事する

着座のまま、オリエンテーションを受ける

・挙手させる

導
　
　
　
入
　
　

�
1
0
分

�

3分

　整列は“勝負どころ”ではない。本題の“サッカー”に力を入れて取り組めるよう、本題
以外のところはさらりとやれるようになってほしい。

・生徒の様子をみて、言葉の強さを
調整する

集合・整列・挨拶・点呼

オリエンテーション

１．「整列」の意義

解説１．今日は「4列横隊」だったが、集合のしかたにはいろいろある。並ばなくても集合
はできる。しかし並ばねばならないときもある。そのときのために「知っておく」必要があ
る。「4列横隊」が何かわかれば、あとは応用できるはず。横隊でなく「縦隊」、4列でなく
「6列」。少し考えれば、どういうものかはわかる。

・あえて緊張感のあるムードをつく
るが、理不尽さを感じさせないよう
に、さりげなく整列の指示をする

・年内は、研究授業の1回のみ。1月から本格的に始まる。研究授業なのでいきなり「大
観衆」がいるが、興奮しないように。

導入の授業　１年５・６組女子「サッカー」　副案

発問１．「4列横隊」がわからなかった人？　「右へならえ」がわからなかった人？

２．本単元「サッカー」について

2-3)わかる人がいたら挙手の上、
発言させる

単元のねらいは、ここでは「スロー
ガン」の形で、大きな目標だけを提
示する。細かな内容についてはあ
まり言わない（むしろ活動時間を確
保したい）

体ほぐし（仲間と交流し
ながらの自由な動き）

1)シャドーラン
　2人組をつくりジャンケン。勝った方は好きなところへ好きなよ
うに走る。負けた人はその人の3m後方から、マネをして走る

・約40秒程度で交代

・その場で軽くストレッチ

・ペアを替えてもう一度行う

2)シャドードリブル
　別の2人組をつくり、各自ボール1個ずつ持ってジャンケン。
先ほどと同じ要領で、シャドードリブル

・約40秒程度で交代

3)フリードリブル
　コーンを置いてある区域内を自由にドリブル。コーンや人に
ぶつからないように注意する

・教師の指示に従い、ボールにさわれるのは右足だけ、次に
左足だけでやってみる

4)ボールぶつけゲーム
　フリードリブルしながら、自分のボールを他の人のボールに
ぶつけたら1点。ただしさわることができるのは自分のボール
だけ（攻撃されたら逃げる）

4)5点取ったら「取った！」と大声で
言うよう促す（しかし最初なので照
れはあるだろう）

・教師のボールに当てたら2点。5点取った人が勝ち

1)手や腕を用いてのボールつき
　手のひらだけでなく、拳や、肘を使ってもやってみる

2)足でボールつき
　・手でつきながら、ときどき足の裏でボールをついてみる
　・ほぼ足の裏でボールつき。ときどき手を使ってもよい

ボールリフティング
3)ボールリフティング
　手以外の部位で、ボールを地面に落とさず何回つくことがで
きるか

展
開
Ⅱ
　
　
　
　

発問２-2)サッカーをテレビでみたことがある人？　競技場でチケット買って見に行った
ことがある人？　海外でみたことがある人？

展
開
Ⅰ

�
1
2
分

�

5分

足でのボール操作と状
況把握

1)できるだけ話したことがない人と2
人組をつくるよう促す。ペアを解体
するときは握手してさよならをする。
2回目は、よりダイナミックな動きを
取り入れるよう促す

2)ボールとパートナーをともに視野
に入れる（または交互にみる）必要
があることに気付かせる

3)いろんなところに行ってみるよう
促す

２-1)2)挙手させる

解説．本単元のねらい
　①するスポーツとしてのサッカーを楽しもう…文字通り、プレーを楽しもうということ。
足でボールを扱う技術や、サッカー、フットサルのゲームのやり方などを学習する
　②見るスポーツとしてのサッカーを楽しもう…こちらの方が生涯スポーツとしては関わ
りが深くなるかもしれない。プレーに上手下手があるのと同じように、みるのが上手な
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集合 ・教師の回りに集合する

・ボールリフティングの回数を発表する
　次回以降、新記録が出たら授業者に報告する

3)リフティングは「前回の自分」との
競争として取り組んでもらいたい

・その場で「遊ぼう」に関する解説を聞く

1）ゲームの準備

・4人組をつくる（誰でもいい）。できたら座る。その4人が今日
のチームメート

・相手チームを探す。みつかったらくっつく

・ボールを選ぶ。使わないボールはしまう

・ゴールはコーンを2本立てた間（または1本だけ立てて当て
る）。ここは重要なので、どうなったらゴールインかということを
しっかり話しておくこと（高さは？後ろからもありか？など）

・どこでやるかは自分たちで考える。体育館の中で入り乱れて
もかまわない。自分たちの攻めるゴールと守るゴールが決まっ
ていればサッカー遊びはできる。
準備ができたところからゲーム開始

2)ストリートサッカー
　大アリーナ全体で、4対4のゲームを各地で行う

・やってみておもしろくなかったら自分たちでルールを変えてみ
る

ノーサイド精神
・教師の笛で試合終了。互いに握手。コーンはそのままにして
集合

集合 ・教師のまわりに集合、着座

・各ゲームの様子を発表（どこで、どのようなルールでやって
いたか。スコアは？）

・教師からの講評

・次回の確認
　次回は1月。そこから本格的にはじまる。それまで元気で！

既成の概念にとわられず、自由な
発想で考え、ゲームに取り組むよう
促す。ただし相談にあまり時間をか
けることのないように。
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本時のまとめ
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解説：そして世界中で、ありとあらゆる人たちがやっているのが「サッカーのゲーム」と
いう遊び。ボールとゴールと仲間がいればいつでもどこでもできる。手を使わないで、
ボールをゴールに入れるという簡単な遊びをいまからやってみよう！

解説：ルールは自分たちでつくるもの。今日やってみた様子をもとに、次回、どうすれば
もっとおもしろいゲームができるかを考える。そして考えたことをその場で表現する。コ
ミュニケーションが大事。

解説：ゴールを奪い合うというのがこの遊びのもっとも重要なところ。いま何対何なの
か、いまのプレーはゴールなのかノーゴールなのか、そこはこだわることが大切。あい
まいにしない。相手チームとは、ゲーム中は徹底的にやりあうが、ゲーム後はよき仲
間。仲間の印に「握手」を忘れないように。

ゲームの条件
　①ボール
　②ゴール
　③仲間

ゲームの工夫（遊び心
＝スポーツマインド）
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1)人数が半端になったら調整する(5
人組になってもかまわない）

解説：今日のキーワードは「遊ぼう」。ボールを使った遊び方はいろいろあるけど、サッ
カーは日常生活であまり細かな動きを求められることのない“足”を主に使う遊び。未
開発だからこそ、やればやるほどうまくなっていく。ドリブルごっこもボールリフティング
も、あいている時間を見つけてどんどんやってもらいたい。間違いなく上手くなっていく。

ストリートサッカー
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LLC. 

VS 2006  
2003  

2009  
 

   http://www.yomiuri.co.jp/feature07-5171446/fe_090121_01_01.htm 2009  
1997  

Bell School 1989  
  

21  6 4  
THE THREE BILLY GOATS GRUFF Paul Galdone. Clarion Books. New York. (2001) 
Lost and Found Oliver Jeffers. HarperCollins Children’s Books. (2007) 
I’ll Always Love You Hans Wilhelm. Crown Publishers. New York. (1985) 
How to Catch a Star Oliver Jeffers. Harper Collins Children’s Books. (2004) 
Hug Time Patrick McDonnell. LITTLE. BROWN AND COMPANY. New York. (2007) 
THE HALLOWEEN PLAY Felicia Bond. Harper Collins Children’s Books. (1999) 
Who'll Pull Santa's Sleigh Tonight? Laura Rader. Harper Collins Children’s Books. (2003) 
Where the Wild Things Are Maurice Sendak. Harper Collins Publishers. (1988) 
The Giving Tree Shel Silverstein. Evil Eye Music. (1964) 
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4.5.  
2

5 21 53
 

 
 
4.5.1. 

8:20 10:10  

Welcome to Toastmasters! DVD  
The Ice Breaking Speech  

“Someone I know Well” With Visual 
Aids 

Bob's comment on how to make a speech  

Instructor's model speech  
Organize Your Speech  

Organize Your Speech  

Organize Your Speech  

Evaluation speech  

Instructor’s model evaluation speech 

Instructor's model speech with Bob's comment on it  

“I have a dream”
Vocal Variety

“I have a dream”  
“Life Is So Good” Unicorn English Course I
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Vocal Variety)  
Vocal Variety  
Obama vs. McCain Debate

 
Vocal Variety  

Reading Contest  

 
Love You More than ‘Love’ 

Reading Contest   
Apply Your Skills  

Prepared speeches & evaluation speeches
 

Apply Your Skills  
Prepared speeches & evaluation speeches

 
Guest speaker Model 

speech  
Apply Your Skills  

Prepared speeches & evaluation speeches 
 

Apply Your Skills  
Prepared speeches & evaluation speeches

 
Bob = Assistant Language Teacher   =  
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4.5.2. 

Welcome to Toastmasters! DVD

“Someone I know Well” With Visual 
Aids 

DVD
 

Bob's comment on how to make a speech  

Organize Your Speech
Instructor's model speech 

Instructor’s model self-evaluation speech 

Reading Contest   

The Story of My Life by Helen Keller 
Virginia’s Letter  
“I Have a Dream” by Martin Luther King. Jr.  

Vocal Variety  

Instructor’s model evaluation speech on Mr. Nakano’s 
prepared speech 

With a Choice of Words  

Model speech titled ‘The First Step is ABC’ by Ms.  
Watanabe Rika, a winner of All Japan ECC English  
Oratorical and Recitation Contest for the Mayor of  
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Bob = Assistant Language Teacher   
 
 

Honolulu Trophy

Model speech about life in Lester B. Pearson College of  
the Pacific in Canada by Ms. Nakata Maki  

 

Tea party  

Reading Aloud:  
Evaluation speeches:  
Prepared speeches:  

Model speech by Ms. Hirose from

 
Tall Tale Contest   
Instructor’s model tall tale speech 
Interview 

Bell School 

 
Interview  

Make it persuasive   
Model speech by Ms. Yamaki Hana from Hitotsubashi  

University 
“Someone I know” With Visual Aids

 
Apply Your Skills

“Ten years later ”  

Tea Party 
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4.5.3. 21   
21 53  

Oral Presentation  

 
9 12 13:00  14:00 

13  9:30  10:30 
 

3 3 2  1 3  
 

 
 

1   How to Catch a Star by Oliver Jeffers  

 
2 I’ll Always Love You by Hans Wilhelm  

 

 

3 The Three Billy Goat Gruff by P.C. & Moe Anderson. J E. & Brown  

 
 

 
4  

   Title: My Special Experience  
 

5  
 Title: Hippopotamus   

 
6  

 Title: Experiences with Foreigners  
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7  Title: Experiences with Foreigners  
 

8  Title: (Delicious!) 
   

9  Title: Great Contributions of a Translator  
       

 
4.5.4. 5  
(1)  

Text
 

 
 
(2)  

 
 

 
 
(3)  

 

 
 
(4)  
   Topic  

 

 
 

5.  
2

3 6 7
20 1 3 21 6

2 6 7

 
 
5.1. 20  3  
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(1)  
DVD

2
 

Toast Masters Club DVD

 
DVD

Mr. Umemoto
 

 
(2)  

 
MC Time Keeper

 
Evaluation speech

 
 
(3)  

 
 
(4)  

Evaluation speech 3
 

 
Prepared speech Evaluation speech
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Evaluation speaker

 
 
(5)  

MC Time Keeper
 

 
(6)  

4
 

 
(7)  

3  

Writing

 

prepared speeches
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5.2. 21 1 6  

21 6 4  
(1)  

DVD

 
 

 

 

 
10  

 
(2)  

 
 

DVD  
 
(3)  

 
 
(4)  
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9
 

 
 

 
 
5.3 21 2 7  

21 12 3  
(1)  

 
 
(2)  

MC

 
 
(3)  

 

 
 
(4)  
  

Timer
4 4 30

MC
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(5)  

MC
 

 
(6)  

DVD
 

4

 
 
(7)  

2  
1

 

 
 
6.  
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, 
1999, p124  

21 MC
21

, 1999, p126  
21

 

2

 
10 15

20 2 3

21

DVD
10  
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Graesser. A.C. & Kreuz. R.J. 1993. A theory of inference generation during text comprehension. 
  Discourse Processes. 16. 145-160 
Grabe. W. & Stoller. F. L. 2002. Teaching and researching reading. Essex. UK: Longman 

 2001  
Krashen. S. D. 1985. The Input Hypothesis: issues and implications. Harlow: Longman 

 1999.  
Toast Masters International. 1988. COMMUNICATION AND LEADERSHIP PROGRAM. 

Toastmasters International. Inc.   
Toast Masters International. 1974. Effective Speech Evaluation. Toastmasters International. Inc.   

  2002.  
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1 3  
 

 
2

 
 

3  
  

  
 

3 6 1
2

90
 

 15
 

 
 

2  
 
Date:           Name:                           Speaker’s name:                      
Strong points 
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
                                                                                     
One suggestion for improvement 
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3 20  
 

Feedback from the Participants in Oral Presentation 
 

 
1.  

(1) Toast Masters’ Club DVD & Toast Masters Club
 & DVD 

(2) (Communication and Leadership Program & Effective Speech Evaluation )  
(3)  in Dictator. King  & Obama’s victory 

speech  
  (4) Instructor’s demonstration speeches & Guest Speaker (Mr. Umemoto) 
 
   

                    
                           

                       
                         

 
2.  

 
(1)  (2) MC  & Timer 

 (3) Prepared Speeches (4) Evaluation Speeches (5) 
 

                      
                             
                     

 
3.  

(1) The Ice Breaker  ( )  
(2) Be In Earnest   
(3) Organize Your Speech  ( )  
(4) Show What You Mean  ( )  
(5) Vocal Variety  ( )  

  (6) Work With Words  ( )  
  (7) Apply Your Skills  ( )  
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4. Prepared & Evaluation Speeches MC  
                                   

                      
                                   

                            
                                                                                           
5. MC, Timer, Prepared Speaker. Evaluation Speaker

 
 

 
 

6.  
 
 

 
 

 
7.  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Thank you very much for your feedback and suggestions.  I’m sure that I will make the best 

use of what you have mentioned and apply them to make Oral Presentation better and more 
informative for the future learners. Nothing is more pleasure than to have students like each of you. 
I really appreciated every minute of this class.  I have already missed you.  I wish you good luck 
and hope to see you soon.                                            Kazuhiro Ehara   
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4  
 

Evaluation for another example speech  
 

Speaker:           
Title: Can you really see? 
Project for the speech: ‘Get comfortable with visual aids’   
 
Please rate the speech in each category.  
5= Excellent,  4 = Above average,  3 = Satisfactory,  2 = Should improve,  1 = Must improve 
Category                                                           Rating 
Content      
SPEECH VALUE (Interesting, meaningful)      
Organization      
OPENING (Attention-getting, led into topic)        
BODY OF SPEECH  (Logical flow; ideas supported by facts)      
CONCLUSION (Effective, climatic)        
Deliver      
NOTE DEPENDENCE      
EYE CONTACT      
VOCAL VARIETY      
VISUAL AIDS (Effective, appropriate)      
 
Strong points: 
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
                                                                                     
 
Suggestions for improvement: 
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5  
 

53  
 

Oral Presentation            
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6 21  1 
 

Feedback from the Participants in Oral Presentation           6.4.09 

Class      Name                          

1. Prepared & Evaluation Speeches

2.

3.

4.

Thank you very much for your feedback and suggestions.  I’m sure that I will make the best use 
of what you have mentioned and apply them to make Oral Presentation better and more informative 
for the future lessons.  Nothing is more pleasure than to have such motivated students as you and 
work together with you.  I really appreciated every minute of this class.   
                                                     Kazuhiro Ehara 
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7 21    2 
 
            Feedback from the Participants in Oral Presentation      12.3.09 

Class      Name                    
 
1.  

(1) Toast Masters’ Club DVD & Toast Masters Club
DVD  

(2)  Communication and Leadership Program & Effective Speech Evaluation   
  (3)  in Dictator. King  & Obama’s 

speech) 
  (4) Instructor’s demonstration speeches & Guest Speakers (Ms. Hirose & Ms. Yamaki) 
 
   

                             
                         
                           

 
2.  

 
(1)  (2) MC  & Timer  

 (3) Prepared Speeches or Evaluation Speeches (4) 
 

                        
                               
                       

 
3.  

(1) The Ice Breaker ( )  
(2) Be In Earnest  
(3) Organize Your Speech

  (4) Vocal Variety  
  (5) Work With Words  
  (6) Apply Your Skills  
  (7) Make it persuasive 
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(8)  
(9)  
(10)  
                                    
                                
                                

 
4. Prepared & Evaluation Speeches MC  

                      
                                 
                             

 
5. MC, Timer, Prepared Speaker, Evaluation Speaker

 
 
 
 
 

 
6.  

 
 
 
 

 
7.  

 
 
 
 
 
 

 
Thank you very much for your feedback and suggestions.  I’m sure that I will make the best 

use of what you have mentioned and apply them to make Oral Presentation better and more 
informative for the future learners. Nothing is more pleasure than to have students like each of you. 
I really appreciated every minute of this class.  I have already missed you.  I wish you good luck 
and hope to see you soon.                                                 

Kazuhiro Ehara 
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